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安定した人生を送りたいのです




　地味でも、マジメで堅実に生きていければそれでいい。

　そんな私の心を知りながら、あなたは軽々しく肌に触れる。

　不ふ敵てきな笑みと、すべてを見透かした瞳で。

　そう、いつだって。




　カツカツカツ、とヒールの音が長い廊下に響き渡る。それは時に、人の気持ちを突き刺してくる、と言われる私の厳しい性格を象徴しているかのようだ。

「お疲れさまです、この書類、明日までにお願いします」

　営業部のドアを開け、そう笑顔ひとつ見せずに言って書類を手渡すと、営業部の男性社員は「はい」とそれを受け取った。

　東京・港みなと区、品しな川がわ駅から徒歩十分の場所にある、地上十二階建てのオフィスビル。その中の十階から十二階を占めるのが、ここ食品卸おろし売うり会社『株かぶ式しき会がい社しゃセントラル・フーズ』。

　契約先の農家やメーカーが生産した食品を、レストランやスーパーなどへ卸す、食品流通のパイプ的役割の会社だ。

「真ま弓ゆみさん、こっちの申請書はどうしたらいい？」

「こちらで預かっていきます。あと営業部の方で数名、先月の残業申請が出ていないので早急にお願いします」

　そう淡々と答えているのが、社員数三〇〇名ほどのこの会社の総務部で働く私・真弓絵え理りだ。

　黒いジャケットに、ボタンをひとつも外すことなくきっちりと着たワイシャツ、膝丈のスカート。それに加え、ヘアゴムでひとつに束ねた黒く長い髪と、きつく見られがちなアーモンド型の目。かわいげやシャレっ気のない、マジメさしか特徴のない身なり。私はごく普通のＯＬだ。

「今日もキビキビ働いてるねぇ。さすが〝氷の女王・真弓〟」

　そう、その変なあだ名を除いては。

　背後からそうからかうように言って近づいてきたのは、同期であり友人である営業部の社員・向むか井いほのかだった。白いカットソーがよく似合う、清せい楚そな雰囲気で、茶色いミディアムヘアを揺らして笑っている。そんなほのかに、私は眉み間けんにシワを寄せ、顔をしかめてみせた。

「やめてよ、その変なあだ名」

「いやぁ、だって絵理といえばそのあだ名でしょ。美人だけど愛想はない、けど仕事はできて間違いがあれば上司相手にも容よう赦しゃなく冷静に詰め寄る。その冷たさはまさに氷の女王！」

　芝居がかった言い方でほのかは力説をする。

〝美人〟〝仕事はできる〟と、いいことを言われているはずなのに、まったく褒ほめられている気がしないのはなぜだろう。

　嫌な顔をしたまま「書類出して」と手を出すと、ほのかはけらけらと笑いながら数枚の書類を差し出した。

「まぁまぁ、その評判のおかげで、来月の人事異動で絵理、出世するらしいじゃん？　課長代理になるんでしょ？」

「あくまで噂だよ。私はまだ直接言われてないし……。それに、出世しても別にうれしくない」

　照れ隠しでもなく本心を淡々と言いながら書類をまとめていると、ほのかは不満そうに口を尖とがらせた。

「えー？　いいじゃん、給料だって増えるし」

「それ以上に仕事も増えるし。偉くならなくても、人の下で普通に働けていれば充分」

「ま、偉くなるほど男との縁も遠ざかるもんねぇ……あっ！　そういえば、週末に合コンあるんだけど絵理も来ない？」

　自分の〝男との縁〟という発言から思い出したのだろう。ほのかは唐突に合コンの話を切り出した。

　彼氏探しに一生懸命だけれど、いまいち成果を上げられず、今ではベテラン合コン幹事となってしまったほのかから、週末の合コンの誘いがあるのはよくあること。

　二十六歳独身、彼氏なし。ましてや〝氷の女王〟なんて呼ばれている私が、そうそう異性と縁があるわけがない。だから、時々はその合コン話に乗ることもあるけれど、いつも決めるのは、まずその相手を聞いてからだ。

「相手は？」

「今回はすごいよー？　実業家に御おん曹ぞう司し、次期社長候補……超ゴージャスなメンバーなんだから」

　よほどがんばって人脈をたどって約束を取り付けたのだろう。ふふん、と胸を張るほのかの顔は誇らしげだ。

　実業家、御曹司、次期社長候補……。確かに普通の会社員である私たちからすれば、すごい立場の人たちだけれど、それらの肩書きを聞いた途端、自分の顔がますます不快そうに歪ゆがむのがわかった。

「行かない」

　はっきりと拒否すると、ついさっきまで誇らしげな顔をしていたほのかが目を丸くして驚いた。

「えー!?　なんで!?　絵理だって彼氏ほしいって言ってたじゃん！　うまくいけば玉たまの輿こしだよ!?」

「前にも言ったでしょ。私は付き合うなら公務員がいいって。ましてや会社経営者なんて、今はよくてもこの先どうなるか分からないし……安定・安心・安泰、それ以上に望むことなんてないんだから」

「もう。そんなこと言って出会いのチャンスをなくしてばかりいるから、いまだにキス止まりの処女なん……むがっ」

　人の行き交うオフィスで、ほのかがしれっととんでもない発言をしようとしたので、私は慌てて右手でその口もとをおさえた。

「ほのか？　人前では言うなって言ったよね……？」

　怒りを込め、ぐぐぐとその口もとをおさえる私に向かって、ほのかは『ごめんなさい！』と言うように涙目で「むー！　むー！」と声をあげた。

　ったく、誰かに聞かれたらどうするんだか……。

　チラ、と辺りを見渡すと、幸いフロア内の人々は電話対応やデスクワークに忙しく追われており、こちらの会話など微み塵じんも聞こえていない様子だ。よかった、と顔には出さず安心して手を離すと、ほのかは「ぷはっ」と苦しそうに息を吐く。

「安定ばっかり重視した生活のなにがいいんだか。私はマジメだけが取り柄な人より、冒険心のあるイケメン社長のほうがいいと思うけどねぇ。例えばうちの社長みたいな」

　ほのかがそう言って手にとったのは、デスクの上に置かれていた、とあるビジネス誌。その雑誌の中の方のページを開くと、そこに載っている人物を私に見せた。

「【今、食品流通業界で最も注目されている若手社長、セントラル・フーズ代表の桐き生りゅう祐ゆう輔すけ氏……】って、あれ、もしかしてこれ」

「そ。うちの社長。すごいよねぇ、こうして見るとまるで芸能人みたい」

　ほれぼれとほのかが見つめるページには、【注目の若手社長！】というコーナーでインタビューに答えているうちの会社の社長の姿があった。少し長めの茶色い髪を左でわけ、通った鼻筋と二重の目が印象的な整った顔立ちの彼が、イスに座って写真に写っている。それだけのことなのに、確かにモデルのような雰囲気を漂わせている。

「桐生祐輔、ねぇ……確か、親がうちの親会社の社長なんだっけ」

「そうそう。でもただの七光りじゃないでしょ？　自分の親の経営方法から自分なりの経営方法に一新して、以来、業績もぐんぐん伸ばしてるんだから」

「へぇ……」

　興味があるようなないような反応をする私に、ほのかは「またそんなつまらない反応！」と口を尖らせる。

　親も社長で本人も社長、彼も俗に言う御曹司ってやつだ。ほのかはこういう人との結婚を夢見ているんだろうけど……私にとっては対象外。ましてやお金があってイケメンなんて嘘くさい。

　そんな気持ちで、見せられた雑誌をパタンと閉じた。

　別に、選り好みをしているわけではない。けれど、自営業や会社経営、実業家、投資家……そういった職業の人とは、出会っても意味がない。合コンをするにも付き合うにも、将来的に結婚を考える可能性のある相手に、私が求めるそもそもの大前提が「公務員であること」となのだ。

　公務員が絶対安泰とも言えないだろう。でも、なるべくならリスクは低くいきたい。なぜなら長い結婚生活には、相手のマジメさと生活が安定していること以上に、必要なものはないと思うから。

　そこにこだわりすぎて、過去の彼氏は数える程度……しかもその誰ともいまいちうまくいかず、皆、一カ月ほどで終わってしまったものだから、男性経験はキスまでで止まってしまっている。

　けれどそこまでしても〝安定〟にこだわる理由は、私の家庭事情にある。

　私の父は、自称起業家。私が幼いころにサラリーマンを辞め、以来、ラーメン屋・喫茶店・カレー屋……と、あれこれ商売を始めるのだが、最初はうまくいくけれど、すぐに経営が行き詰まって潰れてしまう、の繰り返し。それでもめげず、新しい商売をやりたがる父に、私と母はひたすら振り回されてきた。

　それでもなんとか、大学まで行かせてくれたことは感謝している。家族の仲はいいし、父が嫌いだとかそういうこともない。

　だけどそのぶん、母が苦労したのも見ているから、私は物心ついた時には、人生の目標が〝安定した職業の人と結婚する〟になっていた。

　そしてそれは、今でも変わらない。安定した職業の人と結婚し、平へい穏おんな日々を送るということだけを求めている。




「……ふぅ」

　ひと息をついて顔を上げると、壁にかけられた時計は二十時を指していた。窓の外はすっかり夜の景色となり、ビルの灯りや街灯が九月末のオフィス街を照らしている。

　今日の仕事、終わり……あとは明日の朝イチの仕事の支度をしておこう。

　少し量が多かった今日の分の仕事を片付けるうちに、気づけばこんな時間まで残業してしまっていた。自分しかいない総務部のフロアの中、デスクに書類を積み上げるバサッという音だけが響く。

　その時だった。突然、背後のドアがキィ、と開いた音がしたかと思えば、背中になにか硬いものが当てられた。

「手を上げろ」

　同時に響いたのは、男性の低い声。

　って……え!?　いきなりなに!?

　突然、背中になにかを当てられて、「手を上げろ」なんて、まるでドラマや映画のワンシーンのようで、現実味がない。

「殺されたいのか？　早く。手を上げろ」

「は、はい」

　冷静な声で脅おどされ、私は言われるがまま両手を上げる。

「名前は」

「真弓、絵理ですけど」

「真弓……そうか、お前がか」

　な、なに？　私のこと、知ってる？　強盗？　いや、それとも企業のスパイ？

　どちらにしても、このまま私は無事では済まないだろう。どうしよう……。いや、どうするもこうするも、やることはひとつしかない。

「立て。社長室まで案内してもらおうか」

「……はい」

　従うように椅子を引いて立ち上がった、その時、背中に突きつけられたものが一瞬、離れた隙すきに、私はくるりと身体の向きを変えながら足を振り上げ、背後にいた男へ回し蹴げりを食らわせた。

「ぐぁっ!!」

　足はキレイにその顔面に当たり、衝しょう撃げきで男はよろけてドアの方へひっくり返った。

　よし、今のうちに武器を奪って縛り上げて……そう思って男が手にしているものを見ると、それはプラスチックの小さな水鉄砲で……。

「ん？」

　あ、れ？　本物じゃなくておもちゃ？　ってことは、もしかしてイタズラ、だった？

「いたた……。いい蹴りだねぇ、お見事」

　さっきの冷静な話し方とはまったく違った、穏やかな口調で身体を起こしたのは、このイタズラを仕掛けた犯人である若い男。グレーのスーツに身を包んだこの男は、三十代だろうか。少し長めの茶色い髪を左でわけ、通った鼻筋と二重の目の整った顔を痛そうに歪めて笑う。

　あれ、どこかで見た覚えのある顔……。どこでだっけ。あ、確か今日の昼間、オフィスで、ほのかと見た雑誌に、載っていた……。

　そこまで考えて、ようやくはっきりと思い出した。その顔が、雑誌に載っていた顔とまったく同じだということ。つまり私が回し蹴りを食らわせたのは、うちの会社の社長・桐生祐輔だったということで……。

　そう気づいた瞬間、血の気がサーッと引いた。

「す、すみません帰ります失礼します!!」

　とりあえず今はこの場から逃げよう!!

　そう思い、私は手当たり次第に自分の荷物を抱えると、そのまま駆け足でフロアを飛び出した。

「え!?　あっちょっと待っ……」

　呼び止めようとしたその声も、微塵も聞こえないフリをして。

　ま、まずい。社長を蹴ってしまった。しかもよりによって顔面に命中してしまうなんて。ていうか、なぜあそこに社長が？　しかも不審者のフリなんてして……。なんのために？　しかも私に？　あぁもう、なにひとつ分からない。

　大急ぎで会社を飛び出しながら考えるものの、頭の中の整理がつかない。

　けれどひとつ分かること。それは、かなりマズイことをしてしまったということ。

　そしてこの時の私は、まだ知る由よしもなかった。ひとり焦あせって逃げ帰るこの瞬間にも、私の平凡で平穏な生活が少しずつ変わろうとしていたことを。










拒否権をください




　だって、てっきり不審者だと思ったから。戦わなければならない、と、学生時代に空手を習っていた私は、とっさにそう思ってしまったから。だって、まさか相手が社長だなんて思わなかったから。

　だって、そう、だから。

　そんな言葉を心の中で繰り返して、自分をかばおうとしてみる。けれど、それでも事実は変わらない。私が桐生社長に、回し蹴りをしたという事実だけは。




「……おはようございます」

　翌朝、いつも以上に冷ややかなテンション私がでオフィスへやってくると、総務部の人々は何事かとこちらを見た。

「えっ、真弓さんどうかした？　怒ってる？」

「怒ってません。少し寝不足なだけです」

　笑顔がないのはいつものこと。けれど、いつも以上に不ふ機き嫌げんそうな顔なので、ピリピリとして怒っているように感じられるのだろう。無ぶ愛あい想そうな顔で否定をする私に、皆は安心したようだった。

　昨日はほとんど眠れなかった……。

　数時間横にはなったものの〝強盗に襲われ蹴り飛ばしたら、強盗は桐生社長だった〟という夢を見て飛び起きる、ということを三度ほど繰り返し、最終的に私は眠るのをあきらめた。

　夢にまで見るなんて……最悪だ。

　こぼれそうなあくびを噛かみ殺し、眠気覚ましに仕事をしようとデスクの上のパソコンを起動させる。

「真弓さん、いますか？」

　その時、突然、フロアの入り口から自分の名前を呼ばれ、私はそちらを向いた。

「はい？　私ですけど」

　見れば、そこにいたのはシワひとつないスーツに身を包んだ黒髪の男性。黒縁の眼鏡がマジメで賢そうなその人は、隣のフロアにある秘書課の課長・三み木きさんだ。

　会議などで何度か見かけたことがある彼は、上司にも部下にも人気がある、穏おん和わな性格の人だ。桐生社長の大学時代の後輩だそうで、かなり親しい間柄だという噂も耳にする。

　その彼が私になんの用だろう、と席を立つと、三木さんは穏やかな笑顔で手招きをして私を廊下へ連れ出した。

「仕事前の忙しい時間にすみません。社長室まで来てもらえますか？　桐生社長がお呼びですので」

「え!?」

　しゃ、社長が!?

〝桐生社長〟という言葉に、頭から離れかけていた昨夜の記憶がまた蘇よみがえった。けれど断ることはできずに、歩き出す彼に続いて社長室までの道のりをついていくしかなかった。

　マ、マズイ……。これは絶対、昨日のことについての話だ。私、フルネームで名乗ったし、向こうも知っているふうな口ぶりだったし……あぁ、絶対に叱られる。

　いや、〝叱られる〟〝減給される〟。それならどんなにマシだろう。下手をすればクビだってありえる。そしたら今からまた就職活動？　この半端な時期に？　しかも退職理由が〝社長に蹴りを入れた〟だなんて、そんな女を雇う会社もないだろう。

　ど、どうしよう……!!

　表情には出さないものの、必死に思考をめぐらせたが、嫌な未来しか想像できない。

　三木さんに続いて廊下を歩き、エレベーターに乗り、このビルの最上階……十二階に着く。そして、三木さんは一番奥にある大きなドアの前で足を止めると、コンコンといい音を立てノックをした。

「社長、失礼します。真弓さんをお連れしました」

　ドアが開けられたので、緊張で息がぐっと詰まりそうになりながら、室内へ足を踏み入れた。

「……失礼します」

　初めて入った社長室は、茶色い床に白い壁というシックな色合いで、大きな窓からの光が室内全体を明るく照らしていた。壁際に置かれた横長の大きな水槽には、色とりどりの熱帯魚が泳いでおり、開放感にあふれた雰囲気だ。

　けれどその一方で、窓際の黒い長方形のテーブルの上には、書類や雑誌、パソコンなどがごちゃごちゃと置かれており、この部屋の主の性格の適当さを物語っていた。

「あ、来た来た。おはよー」

　部屋の隅で立ったまま書類を読んでいた男性は、顔を上げ、私を見つけると笑って声をかけた。紺色のスーツに、ストライプ柄のワイシャツとえんじ色のネクタイ、と少し派手めな服装をしたその男性は、微笑むだけでサマになり、つい目を奪われてしまう。けれど、へらっと笑うその左頬には白いシップが貼られていて、それが昨夜の自分の行いを思い出させた。

「お、おはようございます……あの、昨日はすみませんでした」

「ん？　あぁ、いいよいいよ。頼もしくてなにより」

　挨あい拶さつもそこそこに深々と頭を下げて私が謝ると、桐生社長はまったく気にしていない様子で笑った。昨夜のことについてはなにも聞いていなかったのか、私の隣では三木さんが、意味が分からないといった顔をしている。

「んじゃ、これからよろしくね。新しい秘書さん」

「は？」

「え？」

　新しい、秘書？

　桐生社長がニコリと笑って言ったことの意味が分からず、私は首をかしげた。

　そんな私の反応を見て、三木さんまで『あれ？　聞いてなかったの？』といった様子で首をかしげ、その場にいた全員の頭の上には、それぞれ〝？〟マークが浮かんだ。

「新しい秘書って……なんですか？　それ」

　私はひきつった顔で問いかける。

「え？　昨日、桐生社長から説明受けませんでしたか？　部署異動の件」

「いえ、私は昨夜、不審者と誤解して桐生社長の顔を蹴っただけで、それ以外にはなにも」

「は!?　不審者!?　なにしたんですか社長!?」

　蹴ったことを怒られるかも、という予想に反して、三木さんは桐生社長を見て怪け訝げんな顔をした。けれど、そんな顔を向けられてもなお、社長はニコニコと爽やかな笑みのまま。

「うんうん、あれはいい蹴りだったねぇ。美人に蹴られるのも悪くないなーって新しいなにかに目覚めそうだったよ」

「って、なにアホなこと言ってるんですか！　昨日『大事なことだし自分で説明するから任せて』って言ったの誰ですか!?　あなたですよね!?」

「いやぁ、個性的な登場で印象づけようと思ったら、話す前に蹴られて逃げられちゃってさぁ」

　キレイな顔で子供のように無邪気に笑う桐生社長に向かって、三木さんは相手が社長という立場の人だということも忘れたのか「バカですか!!」と叱りつける。

　これはなんというか……私の思っていた社長や三木さんのイメージとはかなり違う。

　予想外の光景に唖あ然ぜんとし、ついていけずにいる私を見て、三木さんは気を取り直すように「ゴホン」と咳払いをした。

「えーと、では自分から改めて説明します。真弓さん、あなたには来月の人事異動で秘書課に異動していただくことになりました」

「秘書課に異動、ですか。……あ」

　部署異動。それを聞いて、さっきの〝新しい秘書〟のひと言を思い出す。

　新しい秘書。誰の秘書かっていうのは、つまり。

　チラ、と見た目の前の顔は、目尻を下げて笑っている。その顔が意味するのは……そう、私は彼の新しい秘書を任命されたのだということ。

「無理です。お断りいたします」

「そう言わずに！　お願いします！　前任の秘書が寿退社で辞めて三カ月……新しい秘書がいまだに決まらず自分が代理でやっているんですが、正直、もう限界なんです！　業務は多いしこの人は気まぐれだし。なにより『女の子の秘書じゃないとやる気が出ない』とか言い出す始末!!」

　よほど迷惑をかけられているのだろう。桐生社長を指差して力説する三木さんの顔は必死だ。というか気まぐれな社長って……この会社は大丈夫なのだろうか。

「そう言われましても。私、ただの社員ですから秘書検定も持っていませんし、見てのとおり愛想もありません。桐生社長のお力になることもお客様の対応もできません」

「いやぁ、立派なボディガードにはなると思うよ」

「社長はちょっと黙っててください！」

　はっきりと断わる私に向かって、桐生社長は親指を立てうなずく。そんな社長に三木さんは怒り……。話はなかなかまとまらない。

「真弓さん、その点は心配いりません。あなたほどの人ならすぐに仕事も覚えられるでしょうし、資格も後々取ってもらえれば大丈夫です」

「けど」

「それに、社長が『真弓さんがいい』って言ったときに、自分が了承した理由のひとつが、その愛想のなさですから！」

　愛想のなさが、理由？

　意味が分からず首をかしげている私に、三木さんは胸を張る。一方で桐生社長はデスクに寄りかかり話を聞いている。

「これまでの秘書たちは、社長がマイペースに外出しようが、苦手な書類仕事をサボろうが、あの顔で甘いことを言われて丸め込まれてしまって注意もできず……」

「マイペースでも業績伸ばしてるんだからいいじゃーん」

「尻拭ぬぐいは俺がやってるんですよ！　ったく、あなたは昔っから本当に……」

　長年積もり積もった不満があるのだろう。三木さんは感情のままに昔の話まで蒸し返そうとしたようだけれど、話の途中だったことを思い出したのか、それ以上の言葉を飲み込み話題を戻した。

「ですが、〝氷の女王〟と名高い真弓さんならきっと、甘やかすことなく社長を管理し動かしてくれるはずだと思うんです！」

　三木さんは熱弁し、パンッ！と私へ手を合わせる。

「自分もサポートしますから！　お願いします！」

　そして眼鏡が吹き飛びそうな勢いで頭を深く下げた。

　三木さんがそこまで懸命に頼み込んでいる一方で、桐生社長は長い足でこちらへ近づいてきた。

　隣に立つと、離れて見ていた時の印象よりかなり背が高いことに気づく。一五八センチと平均的な身長の私に対し、二十センチは高い……いや、一八〇センチ以上あるかもしれない。そして威い圧あつ感のない笑みを浮かべながら、私の肩を抱くようになれなれしく手を置いた。

「三木もここまで頼んでいるわけだし、どう？　僕も、キミみたいな美人秘書だったら仕事はかどりそうでうれしいなぁ」

「私は苦労が増えそうなので嫌です」

　その手をパシッと叩いて払うと、桐生社長は「ふーん」と口を尖らせる。かと思うと、シップの貼られた左頬をさすりながらため息をついてみせた。

「あーあ、頬が痛むなぁ。昨日、蹴られた頬がいまだに痛くて……支えてくれる美人秘書がいないと仕事にならないなぁ～」

「なっ！」

「僕がこうも仕事にならないとしたら、きっと会社もダメになるだろうなぁー。そしたら社員もその家族も共倒れ……あーあ、恐ろしいなぁぁ～」

　なんてしらじらしい言い方！

　責任を私になすりつけるような物言いに、一瞬ムッとするものの、私が桐生社長を蹴ったことは事実。反論はできない。

　社長秘書だなんて。今の仕事から一気に環境が変わるような仕事、ただでさえ嫌なのに。しかもこんな人の秘書だなんてもっと嫌だ。けれど、三木さんには頭を下げられ、桐生社長からは顔のシップを見せつけられ……ここまでされては、私に拒否権はないようなものだ。

「……次の人が決まるまで、臨時でいいのでしたら」

　諦めてため息混じりに言うと、頭を上げた三木さんの顔がぱあっと明るくなった。

「ありがとう！　ありがとうございます!!」

「やったねぇ、よかったね三木～」

「そもそも社長がしっかりしてくださればいい話なんですけどね！」

　深々と頭を下げてお礼を言う三木さんに、桐生社長はは他人事のように言い、さらに笑顔ひとつ見せない私の頬をつんつんとつついた。

「それにしても表情崩れないねぇ、噂どおりの氷の女王」

「触らないでください」

　その指先をまたパシッと叩いて払いながら思ったのは、この人は、愛想がいいというより、チャラチャラしているということ。

「じゃ、マユちゃん」

「なんですか、その呼び方」

「真弓、でしょ？　だからマユちゃん」

　マユちゃんって……初めて呼ばれた。こういう顔というか性格だから、名前からはあだ名などをつけられたことがない。だから、その呼ばれ方には違和感しかない。

　納得できない私の様子を気に留めるでもなく、桐生社長は話を続ける。

「正式な異動は来月からだけど、三木はすぐにでも異動してきてほしいそうだから、今日からここで仕事始めてくれる？　今の仕事の引き継ぎは合間にでもしてもらって」

「はぁ」

　今日からって……急な話だ。それほど三木さんが限界ということだろう。

　新しい仕事に今の仕事の引き継ぎに、と一気にやることが増えて、渋い顔になるのが分かった。

「仕事は自分が教えますし、真弓さんがやりやすいようにやってもらって構いません。ちなみに奥のドアを開けた先が社長秘書専用の秘書室で……」

　そう三木さんが案内をしようとしていると、突然、すぐ隣の桐生社長のスーツの胸ポケットから《コーケコッコー！》と鶏の声が聞こえた。

「に、鶏……？」

「あぁ、電話です。社長、着信音の趣味、変なんです」

　聞き慣れている様子で冷静に教えてくれる三木さんをちらっと見たあと、桐生社長は胸ポケットから取り出したスマートフォンの画面を確かめて電話に出た。

「もしもーし、桐生です。おはよー」

　さっきと変わらぬ様子で話す桐生社長をちらりと横目で見る。

　仕事の電話かな？　軽けい薄はくそうにしていても、やっぱり社長っていうだけあって忙しいんだろうな。

「うん、僕も朝から沙さ奈なちゃんの声聞けて幸せだよ～。今日もかわいい声してるねぇ。え？　今日？　十五時くらいだったら時間空くよ。うん、じゃあクイーンズホテルのレストランでね。じゃあね～」

　ん？　沙奈ちゃんって……女、だよね？　女とホテルのレストランの約束って……。

　通話を終えスマートフォンを胸ポケットにしまいながら「さて」と歩き出した桐生社長に、三木さんは呆あきれ顔で声をかける。

「社長、今日はほかにも予定入っているんじゃないんですか？　大丈夫なんですか」

「うん。これから祥しょう子こさんと会って、次は麗れ美みちゃん、それから沙奈ちゃんと会って、夕方一回戻ってきたら、夜に美み弥や子こさんと会うって感じかな」

　わぁ、やっぱり社長って忙しいんだなー……って、待って。ちょっと待って。

「それ、全部女性との約束ですか？」

「へ？　うん、そうだよ？」

　眉間に深いシワを寄せ、不快感をあらわにしている私に、桐生社長はなにもやましいことなどないかのように笑顔で答える。

「今日は外出デーだから。夕方に一旦帰るまで留守は任せた！　んじゃ、いってきまーす」

「は!?　外出デーって……ちょっと！」

　呼び止める私の声などまったく気に留めず、桐生社長はカバンを手にスタスタと部屋をあとにした。その場に残された私は唖然とし、同じく残された三木さんは、いつものこと、というように苦笑いをした。

　な、なんなのあの人。社長の立場を利用して、女性とデートばかりしてるわけ!?　しかも一日に何人も……ありえない！

　あんなのがうちの社長だなんて。なにが【注目の若社長】よ！　ただの親の七光り、女好きのチャラい金持ちじゃない！

「三木さん、私やっぱり……」

「さーて、今日から秘書としてがんばりましょうね！　ね!!」

　私の顔から言いたいことなど丸分かりなのだろう。「やっぱり辞めたい」、その言葉を言わせないように、三木さんはカラ元気でかき消した。




　大丈夫なんだろうか。

　マイペースでチャラチャラしていて、女好き。こんな人の秘書だなんて、不安しか感じられない。でも、一度了承したものをいまさら嫌だと取り消せるわけもなく……。

「……はぁ」

　手もとの腕時計の針が、もうすぐ十八時になろうとしているころ。小さくため息をついて、私はデスクの上のパソコンから顔を上げた。

　私がいるのは、社長室とドア一枚で繋がった小さな部屋。通称〝秘書室〟と呼ばれているここは、社長秘書専用の仕事部屋だそうで、今後、私が使うことになるらしい。社長室と同じような、白い壁に黒いデスク。壁際には大きな本棚と小さな窓、とひとり仕事に専念するにはちょうどいいかもしれない。

　桐生社長が出かけていってから、私は三木さんから基本的な仕事を教わり、これまで自分がしていた仕事をほかの社員に引き継ぎ……。そして定時までのあと少しの時間を、取引先のリストや社長のスケジュール確認など情報収集をして過ごしていた。

　取引先といっても、一つひとつ付き合い方や立場に違いがあるから難しい。これを覚えて、社長の仕事がスムーズにいくように補佐をするのも私の仕事だ。

「それにしても」

　つい呆れて見てしまうのは、パソコンの画面に映し出された、桐生社長のここ数カ月のスケジュール表。どんなスケジュールで動いているのかを確認しようと見たわけだけれど、週に一度か二度は必ず今日のように外出しっぱなしの日がある。しかも行き先を見ると、どこもレストランなどの飲食店。いろんな女性とデートをしては食事やお茶をしているのだろう。

　まぁ、イケメンで、若くして社長という立場で、お金もあって……そりゃあ遊びたくもなるか。そもそもの考え方や価値観が私のような庶民とは違うのだ。そう思うと諦めもつく気がする。

　そんなことを考えていると突然、壁の向こうのすぐ隣の社長室から、ガチャ、とドアを開ける音が聞こえた。

　誰か来た。三木さんかな。三木さんだったら、さっき教わった仕事でもうちょっと聞きたいことがあるんだよね。

　そう思い、ドアを開けて社長室に顔を出す。

「ん？　なにか用？」

　すると、そこにいたのは戻ってきていたらしい桐生社長で、カバンをデスクに置きながらこちらを見た。

　げっ、社長だった。って、思えばここは社長室なんだから当たり前か。

　嫌そうに顔が歪みかけるのをぐっとこらえる。

「すみません。てっきり三木さんがいらっしゃったのかと」

「あはは。僕でごめんね」

　そういえば、夕方に一度戻るって言っていたっけ。それを思い出して秘書室に引っ込もうとした私を、桐生社長は「あ、待って」と呼び止めた。

「おみやげあるよ。はい、どうぞ」

「おみやげ、ですか？」

「うん。今日一日、お留守番してくれたご褒ほう美び」

　足を止めて社長室に戻った私に、彼が差し出したのは、ケーキが入っていると思われる白い箱。箱の上に書かれたゴールドの文字とマークは、都内にある高級レストランのものだ。そういった情報に疎うとい私でも知っているような有名店だから、おみやげ用といえどもそれなりの値段だろう。

「あ、ありがとうございます」

　気は引けてしまうものの、せっかく買ってきてくれたものをいらないと突っぱねてしまうのもどうかと思う。箱を受け取ると、桐生社長はニコリと微笑んだ。

「今日は定時の十八時であがっていいよ。明日の朝も、僕より先に出勤しなきゃとか、気を遣わなくていいからね」

　そう言う社長に「分かりました」とうなずいた。こういうところは普通の社長という立場の人よりも緩くてやりやすいんだろうけど……。

「あの、外出はけっこうですが、女性とのお食事は仕事なのでしょうか」

　恐る恐る問うと、桐生社長は一瞬固まったあと、考えるように首をかしげる。

「え？　うーん。仕事と趣味、半々ってところかなぁ」

「は、半々、ですか」

　って、仕事とは言い切らないのね……。嘘はつかず素直なんだろうけど、「もちろん仕事だよ」と言い切ってくれれば、少しは見直せたのに。

　呆れた気持ちが思いきり顔に出ていたのだろう。私を見て桐生社長は苦笑いをした。

「そんなあからさまに嫌な顔しないでよ。あ、もしかしてマユちゃん、僕みたいな男嫌い？」

「好みではないです」

「あはは！　正直！　いいねぇ、僕はマユちゃんみたいな子、好きだよ」

　なにがそんなにおもしろいのか。『好みではない』と言われているにもかかわらず、けらけらと笑い、目を細めたままこちらへ右手を伸ばした。

　その長い人差し指に顎あごを下からクイッと持ち上げられると、彼の顔が目の前に近づいた。そしてその茶色い瞳には、驚いて固まっている私の顔が映り込んでいた。

「マジメで堅そうで、いかにも男慣れしてないって感じのところもかわいい」

　褒めている、というよりは、からかってバカにしているようなその言い方に、カチンときた私は、顔を背け一歩下がって距離を取る。

「すみませんね、慣れてなくて。誰かさんみたいな女性慣れしたチャラチャラした男よりよっぽどマシだと思いますけど」

「あれ、それって僕のこと言ってる？」

「あなた以外いらっしゃるとでも？」

　一応、社長が相手だし、と少しは遠慮をして話していたけれど、気にしている男性経験の少なさを笑われては、さすがに腹が立つ。上司であろうと遠慮なく言うこの性格のきつさも〝氷の女王〟と呼ばれる所以ゆえんだと分かってはいるけれど、だからといって止められない。

「仮にも社長という立場の方が、仕事も怠けて女性を取っ替え引っ替え……この会社のためにがんばって働いている社員たちがかわいそうです」

　そう桐生社長をにらむと、彼は驚いた顔で私を見返した。

「先ほどは多少、遠慮して『好みではない』と言いましたが、訂正します。あなたみたいなタイプの人は嫌いです」

　言って、しまった。社長相手に、『嫌い』だなんて、常識では考えられないようなこと。だけどそう思ってしまったのだから仕方ない。

　私が見てきたここの社員は、ひとりひとりがんばっている。そりゃあ、中には嫌な人もいる。けれど元いた総務部の人たちも、ほのかをはじめ営業部の人たちも、皆、朝から晩まで動き回って、パソコンと向き合って……。頭や身体を使って必死に働いている。

　そんな社員の上に立つのがこんな社長だなんて、ムカつく。腹が立つ。クビにするならすればいい。こんな男の下で働くなんて、こっちだって願い下げだ。

　ところが、言い切ってまっすぐ見据えたその顔は、ふっとおかしそうに笑う。

「へぇ。そこまで嫌われると、むしろ燃えるねぇ」

「え？」

　その瞬間、ずいっと距離を詰められ、視界が彼の顔でいっぱいになったと思った時には、その唇が私の唇に重ねられていた。

「んっ!?」

　驚いて顔を離そうとするものの、いつの間にか彼の両手が私の頬をしっかりと挟んでいて離れられない。

　彼の唇は触れては離れ、角度を変えてまた触れてくる。私の唇を求めるように吸いつき、舌を絡め、呼吸する隙さえも与えてくれない。

「んっ、ふ、ん……」

　突然のその行為に手から力が抜けてしまい、持っていたケーキの箱をグシャッと床に落としてしまった。けれど彼は、それすら気に留めず、抵抗する私を逃がさないというかのように、身体ごと壁に押し付けた。

　いきなり、なにを……!?　やだ、離れてよ。なんなの、やめて。

　そう訴えるように両手でドン、ドンとその胸を叩くと、唇はようやく離れた。

　互いの間に「はぁ」と息が漏もれた瞬間、私は力が抜けそうになっていた足をぐっと踏ん張った。

「な……に、を」

　精一杯の声を絞り出してそう問うと、彼はふっと笑う。

「どう？　嫌いなヤツにされるキスは」

「なっ……！」

　キスをされたうえにバカにされた。そう感じて、かっとして衝動的に手を振り上げた。けれど彼はその手をパシッと掴つかみ、笑みを浮かべたまま私を見る。

「そういう顔もできるんだ？　いいねぇ、もっと崩してやりたくなる」

「っ……最低」

「あはは、褒めてる？」

　ストレートな悪口すらきかないらしい。余裕のあるその態度に、ますます腹が立ち、思いきり腕を振りほどいた。

「定時であがらせていただきます。失礼します」

　歩き出すと、足もとに落ちていたケーキの箱を踏んでしまった。けれどそれを掃除することもせず、私は黒いパンプスをカツカツと鳴らしてその場を歩き出した。

「お疲れさま、また明日ね」

　社長室の茶色い大きなドアが閉まる寸前に、桐生社長はそうつぶやいた。ドアの隙すき間まから見えたのはまるで、イタズラを成功させて楽しそうに笑う子どものような表情だ。それに余計かっとして、思いきり音を立ててドアを閉めた。

　なんなの。なんなの、なんなのよ、なんなのよアイツは!!　へらへらしてると思えば、いきなり近づいてきて、キスをして。

『どう？　嫌いなヤツにされるキスは』

　どう、なんて、笑ってみせるなんて。

「っ……最低……」

　本当に、なんなのよ。










掴み所がありません




　昨日の感触が、忘れられない。

　触れてきた唇、絡められた舌、混じり合った吐息。あんなにも熱く求められるようなキスは初めてで、ひと晩経っても記憶から消すことができないでいる。

「……いきなり、なんで」

　朝、目を覚ました私は、洗面所で、鏡に映った自分の唇をぼんやりと見つめていた。

　薄いピンク色の、小さめの唇。そこに残っているのは、昨日の桐生社長の唇の感触で……って、なに思い出してるんだか!!

　はっと我に返って、その感触をかき消すように水でバシャバシャと顔を洗った。




　最低なキスから一夜明けた。昨夜はよく眠ることができなかった。これで二日も連続して、桐生社長のせいで睡眠不足だ。まさか、なんで、と気持ちがついていけない半面、ぼんやりとする頭の中では、あれが夢だった気さえする。

　けれどきっと現実で、最低なからかい方をされたことが少し、いや、かなり悔しい。

　どんな顔をして会えばいいんだか……。

　恋人だったら、キスのあとで会う時は、なんだか恥ずかしいような、甘酸っぱいような気持ちになるだろう。けれど、キスの相手は恋人なんかではない。それどころか、社長という立場の人。どんな顔をしていいか余計に分からない。

　いつものように会社に出勤し、エレベーターに乗り込むと、つい十一階のボタンを押そうとして、思い出したように十二階を押し直す。

　そうだ、今日から私はあの秘書室が仕事場だ……。壁を一枚隔てた向こうにあの男がいると思うと、仕事どころではなくなってしまいそうだけれど。

　はっ！　ていうか、昨日、私、ケーキを落としたまま帰ってきちゃった！　高級レストランのケーキ……もったいないことをした。あの男の好意はどうでもいいけれど、食べ物を粗末にしてしまったことは悔やまれる。

　そんなことを考えているうちに、エレベーターがポンと音を立て止まり、私は十二階のフロアへ降りた。

　桐生社長はもう来ているだろうか。それとも朝はゆっくり来るタイプだろうか。一応、相手は社長だし、気まずくとも挨拶くらいはしておかなければ。

　気乗りはしないけれど、仕方がないと自分に言い聞かせ、私はコンコンと社長室のドアをノックした。

「おはようございます、桐生社長。失礼します」

　返事がないので、勝手にドアを開けて社長室の中を見渡す。するとそこはがらんとしており、カバンは置いてあるものの、本人の姿は見当たらない。

　あれ、いない……どこ行ったんだろう。

　そうキョロキョロと辺りを見回した、その時。

「誰をお探しですか？　お姫サマ」

「ギャッ!!」

　突然、耳もとで低い声でささやかれ、驚いて飛び上がって振り向いた。するとそこにいたのは、やはりというかなんというか、桐生社長で。私がまったく気づかないうちに、背後から近づいていたらしい。

　急いで距離を取るように離れると、今日はブルーのシャツに黒のネクタイを合わせたシックな姿の社長が、ニコニコと笑いながらドアを開けて社長室に入っていった。

「おはよ、マユちゃん」

「無駄に近づかないでください」

　挨拶より先に警戒心をあらわにする。そんな態度をされても、桐生社長は不快そうな様子を見せることはない。

「そんな警戒しなくても。チューした仲じゃない」

「だから警戒してるんです！　ていうか、したんじゃなくてされたんです！　一方的に！」

　反省する様子のない社長を、私はキッとにらんで怒った。

　くそ、この男……まったく気にしてない、それどころか怒った私を見て喜んでいる。

　ああもう、どんな顔をするべきか気にするだけ無駄！　こうなったらこっちだって開き直ってやるんだから。むしろそのチャラついた根性を叩き直してやる！

　そうと決めたら実行だ。私はすぐ自分の荷物を秘書室に置きに行き、社長室へ戻るとまず、その散らかったデスクの上を片付け始める。

「あれ、そのままでいいよー？　適当に片付けるし」

「よくありません。身の回りがだらしないから中身もだらしなくなるんです。それに仕事の効率も落ちます」

　キビキビと書類やファイルなど、種類ごとに分けていく。さらにうっすらとホコリの積もった棚の上や窓際などもキレイに掃除し、テーブルの下など目につきづらいところも細かく掃除した。

「前の秘書の方が辞めてから、まともに掃除されてないですね？」

　じろ、と桐生社長を見てたずねると、彼は壁際の水槽の熱帯魚に餌をあげながらうなずく。

「あー、うん。目につくところちょっとホコリ取るくらいかなぁ。前の秘書の子も何日かに一回、軽く掃除するだけだったし」

「来客もあるんですから、いつでも細かいところまできちんとキレイにしていないと。今日から私が毎日掃除しますから。やましいものがあればしっかり隠しておいてください」

　話しながら濡れぶきんでテーブルを拭くと、桐生社長からは「はーい」とのんきな返事。「やましいものなんてないよ！」と言わないところがまた彼らしいけれど。

　手早く掃除を終えると、私は昨日三木さんから受け取ったスケジュール表を手に、今日の予定を確認する。

「今日の予定は十四時から取引先と打ち合わせですから、十三時半にはこちらを出ますので」

「はーい、ってあれ？　マユちゃんも一緒に来るの？」

「えぇ。秘書ですから。打ち合わせの内容も把は握あくしておく必要があると思います」

　留守番をさせておくつもりだったのだろう。けれど、女性と食事をする時はともかく、取引先との打ち合わせの時くらいは同行しなければ、秘書としての意味がないと思う。ほっとくとフラフラ遊びに行ってしまいそうだし。

　そんな思いから私が同行すると言うと、桐生社長は水槽の前に立ったまま、キレイに整えられたデスクを見て笑う。

「意外。昨日のキスで、もう、顔を見るのすら嫌がられるかと思ってた」

「えぇ、嫌ですけど」

「嫌なの!?」

　躊ちゅう躇ちょなくうなずくと、桐生社長はショックそうに声をあげた。「嫌じゃないですよ」なんて言われるとでも思っていたのだろうか。

「嫌すぎて開き直りました。そのチャラついた根性、叩き直してやります」

「叩き直してやる、ねぇ、もしかして、けっこう怒ってる？」

「当然です。社長としても人としても最低ですから。ましてやキスなんて、不快です」

　不快、そうはっきりと言い切る。すると桐生社長は細かなところまで磨かれた革靴をコツ、と鳴らしながらゆっくりとこちらへ近づいた。

「じゃあ、そのキスが快感になったら怒らない？」

「は？」

　快感に、なんてまたバカなことを言っている。ますます不快になって眉間にシワを寄せると、その隙をつくかのように、ずいっと顔の距離を近づけてきた。けれど、またマヌケに唇を奪われるような私ではない。手もとのスケジュール帳でその顔をパシッと押しのけると、桐生社長は「いてっ」と小さく声をあげた。

「そういう言動も不快です。セクハラで訴えますよ」

「つつしみまーす」

　からかおうとしたところを私に反撃されたので、桐生社長は苦笑いをしながら私から離れると、椅子に腰を下ろした。

　すると、そのタイミングで《コーケコッコー！》と鶏の声の着信音がし、彼は胸ポケットからスマートフォンを取り出して電話に出た。

「もしもーし、あ、桜さくらさん。おはよー。うんうん、元気元気～」

　また女性か。

「桜さん」の名前からなんとなく年上美女をイメージする。だらしなく頬を緩め笑っている桐生社長を見ていると、ため息が出た。

「今日？　あー、お昼の休憩の時間なら空いてるけど……ちょっと待ってね。マユさーん、お昼にお出かけしてもいいですか？」

　桐生社長は、そう私の機嫌をとるような言い方でたずねる。

「またそうやってチャラチャラと！」と反対したいところだけれど、彼の休憩時間まで拘こう束そくする権限は私にはないため、ツンとした顔のままうなずいた。

「えぇ。十四時に間に合うようでしたら」

「ありがとー。あ、桜さん？　じゃあ十二時くらいに会社まで迎えに行くね。はーい」

　って、相手も仕事の昼休みにわざわざ抜け出して食事に？　そんな短時間でも一緒に食事をしたいと願うなんて……どれだけこの男が好きなんだか。

　呆れながら見ると、彼は電話を切ってデスクの上のパソコンを見ながら言う。

「じゃあ、僕、十二時には先方に着くようにこっち出るから、マユちゃんには十三時半に迎えに来てもらってもいい？　そしたらそのまま打ち合わせに行こう」

「分かりました。交通手段はどうすればいいですか」

「専属の運転手がいるから。彼に車出してもらって」

　専属の運転手って……すごい。自分で運転するわけはないとも思っていたけど、運転手がいるとは、さすが社長だ。

　自分の暮らしとはまったく世界が違うと感じて、乾いた笑いがこぼれた。




　それから、午前の仕事を終えた桐生社長は「いってくるね～」と相変わらずの浮かれた笑顔を残して会社を出た。

　一方で残った私は、近くのコンビニで買ってきた昼食を食べ終え、彼を迎えに行くまでの数十分の時間を秘書室で潰していた。

　今、下手に仕事に手をつけても時間的に中途半端になってしまうだろうし……どうしようかな。

　手持ち無ぶ沙さ汰たに秘書室の端にある棚に適当に置かれた本や雑誌を見ると、どこかで見た覚えのある雑誌が一冊、目に入った。それは先日、友人のほのかが見せてくれた経済誌……そう、桐生社長の記事が載っていた雑誌だ。

　見本でもらったのかな。

　そう思ってパラパラとページをめくると、雑誌の中の方のページには、モデルばりに決まった顔でインタビューを受ける彼の姿がある。

　なになに……。

【期待の若手社長・桐生祐輔氏　彼の仕事の原動力とは】

　昨日はまともに目を通すこともしなかった本文を、改めてきちんと読み直す。

【二十七歳という若さで社長に就任してから五年、これまでの経営を一新し、経営利益を黒字に転換させた。そんな彼は、仕事の原動力を『おいしいものと女性』と語る。もともと食べることが好きだという、彼の趣味は飲食店めぐり。日によってはモーニングからディナーまで食べ歩くそうだ。『ひとりで食べるのもいいですけど、女性と食べるほうがやっぱりおいしいですね。お腹はもちろん、目も心も満足します』】

　って、やっぱりこの人は……。雑誌のインタビューでまで、女好きを公言するんじゃない。ったく……。

　呆れながら続きを読んでいると、さらに、【そんな彼の経営力の裏には、圧倒的なリサーチ力がある】の一文。

　圧倒的、リサーチ力……？

　その言葉が引っかかり、再度ページを読み直そうとした。その時、秘書室のドアをコンコンとノックする音が響いた。

「来くる栖すです。時間ですのでお迎えにあがりました」

「え？　あっ！　時間!!」

　ドアの外からの声にハッとして壁にかけられた時計を見上げると、会社を出る予定時刻ちょうどになっている。

　急いでドアを開けると、そこには、細い身体を黒いスーツに包んだ二十代くらいの若い男性が立っていた。面長の輪郭で切れ長の目をした彼は、ニコリともしないけれど、その無愛想さまでサマになるようなかっこよさだった。

　イケメン社長は運転手までイケメンなのね……。

　苦笑いしそうになるのをこらえ、私は彼、来栖くんに挨拶をした。

「初めまして、この度、社長秘書を務めることになりました、真弓です。よろしくお願いします」

「初めまして、運転手の来栖です。普段は秘書課で働いています」

　秘書課で働きつつ、社長に呼ばれた時は運転手として車を走らせているのだろう。

　けどこんな子、秘書課にいたんだ。総務部とは同じフロアだったにもかかわらず、あまり記憶にないのは、彼がこうして運転手として外出していることが多いからだろう。ボソボソと話すその様子からも、あまり目立つタイプでもなさそうだ。

　短い挨拶を終えると、それ以上の会話は特になく、無表情のまま歩き出す彼に続いて私も歩き出した。

　ここから桐生社長が食事をしているイタリアンレストランに迎えに行き、その足で取引先へと打ち合わせへ……よし、スケジュールは完璧だ。社長の打ち合わせに同行するなんてもちろん初めてのことなだから、どんな立ち居振る舞いをしたらいいのか分からなくて不安だけど、聞いたところで彼は「やりやすいようにやって」とあの軽い笑顔で言うのだろうと想像がつく。それなら彼に聞くよりも三木さんに聞くのが一番だ。今度聞いておこう。

　そんなことを考えながら、会社のビルから数メートル離れた駐車場にやってきた。そして、営業部の人々が使う社用車などが置かれている場所の一番奥に停められていた黒いセダンに乗った。

　車が走り出すまでの間も、私と来栖くんの間には会話はない。彼も無口らしいし、私も自ら話題を振るタイプでもないのだから、当然かもしれないけれど。

　そのまま十分ほど走る。

　そして停車したのは、天てん王のう洲ずにある『イタリアーノ』という、レンガ造りの小さめな建物のイタリアンレストランの前だった。

　車の中で待っていると、ちょうどタイミングよく、桐生社長がレストランから出てくるのが見えた。隣には、背の高い女性を連れて。

「来た」

　私は一度車から降りると、後部座席のドアの前で桐生社長を待つ。そんな私をすぐ見つけた社長は、ひらひらと手を振った。

「はーい、マユちゃん。お迎えご苦労さま」

「いえ」

　笑顔なく出迎えた私を、黒いタイトめなワンピースを着た大人っぽい女性は、太めの眉の下のぱっちりとした大きな目で見て笑った。

「あら、相変わらず美人の秘書を連れているのね、社長サマは」

「あはは、そうでしょ？　じゃあ桜さん、今日はありがとう。またいい店あったら教えてね」

「えぇ、またね」

　色気を漂わせながらも、どこかあっさりとした態度で、彼女は手を振り去っていく。

　ぺこ、と礼をすると私はドアを開けた。そして桐生社長を運転席側の後部座席に乗せ、自分も続いて乗り込むとドアを閉めた。

　来栖くんはルームミラー越しにそれを確認すると、車を走らせ始めた。

「はー、おいしかった。やっぱり桜さんの見つけるお店はどこも当たりだなぁ」

　車の外の景色を見ながら、桐生社長は満足げにつぶやく。

「あの、彼女は」

「あぁ、桜さんはこの近くの大きい化粧品会社のＯＬさんでね。新しいお店やトレンドとか、飲食店に関しての情報をかなりたくさん持っている人で、いいところを見つけたらこうして教えてくれるんだよね。僕がごちそうするっていう条件つきで」

　あぁ、だからか。別れ際、恋人同士のようになごりを惜しむような雰囲気はなく、あっさりとしていたのは。ギブアンドテイクの仲だからか。

　そう考えると納得できた気がした。

「今日のところもすごくおいしかったから、ついついシェフに声かけて話し込んじゃって。名刺も渡せたし、今度、営業に行かせてもらおう」

　そのセリフで思い出したのは、さっき読んでいた雑誌の〝圧倒的リサーチ力〟という言葉。彼の仕事の原動力は、おいしいものと女性、そして成長の強みはリサーチ力、って、つまり……。

「あの、もしかして〝デート〟っていうのは」

「うん。女の子とのごはん兼リサーチ、だね」

　頭の中に浮かんだ〝もしかして〟の答えを、桐生社長はあっさりと認めて、窓の外から私へと視線を移した。

「僕ら男性より女性のほうが、おいしいものって知っているし、流行にも敏感だからさ。評判のいい店とかいち早く教えてくれたりするんだよね。そこから僕は、営業に行くきっかけを作ったりする」

「営業に行く、きっかけ……」

「あとはうちの食材を卸しているお店の料理を食べてもらって、感想を聞かせてもらったり。まぁ、モニターみたいなこともしてもらってるってワケ」

　確かに、おいしい店や食べ物については、女性のほうが情報網をはりめぐらせている。それらの感想もただ単に「おいしい」のひと言で終わらず、細やかな意見が聞けるだろう。

　そっか、だからお金や時間がかかっても、自分で動いているんだ。一般の消費者の声に、直接、耳を傾けるためにも。

「だから、デートって言ってもやましいことはひとつもないよ。女の子も言わば、みーんな仕事相手」

　そう私をからかうように言って、桐生社長は人差し指で私の鼻をツン、とつついた。

「ですけど、毎回違う女性を連れていらっしゃるのは、周囲からどう思われているかと。社長としての品位を保とうとか思わないんですか」

　一瞬、感心しかけたものの、それでもなお否定的な態度で言う。

「あはは、品位なんて、そんなのあっても業績は伸びないからねぇ」

　業績、という言葉を口にした一瞬だけ、穏やかなその目の中に真剣な光が灯った気がした。

「まぁ、そういうやり方を否定する人は当然いるし、最初は親も反対してたけどね。それでも結果として、会社はうまくいってるから、僕は間違っていないと思う」

　それは、社長という立場にある彼の意見。当然、うなずけないという人はたくさんいるだろうけど、それでも『間違っていない』と言い切れるのは、それだけやっている仕事に誇りや自信があるということだろうか。

「マユちゃんもそういう働き方は嫌いそうだね」

「そうですね。どの人にもへらへらチャラチャラするやり方はいかがなものかと」

「えー？　そんなカタいこと言ってるから、その歳で処女なんじゃない？」

「なっ!?」

　真剣な顔を見せた直後、その口から飛び出した、突然の〝処女〟発言。いきなりなにを言うのかと私が動どう揺ようしていると、それまで黙って空気のように運転をしていた来栖くんも、さすがに「ゴホッ」と咳をひとつした。

　初対面の人にまで聞かれたという恥ずかしさから、頬が赤く染まるのが分かったけれど、私は目をギッと釣り上げてその緩んだ顔をにらみつけた。

「ちょっと！　その話、誰から聞いたんですか！」

「営業部の向井さんから。ちょっとお願いしたらすぐ教えてくれたよ？」

「ほのかのやつ……!!」

　営業部の向井、といえば、ほのかしかいない。ほのかのおしゃべり!!

　心の中で怒りを燃やしながら、ほのかが「ごめーん」と軽い笑顔で手を合わせている姿が目に浮かんだ。そんな私を気にせず、彼は足を組んでニコリと笑う。

「男慣れしてなさそうとは思ってたけど、まさか処女とはねぇ。そんなピュアな子にいきなりあんなチューしたら怒るよね？　ごめんねー？」

　その言い方は、本当に申し訳ないという態度ではなく、小バカにしているというかからかっているというか。とにかく不愉快な言い方で、余計に私をイラッとさせた。

「っ～、本当嫌い！　大嫌いです！　あなたが社長なんて認めたくないです!!」

「あはは、マユちゃんが認めなくても社長は僕だからなぁ」

　頬が熱くなっている顔を思いきり背け、桐生社長とは反対側の窓を見ると、いっそうおかしそうに笑う声が聞こえた。

「けど、ただの女好きじゃないって知って、ちょっとは見直してくれた？」

　それはまるで、私の心の中を読んだかのようだった。笑いを混じえながらの問いかけに、私は窓の方を向いたまま答える。

「いえ全然。昨日のことは許せませんし、今後も許すつもりはありません。チャラチャラしているのもどうかと思います」

　見直す？　なにを言おうと女好きなのは事実だし、昨日いきなりキスをしてきたのも事実。それらはほんの少しのプラスじゃ足りないくらいにマイナスだ。

　……だ、けど。

「けど、せっかく買ってきてくれたケーキをダメにしたことと、最低呼ばわりしたことは、謝ります。ごめんなさい」

　ひどいことをしたかなとか、言いすぎたかなとか、そう思う気持ちもあるから。

　顔を背けたまま、ぼそ、とつぶやいた私には、彼がどんな顔をしているのかは見えない。けどきっと、さっきと同様、余裕の笑みを浮かべているのだと思う。

　すると不意に、指先でツンツンと頬をつつかれた。「こっち見て」と言うかのようなその行為に、仕方なく顔を向けると、そこには、目を細め、うれしそうな微笑みを浮かべた桐生社長の顔があった。

　いつもの余裕の笑みとは違う。心からの喜びが伝わってくるような優しい笑顔。初めて見るその表情に、悔しいけれど心臓がドキ、と小さな音を立てた。

「な、なんですか」

「マユちゃんって、けっこうツンデレだなぁと思って」

「は!?」

　本当、よく分からない人。チャラチャラしているし、いきなりキスするし、からかってばかりだし。かと思えば、実はマジメなところもあって、こんなふうに優しい笑顔を見せたりして。

　こんなよく分からない人の秘書として過ごすのは、苦労しかないだろう。けれど、その不思議な魅力にちょっと惹ひかれてしまっている。そんな自分を意外に感じた。










もっと知りたいと思います




　窓の外に水色の秋空が広がる。そんな、ある十月の朝。私は二階建てアパートの二階角部屋の１ＤＫの自宅で、鏡の前に立ち、黒いジャケットの襟をピッと正した。

　ジャケットはもちろん、中に着た白いインナーもシワひとつない。黒いスカートは膝丈でフォーマル感がある。黒い髪は、今日は毛先だけを巻いてヘアゴムで束ねた。

「よし」

　社長秘書として勤務を始めて、一週間。正式に秘書課に異動になった私は、朝はこうして鏡とにらめっこするのが日課になった。

　以前は、どうせ一日オフィスにいるだけだしと、正直、ジャケットのシワも少しなら気にしなかったし、髪型もそのまま下ろしたり束ねただけだったりと、所々で身なりに手を抜いていた。けれど、社長秘書となれば外出も多いし、取引先の重役と会う機会も多い。「だらしない格好の秘書を連れている」と噂をされること自体は構わないけれど、それで会社の評価を落とされるのは困る。そんな思いで、こうして精一杯身なりに気を遣っているのだ。

「じゃあ、そろそろ行こうかな。あ」

　玄関で靴を履き、歩き出そうとしたその時、履いていた黒いパンプスのヒールに、ヒビが入ってしまっていることに気づいた。

　げ……ヒール、壊れそう。

　少しヒールが細めのこの黒いパンプスは、一年以上、毎日のように履いているものだ。そりゃあ壊れそうになるのも無理はない。

　形が気に入っていて、似たようなものがなかなか見つからないから、ずっと愛用していたけど、そろそろ買い替えの時期かなぁ。今度の日曜にでも、靴屋へ見に行こう。

　そう決めて、気を取り直して家を出る。

　今日も一日、がんばりますか。あの気まま社長とともに。




「で、これはなにかな？」

　始業時刻の朝九時。ふたりきりの社長室で、桐生社長は顔をひきつらせ、私にたずねた。今日は爽やかなライトグレーのスーツに身を包んだ社長の、目の前の黒いデスクの上には、書類の束がどんと積み上げられている。

「仕事です。桐生社長にご確認いただく書類と、申請書、報告書……一応、私のほうで一度目を通しましたが、社長にも把握しておいていただいたほうがいいものを選別しました」

「選別してこれ!?　今までこんなになかったよね!?」

「これまでは三木さんが目を通して、承認やまとめなどをされていたんです。ですが、異動したての私にはそんな権限はありませんから。これからは社長ご自身にやっていただきます」

　この書類や報告の山を見るだけで、これまで三木さんがどれほどの苦労をしていたのかがよくわかる。この仕事に加え、本来の仕事である秘書課のとりまとめもしていたとなれば、私に泣き付きたくもなるわけだ。でも、社外とのパイプ役もけっこうだけれど、社内の把握をしておくことも、社長の役割としては大事だと思ったので、こうすることにしたわけだ。

「毎日こまめに確認すればここまでにはならないのに。外出を理由に逃げるから書類がたまるんですよ」

「だってデスクワーク苦手なんだもーん」

　私が笑顔ひとつ見せずに目の前に立ちふさがっていると、桐生社長は渋々、積み上げられた書類を一番上から手にとって目を通していく。

「今日は外出の予定はありませんよね？　気が散ると大変ですので、スマホもこちらで預かります」

　桐生社長の胸ポケットから仕事用のスマートフォンをスッと抜き取り、電源を落としながら言った。

「えぇ!?　鬼!!」

「鬼でけっこうです」

　私が反論も怒りもせず淡々と応じると、桐生社長は観念したように書類へ視線を戻し仕事を始めた。

　その時、コンコンとドアをノックする音が響いた。

「三木です、失礼します」

　そう名乗りながらドアを開けたのは、書類を手にした三木さんだった。今日も黒縁眼鏡、黒いスーツと、黒でシンプルに統一した姿がスマートだ。

「おはようございます、三木さん」

「真弓さん、おはようございます、って、うわぁ!?　桐生社長がデスクワークしてる!?」

　それまでニコニコしていた三木さんは、私から、デスクに座って書類を手にしている桐生社長に視線を移すと、目を丸くして驚いた。

「三木～。聞いてよ、マユちゃんってば厳しくてさぁ～」

「自分が何度言っても『書類関係は任せた！』ですぐ逃げていた桐生社長が、おとなしくデスクにいるなんて……すごいですね真弓さん!!　やっぱり氷の女王の呼び名はダテじゃない!!」

　泣き付こうとした桐生社長を無視して、三木さんは激しく感動した様子で私の両手を握った。

　ここまで言われるとは。よっぽど苦労していたんだろう。確かに桐生社長は社長室にじっとしているより、動き回って人と交流するほうが上手なのかもしれないけど。

　三木さんは持ってきた書類を私に渡すと、「その調子で頼みます！」とあとを託して去っていった。

「うぅ、三木のヤツめ……」

「はいはい、八つ当たりせず働いてください」

　当然だけれど助け舟など出さずに三木さんが去っていくと、桐生社長はぼやきながら書類にハンコを押し始めた。

「もう。そんな働き方でよくこれまでの秘書の人たちは許してくれましたね」

「あー、うん。これまでの子たちは優しかったからねぇ」

　そう言いながら桐生社長は席を立つと、壁際にいた私の方へ向かってくる。そして私の背後の壁にトン、と手を突くと、自分と壁の間に私を追い込むような形で挟んでから、ずいっと顔を近づけた。

　突然のことに、思わず胸がドキッとする。

「こうやって、『疲れたから、ちょっと休んでもいい？』って聞くと皆、ＯＫしてくれたんだよねぇ」

　って、これくらいなら皆にやっているということですか。

「それは優しいじゃなくて、チョロいって言うんです」

　呆れたように言いながら、さっき三木さんから受け取った書類でその顔をペシッと叩いて腕と壁の間から抜けると、桐生社長はつまらなそうに口を尖らせた。

「マユちゃん冷たいなー。あ、じゃあさ、これ定時までに終わったらご褒美くれる？」

「ご褒美？」

「そ。何事も目標があったほうがはかどるしさ」

　ニコ、と見せられるその笑顔が怪しいけれど、まぁ、仕事が進むならいいか。

「いいですよ、なにがいいですか？」

　飲み物だろうか、食べ物だろうか。高級なものをねだられたらどうしよう。経費でおちるだろうか。

　そう考えていると、桐生社長はふっと笑って言った。

「じゃあ、今夜一緒にごはん行こうよ」

「は？」

　一緒に、ごはん？　予想もしなかったそのひと言に、驚いてキョトンとしていると、社長はまた一歩近づいてきて、指先で私の唇にちょんと触れる。

「そういえばマユちゃんの歓迎会してなかったし、これからよろしくってことで。ね」

　歓迎会。そう聞くといい響きだけれど、この男とふたりきりと思うと危険しか感じられない。けれど、それを餌に仕事をがんばってくれるのなら、いいか。

　仕事上のメリットと、個人的なデメリットを天てん秤びんにかけ、納得する。

「分かりました。終われば、ですけど」

「よーし、そうと決まればがんばろーっと」

　唇に触れた社長の指を手でパシッと払いのけながら小さくうなずいた私に、桐生社長はうれしそうに笑いかけたあと、よし、と気合を入れて席に座り直して仕事を再開させた。

　歓迎会を兼ねての、ごはん……。私との食事が、なんでご褒美になるのよ。意味が分からない。そういう言い方をすれば喜ぶと思われてる？　なんて、そんなチョロい女じゃないんだから。

　心の中でそうつぶやきながら、定時までに終わってほしくないような、ほしいような、複雑な気持ちになった。




　そして、それから時刻は流れ、迎えた終業時刻の十八時。山積みになっていた書類がすっかり片付いたデスクに、桐生社長はぐったりと力尽きたように頭を伏せていた。

「はー、終わったー」

「はい、お疲れさまでした」

　桐生社長は、約束をとりつけたとたん、ものすごい集中力を発揮して仕事を片付け始め、途中で、電話や来客の対応に時間をさきながらも、なんとかこうして終わらせたのだった。

「ってことでマユちゃん、約束ね」

「……分かってます。支度してきますから、桐生社長も支度してください」

　この男とふたりきりで食事なんて、なにがおこるか分からないから気乗りはしないけれど、約束をしてしまったのだから仕方がない。ここで約束を破れば、きっと彼には二度とこの手は通用しなくなるだろうし。

　そう思いながら、帰り支度をするべく秘書室へ向かおうとすると、桐生社長はさっきまで疲労感たっぷりの様子だったのが嘘のように、すがすがしい顔で席を立った。

　それにしても、あの仕事量を本当に時間内に終わらせるなんて。手際もよかったし、逐ちく一いち、私に詳細を聞いていたくらいだから、内容もきちんと把握しているのだろう。やる気を出せばデスクワークもできる人なんだと思う。

　あれを自発的にしてくれればなによりなんだけど。

「はぁ」とため息をついて、私はシンプルなベージュのコートを羽織り、愛用のショルダーバッグを持って部屋を出た。

「じゃ、行こっか」

　桐生社長は、私が支度を終えたことを確認すると、茶色い革のカバンを手にして社長室をあとにする。

　会社を出た私たちは、ふたりで品川の街を歩いた。ちょうどほかの会社も終業の時間帯で、多くのサラリーマンやＯＬが足早に行き交っている。

「お店、そんなに遠くないから歩きでも平気？」

「はい」

　歩きながらちら、と隣を見上げると、社長の顔は、頭ひとつ以上高い位置にある。

　やっぱり、背が高い。足も長いのに、急がなくても歩くペースが合うことから、私の歩幅に合わせてくれているのだろう。こういうところからも、女性と歩き慣れていることが感じられた。

　すると不意に、桐生社長の視線がこちらへ向いた。

「なに？　そんなに僕をじっと見て。見とれちゃった？」

「いえまったく」

「照れなくてもいいんだよー？」

　からかうように軽い調子で笑う桐生社長から、私はふんっ、と顔を背けカツッと強くヒールの音を鳴らして一歩踏み出そうとした。

　その瞬間、足もとがガクンッとする感覚になり、身体がよろけて転びかけた。

「きゃっ！」

「わっ、っと」

　桐生社長はとっさに腕を伸ばして、そんな私の身体を抱き止めてくれた。その腕が、細く見えてもしっかりと筋肉がついているのを感じる。

「大丈夫？」

「あ、はい、すみません」

　一瞬、意識が彼の身体に向いてしまったが、すぐ我に返って自分の足もとを見た。履いていたパンプスの右足のヒールがポッキリと折れてしまっている。

　そういえばヒビが入っていたっけ。まさかこのタイミングで壊れるなんて……運が悪い。

　近くの花壇のブロックの上に腰を下ろし、苦い顔をしていると、社長の視線もパンプスへと向いている。

「うわ。ポッキリいっちゃったねぇ」

「毎日のように履いていたので。仕方ない、ちょっと不ぶ格かっ好こうですけどこのまま……」

　このまま履いていきます、そう言いかけたその時、なにを思ったのか桐生社長は突然、私の背中に右腕をまわし、左腕で足を持ち上げた。

「わっ、えっ!?」

　そして私を軽々とお姫様抱っこすると、そのままその場を歩き出した。

　いっ、いきなりなに!?　なんで!?

「きっ、桐生社長!?　なんですか、いきなり……」

「その靴じゃ歩きづらいでしょ。だから僕が運んであげる」

「けっこうです、下ろしてください！」

　驚きと恥ずかしさから私は大きな声を出したけれど、桐生社長は「ダーメ」と言って笑って歩き続ける。私の身体はがっちりとした腕に抱えられている。慣れた感じが少しムカつくけど、でも抱かれている感触に胸がまたドキ、と音を立てた。

　周囲の人々の驚いたような視線を感じる。けれど、それを気に留める様子もなく彼はスタスタと歩いていく。

　そしてそのままレストランへ……と思いきや、予想とは違い、近くの靴屋へと向かっていった。

「え？　あの、社長？」

　なにも答えずにそこに足を踏み入れる桐生社長と、抱き上げられたままの私。そんなふたりを、店員たちは「いらっしゃいませ」と笑顔で出迎えた。

「すみません、彼女に似合いそうな靴を一足お願いします。あ、普段、仕事で使えそうなシンプルなもので」

「かしこまりました。おサイズは」

「えっ!?　あ、二十三ですけど……」

　短い注文をすると、桐生社長は近くにあった赤いソファにゆっくりと私を下ろす。

　柔らかいソファに身体が沈むのを感じながら店内を見回すと、天井の真ん中には大きなシャンデリアが輝き、ガラスの棚には靴が一足一足オシャレに飾られて……とても高級感にあふれている。こんなお店で値段の指定もせずに〝似合いそうな靴〟と頼むなんて、とんでもない金額のものを持ってこられたらどうするのかと、ヒヤヒヤしてしまう。

　今日、手持ちいくらあったっけ、いやここはカードで……。

「お待たせいたしました」

　あれこれと考えているうちに、店員が運んできたのは黒いシンプルなパンプス。優雅な曲線のシルエットに細いヒール。いつも履いているものよりややヒールの高さはありそうだけれど、その華きゃ奢しゃな形がかわいらしい。

　そのパンプスに目を奪われていると、桐生社長はそれを手にとり私の前にひざまずいた。そしてヒールの折れた私の靴を脱がせて、右足にそっと履かせてくれた。それはぴったりとフィットし、しかも私の足をぐっと美しく見せてくれた。

「わ……素敵」

「うん、ぴったりだしよく似合っている。歩きづらくないようなら、これにしようか」

「え!?　いや、でも……」

　即決した桐生社長は「これください」と自分の財布からカードを取り出すと、店員へ手渡した。私はその手を慌てて引き留める。

「って、待ってください！　どうして桐生社長が払うんですか！」

「え？　どうしてって、買ってあげたいから？」

「そんな理由で他人に物を買い与えるのはダメです!!　買ってもらう理由もありません」

　この靴がいくらなのかは分からない。けれど、この店内の雰囲気から安いものではないことは分かる。それを買ってもらうだなんてとんでもない。

　そう思って私が桐生社長のスーツの袖を引っ張ると、彼はふっと笑った。

「他人じゃないよ？　マユちゃんは僕のために働いてくれる秘書で、うちの会社のために働いてくれる大切な社員。だから、ご褒美だよ」

　そう言って、そっと私の手を握って袖からほどくと、店員へ支払いを頼んだ。

　秘書で、社員で、だからご褒美、なんて。

「別に、私だけじゃなくて皆、がんばってます。それに会社員だから会社のために働くのは当然だし、結局は自分のためです」

「うん、そうかもしれない。けどその〝当然〟は当然なようでそうじゃないから」

「え？」

　当然なようでそうじゃない？

　その言葉の意味を聞こうとしているうち、桐生社長は続いて私の左足の靴も脱がせて、新しいパンプスを履かせてくれた。両足揃ってそのパンプスを履くと、片足だけで見るよりいっそうキレイで、まるで自分の足じゃないかのようだ。

　私が思わず見とれていると、彼は戻ってきた店員からカードを受け取り財布にしまった。そして私の前に立ち上がり、手を伸ばした。

「よし、じゃあ行こうか」

　どうぞ、というかのように差し伸べられた手。骨っぽい長い指をしたその手をとるのを少し戸惑う。けれど、チラリと桐生社長の顔を見上げると、笑顔が返ってきて、なんとなく断ることはできず、その手を握って立ち上がった。




　桐生社長から買ってもらったパンプスをコツコツと鳴らしながらやってきたのは、靴屋から数メートル先にある高層ビルの二十五階。『ローズガーデン』と名前のついたレストランで、その名のとおり、室内のいたるところにバラの花が飾られていた。クリーム色の壁に真っ白なテーブルクロスに、赤やピンク色のバラが美しく映えている空間は、高層ビルの中にあるということを忘れさせるスタイリッシュさだ。ドレスアップした数名のカップルや女性同士が食事を楽しんでいる中、通された席に桐生社長と向き合って座った。

「いらっしゃいませ」

　年配のウェイターが落ち着いた声で言い、私と社長の前に水の入ったグラスを置く。

「マユちゃん、嫌いなものとかない？」

「はい、大丈夫です」

「よかった。じゃあ旬の食材のコースで。飲み物は、僕はシャンパンにしようかな。マユちゃんは？」

　桐生社長は慣れた様子でドリンクのメニューを手渡してくる。私が「ノンアルコールスパークリングのライムで」と答えると、ウェイターは一礼して席を後にした。

　ちら、周囲のテーブルの上を見ると、置かれている料理から、ここがイタリアンレストランなのだと分かる。いきなりふたりで食事という時でも、こんなオシャレな店を選べるあたり、彼がこういう場に慣れているのをまた感じた。

「素敵なお店ですね」

「でしょ。近くにいいお店はたくさんあるけど、マユちゃんと来るならまずはここかなーって」

　白いライトの下で、ニコリと笑いながら彼はグラスの水に口をつける。ただそれだけの姿なのに、まるで映画のワンシーンのように見えるのだから、やはり彼はキレイな人なのだと思った。

「お飲物と、本日の前菜、カプレーゼです」

　テーブルにやってきたウェイターがテーブルに置いたのは、カットしたトマトの上に白いモッツァレラチーズがのせられたカプレーゼ。上にかかるバジルソースと添えてあるリーフの緑が目にも鮮やかだ。

「おいしそう……」

「だね。いただこうか」

　フォークとナイフを手際よく扱い食べ始める彼に続いて、私も食べ始める。モッツァレラチーズをひと口食べると、ふわふわのムースのような食感が広がった。濃厚なチーズの味とみずみずしいトマトの酸味がぴったり合っている。

「おいしい……！」

　思わず出た言葉を聞いて、桐生社長はふっと笑う。

「でしょ？　このチーズね、うちが卸している食材なんだよ。『ガーデングループ株式会社』って取引先であったでしょ」

　え？　うちの会社が卸している……？

　ガーデングループは、一年くらい前に取引が始まった会社だ。社名は知っていても実店舗の場所までは覚えていなかったけど、この店はその中のひとつだったんだ。

「シェフの腕がいいのはもちろんだけどさ、でも本当のおいしさは食材がよくてこそ引き出されるものだと思うんだよね」

「食材が、よくてこそ……」

「このチーズもね、北海道の酪農家が作っているものなんだけど。営業部の男の子があらゆるツテを使って探したところで、『都会のレストランには卸したくない』ってガンコだったオヤジさんを、僕も一緒に行って口説きに口説いて、やっと契約してもらえたんだ」

　その時の苦労を思い出しているのだろうか、懐かしむように笑いながら桐生社長はチーズをまたひと口食べた。

「営業くんががんばってくれたおかげで、今ではナチュラルチーズとか牛乳とか、いろんなものを卸してくれる付き合いの深い取引先になっているんだけど」

「営業は、取引先によっては根気が必要ですもんね」

「うん。そういう時にいっそう思うんだよね。つくづく僕は、社員に支えられているなって」

　社員に、支えられている？　その言葉の意味を問いかけるように彼を見つめた。

「僕だけじゃ、その酪農家には出会えなかったから。食材を作る人がいて、繋ぐ人がいて、調理をする人がいる。それを経て、こうしておいしく食べられる、これ以上の贅ぜい沢たくはないと思うんだ」

　それがさっき彼が言っていた、『その当然は、当然なようでそうじゃない』という言葉の意味なのだと気づいた。

　私たち社員が、仕事に励むのは当然のことだ。だけど、社長という立場の彼にとっては、社員の努力を〝当然〟と感じてしまってはいけない。あの言葉は、彼の社員に対する誠意の詰まった言葉だったんだ。

「そんな人と人との繋がりを感じるから、僕はこの仕事が好きなんだ。親からもらった社長という立場ではあるけど、ね」

　こうして初めて真正面から向き合って話してみて分かったのは、彼がなぜこの若さで社長としてしっかり会社を担えているのかということ。実はマジメで、きちんと会社や社員のことを思っているからこそ、人がついてくる。また情報を持った人々が彼のもとへと集まってくるからこそ、業績もついてきているのだということ。

　すべては、桐生社長のまっすぐな心があってこそだということ。

「まぁ、こうして口実を作ってマユちゃんとデートもできるしね。本当、いい仕事だよねぇ」

　ちょっと見直したのに、へらっとした笑顔の彼から発せられたのは、またしても浮ついた言葉。

　そうだ、こういう男だった。マイナスの印象からのスタートだから、少しいいところが見えただけで、すごくまともに感じてしまったけれど、ただのチャラチャラした男には変わりない。騙されるな、私。

　そう一気に冷静になると、私はフォークを置き、グラスの中の飲み物を飲む。ノンアルコールのカクテルは、ライムと炭酸がきいていて、喉をピリッと刺激した。

「そうですね、おかげさまで私もタダで食事ができてうれしいです」

　嫌味っぽく言ってみるものの、彼の顔から笑みは消えない。

「あはは、給料天引きだよ？」

「え!?」

「嘘だよ、冗談」

　からかってくる桐生社長に、さらにじろりとにらみをきかせたが、彼はまたうれしそうに笑ってみせた。

　ここで笑う意味が、分からない。すべてがよく分からない人。チャラチャラしているだけかと思えば、実はマジメで。でも、こうしてすぐ人をからかったりして。

　だけど、彼と向き合う時間も悪くないなと私も思い始めている。またその笑顔を見ると、彼もこうして私と過ごす時間を楽しんでくれているのかなと思ったり。

　そんなことを考えて、少しだけうれしくなっている自分の心のほうが、もっと意味が分からない。

　氷の女王、なんて言われているけれど、私は意外と単純で、簡単な女なのかもしれない。でも、そんなことを言うと、彼はきっとまた満足げに笑うだろう。

　そう思って、また炭酸を喉の奥へと流し込んだ。










近くて遠い気がします




　頭上に太陽が輝く、今日も相変わらず天気のいい朝。

　いつものように出勤するべく身支度を終え、アパートを出た私の足もとには、真新しい黒いパンプスが光っていた。足にフィットして履き心地がいいのはもちろん、ヒールが細めにもかかわらず歩きやすさも抜群。なにより控えめなツヤのエナメルが高級感を漂わせていて、気持ちをキュッと引き締めてくれる気がした。

「もらってしまったんだから仕方ない。履き潰してやるんだから」

　そう、それはまるで、あのチャラチャラした男を踏みつけるかのように。毎日毎日履いて、働いてやるんだから。

　そう心に決め、会社への一歩を踏み出すと、カッ、と高いいい音が響いた。




　会社に着いてエレベーターに乗り込むと、今ではすっかり慣れてしまった十二階のボタンを押す。今日も社長室の掃除から始まり、スケジュール確認、書類整理……やることは山積みだ。

　頭の中で今日やるべきことを順序立てて考えていると、肩に下げていた黒いショルダーバッグの中からピロン、と音がした。

　自分のスマートフォンは常にマナーモードにしてある。ならばこの音は、と会社から支給された白いスマートフォンを取り出す。今までは常にオフィスにいるだけだったから携帯電話は支給されていなかったけど、秘書になってからは必要なもののひとつとして、桐生社長から渡されたものだ。

　案の定、鳴ったのはこれで、画面には一件のメール受信を伝えるメッセージが表示されている。

【差出人：桐生祐輔　本文：アンベリールでモーニングメニュー食べてから出勤しまーす】

『アンベリール』って、確か、取引先のひとつだ。

　到着した十二階フロアで、まっすぐに社長室へ入ると、パソコンを起動させ、取引先リストでアンベリールと検索をかけた。すると思ったとおり、会社概要や主な取引内容、店舗の写真などが表示されて……。

　ってことは、また女性を誘って、朝食ついでにモニターのようなことをしてもらっているのだろう。あるいはそれは口実で、朝から女性にへらへらしているだけなのかもしれないけど。

「なになに、【アンベリール株式会社、銀ぎん座ざに本店を構え、首都圏を中心に五店舗を展開する、高価格帯のカフェ。コーヒー豆や食材など、すべてにこだわっており、各界の著名人も通う人気店】……」

　リストに記載されていた内容を読みながら写真を見ると、茶色い外壁のそのテンポは確かに立派で、人気店の風格を感じさせる。

　こんな店で朝から食事とは、いいご身分だ。帰ってきた時にどんと仕事を渡せるように、私は私で仕事をするとしよう。

　そう思っていつものようにテキパキと社長室の掃除をし、書類を確認しては仕分け、と仕事に励んだ。




　二時間ほどが経ち、十一時を過ぎたころ。私はひとりで会社のビルの入り口付近を歩いていた。近くの郵便局へ、郵便物を出しに行ってきた帰りだ。

　そろそろ桐生社長も出勤してくるかな。

「おっ、社長秘書サマお疲れさま～」

　突然、からかうように声をかけられた。この声は、と振り向くと、立っていたのは案の定、ほのかだった。午前中の営業から戻ったところなのだろう。いつもより少し強めに巻いたミディアムヘアを揺らし、唇をピンク色のグロスで光らせて笑っている。

「やめてよ、その呼び方」

「だって、いきなり部署異動って話が出たかと思えば、これまたいきなり社長秘書になるなんてさぁ。ビックリだよねぇ」

　社長秘書になってから、私はほとんどを秘書室や社長室で過ごしているため、ほのかに会うのも久しぶりだ。異動を祝うというよりは、からかいのネタにするような言い方をするほのかにイラッとし、私はエレベーターの方へ歩きながら言った。

「あ、そういえばほのか。あの男に余計なこと言ったでしょ」

「余計なこと？　あぁ！　絵理がまだ処……むがっ」

　その言葉をまたも大きな声で言おうとしたその口を、ガシッと手で押さえて塞ぐ。

「なんでそういうことを軽々しく言うのかなこの口は!!」

　怒りを込めて口を塞いだ手に力を込めると、ほのかは息苦しそうに「んんんっ！　んんんっんー！」と声をあげ、私の手から必死で逃れた。

「ぷはっ、もー、そんなに怒ることないじゃんか……悪いとは思ったんだよ？　けどあのイケメン社長に壁ドンされて『マユちゃんについて教えて』なんて迫られたら！　言うでしょ！」

「あれに迫られたからって友達を売ったのね!?」

　っていうかあの男は、社員相手になにしてるのよ！　聞き方ってものがあるでしょ！

　冷ややかな目でにらむと、ほのかは「まぁまぁ」となだめるように笑う。

「あ、そうだ。お詫びといっちゃなんだけど、いい話、持ってきたよ？」

「いい話って、どうせ合コンでしょ」

「正解～！」

　やっぱり。ほのかがこんなふうにニヤッと笑う時は、大体合コン話を持ってきた時だ。呆れて、すぐエレベーターのボタンを押した。

「取引先で『佐さ々さ木き食しょく品ひん』ってあるでしょ？　そこの営業の人たちなんだけど」

「佐々木食品……。あぁ、けっこう大きい食品製造会社だっけ」

「そうそう！　あそこの会社、業績も順調だし、けっこう安定してると思うよ？　しかもイケメン揃いって話だし。どう？　行かない？」

　私の重視する〝安定感のある会社〟をほのがが強調するので、どうするか迷ってしまう。合コン自体あまり得意じゃないのもあって、普段は断ることも多い。けど、ほのかがこうして気を遣って話を持ってきてくれたわけだし、条件の合う相手なら出て損はないだろう。

　けど、うーんどうしよう。

　そう悩みながらなにげなく視線を外へと向けると、ちょうどビルの前に黒塗りの外車が停まったところだった。後部座席から降りてきたのは、今日はシックな紺色のスーツを着た桐生社長。それに続いて、ひとりの女性が反対側のドアから降りてきて、ふたりでなにやら言葉を交わしている。

　やっぱりまた女性とだった……。

　予想はしていたものの、呆れるような気持ちでふたりを見る。女性は私より少し年下だろうか。ふんわりとした膝丈のスカートが上品でよく似合っている。色白の肌に大きな目、前髪を切り揃えた栗色の髪がお人形のようで、とてもかわいらしく甘い雰囲気を漂わせている。

「かわいい人……」

　思わず声に出すと、つられるようにほのかも外へ視線を向けて「あー」と納得したようにうなずいた。

「あの子、あれでしょ？　アンベリールのお嬢様」

「えっ、そうなの？」

「そうそう。親の会社を手伝いながら、経営の勉強してるんだって。会社自体はお兄さんが継ぐらしいけど、ゆくゆくはあの子も経営陣に加わって、アンベリールをもっと大規模に展開していくって噂」

　説明をするほのかに、私は感心するようにうなずく。

「へぇ。よく知ってるね」

「超有名だよ。だってなにより、あの桐生社長の婚約者らしいし」

「えっ!?」

　こ、婚約者!?

　初めてその話を耳にして、思わず大きな声を出してしまう。

「あ、やっぱり知らなかったんだ。社長秘書だっていうのに情報に疎いねぇ」

「別に。仕事のこと以外はあの男のことなんて興味ないし」

「やだやだ、あんなイケメンと一日中一緒にいて、仕事のことしか頭にないの？　絵理らしいっちゃらしいけど」

　ほのかが「あはは」と笑うと、エレベーターが一階に止まり、ポン、という音とともにドアが開いた。

「高級カフェグループの経営者の娘と、食品卸売会社の社長にして御曹司。どう考えても政略結婚なんだろうけど、あれだけお似合いならいいよねぇ」

　政略結婚、ねぇ。

　エレベーターにほのかとふたりで乗り込むと、まだ外で話をしている桐生社長たちを置き去りにするように〝閉〟のボタンを押した。

　確かに美男美女で、ふたりでいるところは恋愛映画のワンシーンのようだった。ほのかの「お似合い」の言葉にすんなりとうなずけてしまうくらい。でも、その光景を見て、心の奥に小さくチクリと何かが刺さった。

　っていうか、あんなかわいい婚約者がいて、なんで私にキスなんてしたの？

　秘書にキスをするというだけでも最低な行為だと思っていたけれど、婚約者がいるならいっそう最低に思えてしまう。自分には普通にしていても女性が寄ってくるし、さらには婚約者もいる。だから経験もなく相手もいない私をからかってやろうと思ったのだろう。そう考えると、余計に腹立たしい。

「で、絵理、合コンどうする？　行かない？」

「行く。絶対行く」

「え？　どうしたのいきなり、そんな気合い入れて」

　こうなったら、私は私でさっさと相手を見つけて、あの男がからかえないようになってやるんだから。そう、婚約者なんて用意されていない私は、自ら動かなければ始まらない。

　突然、乗り気になってうなずく私を見て、隣のほのかは不思議そうに首をかしげた。




「おはよー」

　私が社長室に戻ってきてから数分も経たないうちに、桐生社長は部屋に入ってきた。

「おはようございます。ずいぶんごゆっくりだったようで」

「うん。アンベリールのモーニングのメニューが変わったらしくてさ、そこのお嬢さんと朝ごはんがてら仕事の話をね」

　彼女を〝婚約者〟と言わないのは、わざわざ言いたくないのか、それとも私が知っていることを前提に話しているのか。どちらか分からないけれど、あえて触れることはせずに、私は淹いれておいたコーヒーのカップを彼のデスクにそっと置いた。

「あ、コーヒー淹れてくれたんだ？　ありがと、ちょうどマユちゃんが淹れたコーヒーが飲みたいと思ってたんだよねぇ」

「どういたしまして。今日も口がうまくていらっしゃるようで」

「口がうまいんじゃなくて本音だよー？　マユちゃんが淹れてくれればどんなコーヒーもおいしいもの」

　そう笑いながら、彼は誰が淹れても大差のないであろうコーヒーを、ブラックのままひと口飲む。香りを嗅かぐようにまつげを伏せたその顔は、やはり端正だ。

　婚約者、ねぇ。婚約者の彼女は、この人がこういう人だと知っているのだろうか。または納得しているのだろうか。私だったら、こんなチャラチャラした男と結婚だなんて、親に土下座されても断る。

　まぁ、ほんの少し、優しかったりマジメだったりするところもあるけどさ。そういう面を見て、彼女も結婚しようと思えたのだろうか。

　桐生社長の意外な一面は、自分だけが知っているわけじゃない。そう分かっていても、ほかの誰かも知っているのだと思うと、なぜかまた胸の奥がチクリと痛む。

「ん？　どうかした？」

　すると、まじまじと見る私に気づいたのか、不意にその目がこちらを向いた。突然、自分を映したその瞳を見て、ハッと我に返る。

「えっ、あ、いえ」

　言葉を濁すと、桐生社長は不思議そうな顔をしていたが、「あ」と気づいたように笑った。

「もしかして僕に見とれてた？　そっかそっか、そんなに僕に会えるのが待ち遠しかったか～」

「そうですね。お待ちしてましたよ、仕事がたまってますから」

「うわぁ」

　調子に乗るような言い方をした彼に、すぐいつもどおりのペースでそう答えると、ヘラヘラとした笑いが一瞬にして苦笑いになった。

　けど、〝婚約者〟とか〝政略結婚〟とか、そういう言葉を聞くと、彼は本当に御曹司だったのだと実感する。

　違う世界の人だ。同じ部屋で仕事をして、こうしてなにげない会話を交わしていても、私とは住む世界が違う、そう感じた。




　その翌日。仕事を終えた私は、ほのかと駅近くのとある和風居酒屋にいた。たくさんの人でにぎわうそのお店の、奥の個室の掘りごたつ式の席に、男女それぞれ五名ずつ、ランダムに座っていた。

「じゃ、とりあえず乾杯！」

　男性側の幹事らしい人の声に、皆も「乾杯ー！」とグラスを合わせた。

　女性は私とほのか、そして社内のほのかの友人が三人。男性は全員が佐々木食品で働く三十歳前後の人たちだ。スポーツ系からかわいい系まで、見た目は幅広いが、スーツのよく似合う彼らは、皆にこやかな顔を見せている。

「隣、いい？」

　一番端に座っていた私の隣へ、ひとりの男性が座った。少しがっちりとした身体に黒髪の彼は、目の細い愛嬌のある顔で微笑んだ。

「あ、はい。どうぞ」

「ありがと。確か真弓さん、だよね？　平ひら山やまです、よろしく」

　最初にした短い自己紹介で、きちんと名前を覚えてくれたらしい。彼、平山さんは、改めて名乗って、ビールの入ったグラスに口をつけた。

「向井さんの同期なんだって？　何課で働いてるの？」

「秘書課です」

　短く終わらせようとしていたのに、目の前で会話を聞いていたらしいほのかが、すかさず言葉を付け足す。

「絵理、うちの桐生社長の秘書なんですよ！　すごいですよねぇ」

「ちょっと、ほのか」

「社長秘書？　すごいじゃん、できる女って感じ？」

　余計なこと言わないでよ、と私がにらんでも、ほのかは気にすることもなく、自分たちの会話に戻っていく。人見知りせず、コミュニケーション能力が高いほのかは、どんな会話にも入っていけるし、人と人との間を取り持つのがうまい。けど、余計なことまでしゃべってしまうところもある。

「桐生社長っていえば、この前も雑誌に載っていたよね。いつ見てもかっこよくてうらやましいよ」

「顔だけですけどね」

「あはは、手厳しいなぁ」

　そっけなく私は言ったが、平山さんはそこからあれこれと話題を広げる。仕事のこと、自分のこと、私のこと……。彼は聞き上手で、自然と会話が弾んだ。

「ねぇ、真弓さん、このあとどうする？」

「え？」

　皆がそれぞれ話に夢中になる中、突然、彼が小声で問いかけてきたが、その意図が掴めなかった。

「よかったら、この後ふたりで飲み直さない？　俺、もっと真弓さんのこと知りたいなって思って」

　ふたり、で……。

　思わぬ話の展開に驚いてしまって、すぐにはうなずけない。

　下心があっての誘いだろうか。純粋に親しくなろうと思ってくれているのだろうか。でも、知りたいと言われて悪い気はしないし……。

　そう考えていると、平山さんの胸ポケットでスマートフォンがヴー、と音を立てる。

「っと、電話だ。ちょっと失礼」

　スマートフォンの画面を見ながら、平山さんはそう言って席を立つと、部屋をあとにした。

　どう、しよう。合コンで出会ってすぐふたりきりで飲みに行くなんて、軽い女だと思われる？　けど、もしかしたら本当に純粋に、下心なんてないのかも。

　いい人そうだし、誠実そうだし。異性に対して免疫がなく経験も乏とぼしい自分の予想はアテにはならないけれど、「いい人そう」というか「いい人だろう」と信じたい気持ちが強い。

　そう。そうだ。出会いからその先に発展するには、自分で動かなければダメだ。ふたりでよく話して、少しずつ知って、付き合っていければいい。

「よし」

　そう心に決めたあと、ふと、トイレに行こうと思い私は席を立った。




　座敷を出て、自分たちがいた個室から正反対の位置にあるトイレへ向かう。そして女子トイレに入ろうと男子トイレの前を通り過ぎようとした、その時、

「あぁ、このぶんだと今夜も遅くなりそうだから」

　男子トイレの中からはっきりと聞こえてきたのは、さっきまで聞いていた低い声。そう、平山さんの声だ。

　ここで電話してたんだ。まぁ、トイレが一番静かだもんね。がやがやとした店内とは少し離れたトイレの前で、そうなんとなく考えながらまた歩き出そうとした。

「だから、接待だって。接待。今日も部長に付き合わされてさ」

　続いて聞こえてきた言葉に、ピクッとして足が止まった。

　接待？　なんのことだろう、とつい聞き耳を立てていると、さらに声は続いた。

「大丈夫、浮気なんてしないって。ほら、宏こう輝きも泣いてるぞ。うん、じゃあな。おやすみ、愛してるよ」

　その言葉から、彼の電話の相手が会社の人や友人なんかではなく、恋人、どころか奥さんなのだろうことは明らかだった。

　聞き間違い？　声が似ているだけで実は別人とか……。

　そう考えているうちにガチャリとドアが開き、そこから姿を現したのは案の定というかなんというか、スマートフォンを胸ポケットにしまっている平山さんだった。彼は、トイレの前で固まっていた私を見て「わっ」と一瞬驚いたが、徐々に苦い顔になった。

「ま、真弓さん。どうしたの？　こんなところで」

「お手洗いに来たところで」

「そ、そっかー。あー、もしかして今の聞いてた？」

　そのまま一度はしらばっくれようとしたのだろうけれど、ただでさえ愛想のない私がいっそう冷ややかな視線を向けたので、ごまかせないと察したのだろう。恐る恐る問いかける彼に、私はうなずいた。

「えぇ。なので、今夜の件はお断りします」

「そう言わないでよ、ね」

　さっきまでの、チャンスは自分で掴まなければと思う気持ちは、彼に奥さんと子供がいると知ったとたんにサーッと引いていた。そんな私の機嫌をとるように、彼は笑顔で私の肩に手を置いた。

「触らないでください。奥様とお子さんがいらっしゃるんでしょう？」

「たまには息抜きもしたいんだって。それに俺、真弓さんみたいな顔の子、好みなんだよね」

「ふざけないで」

　反論を遮さえぎるように彼は壁に手をつくと、私を壁際に追い込む。

「難しく考えないでお互い割り切って楽しもうよ。真弓さんだって意外とハマるかもよ？　マジメな人ほど不倫ってクセになるらしいし」

「なっ！」

　奥さんを裏切ってさらに開き直るなんて、あまりにも女性を軽んじていて、ムカッとした気持ちが込み上げてくる。怒りで声を荒げそうになった瞬間、

「うんうん、恋は障害があるほど燃えるよねぇ」

　私のものでも、平山さんのものでもない声が、会話に入り込んでくる。

「え？」

　驚いて声がする方を向くと、そこにはニコニコと笑顔を浮かべた桐生社長がいた。

　って、なんでここに桐生社長が!?

　私と同じく驚いているのだろう、「誰？　あ……桐生社長？」と現状をよく把握できずにぽかんと口を開けている平山さんの肩を、桐生社長は笑顔のままぽんと叩いた。

「けど、不倫して奥さんや子供悲しませるのはダメだと思うなぁ。佐々木食品の平山主任？」

「え!?　なんで俺のこと……」

「なんでだろうねぇ。でもそんなこと気にしている場合かな？　さっさとその腕をどかさないと、お宅の社長に電話しちゃうよ？『そちらの社員がうちの秘書と不倫しようとしてますよ』って」

　そう言いながら桐生社長が見せたスマートフォンの画面には【佐々木食品・佐々木社長】の名前と、十一桁の電話番号が出ていた。

　遠回しに「離れろよ」と言っているかのような、目の奥が笑っていない笑顔に、平山さんは自分の行く末を想像したらしい。ひきつった顔で壁についていた手を離し、私から距離をおいた。

　素直に従った平山さんを見て、桐生社長はうんうんとうなずくと私の腕を引いて、その場から離れた。

「き、桐生社長？　どうしてここに？」

「帰るよ。荷物取ってきて」

「は？　なにをいきなり……」

　いきなり現れて、なにを言っているのか。

　戸惑ってためらっていると、社長は私の腕から手を離し、唐とう突とつに私の顎を掴んだ。

「社長命令」

　一瞬、笑みを消したその顔から発せられた言葉に、全身がゾクッと震える。

　お、怒ってる？

　ほとんど笑顔しか見せることのない彼が、初めて見せた怒り顔。逆らわないほうがいいと察した私は、おとなしく彼の言葉に従い、個室へと荷物を取りに向かった。




　ほのかに「急な用事が入った」と説明をし、店をあとにした私たちは、桐生社長が拾ったタクシーに乗り、夜の街を移動する。

「今日は来栖くんの運転じゃないんですね」

「勤務時間外だからね」

　静かに答える桐生社長の表情はいつもどおりで、もう怒っているようには見えない。車外へ視線を向けている彼につられて外を見ると、夜の街の灯が煌こう々こうと輝いている。

「あの、なんで、あそこに？」

「昨日、マユちゃんの様子がおかしかったから、向井さんに聞いたんだよね。『マユちゃんになにか変わったことなかった？』って。そしたら『変わったことはないけど、珍しく合コンに参加してくれるらしいです』って教えてくれてさ」

　って、ほのか！　また余計なことを！

　昨日、私が桐生社長をまじまじと見ていたことが、引っかかっていたのかもしれない。ただ、それは婚約者の存在を知ったからであって、合コンの件は関係ないのだけれど……。でも結果として怪しまれるきっかけとなってしまったようだ。

「ちょっと詳しく聞いたら男性陣のメンバーまで教えてくれてね。平山がいるって言うから嫌な予感がして来てみたら、案の定」

「え？　平山さんのこと知ってたんですか？」

「うん。既婚者なのに合コン大好きで、特にマジメそうな女の子を落とすのが好きなタチの悪いヤツ、って噂。取引先のうちの会社にまで聞こえてくるくらいだから、相当だよ」

　そ、そうだったんだ……。まったく知らなかった。そのうえ桐生社長には、男性に慣れていない私は、そういう男に騙されそうだと予想できたのだろう。そのおかげで助かったけれど、ここまで見透かされては素直に「うれしい」とは言い難い。複雑な気持ちだった。

「そのためにわざわざ来たんですか。勤務時間外なのに」

「秘書が不倫だなんて噂になったら大問題だからね。なんともなかったらなかったで、あそこで食事して帰ればいいかなって思って」

　秘書が不倫、そうチクリと刺すような言い方に反論できず、黙り込む。

「それはともかく、マユちゃん」

「はい？」

　桐生社長は、唐突に名前を呼んだかと思えば、私の額に思いきりピンッ！とデコピンを食らわせた。思わず「いっ！」と声をあげると、タクシーの運転手が気にかけるようにルームミラーでこちらを見た。

「な……なにするんですか、いきなり」

　痛む額をさすりながら見ると、社長は不機嫌そうな顔で私を見る。

「彼氏ほしいのはわかるけど、焦りすぎ。合コン行くのはけっこうだけど、ああいう時はきちんと断らないと、ただの都合のいい女に成り下がるだけだよ」

「都合のいい女……」

「冷静になって、時間をかけて判断すること。チャンスは今しかないかも、なんて思い込んで安売りしない。待ってれば自然にチャンスは来るから」

　桐生社長には珍しい、叱るような言い方だった。

　もしかして心配してくれていた？　だからさっきも、今も、こうして不機嫌そうな顔で……？

「それとも、処女だってこと気にしてるなら最初は僕が……」

「けっこうです!!」

　一瞬、見直したものの、またすぐにふざけたことを言う彼を、私はキッとにらんだ。

　この男は。ちょっといいこと言ったと思ったらすぐこれだ！

　ふん、と顔を背け車の外を見ながら、私は小さくつぶやく。

「チャンスは来る、なんて、婚約者がいる人には分かりませんよ」

　そう。安定ばかりを夢みているだけじゃなくて、そろそろ結婚という現実にも向き合わなければいけないと、どこか焦る気持ちを抱いている。そんな私の心の内など、なにもせずとも結婚相手が決まっている彼には分からないこと。

「あれ、知ってたの？」

「えぇ、昨日見かけた時、ほのかから聞きました。かわいい方でしたね」

「うん、見た目も中身もかわいい人だよ。あ、でももちろんマユちゃんもかわいいと思うよ？」

「かわいい」の言葉を否定しないのは、とても彼らしいと思った。それと同時に私へのお世せ辞じも忘れない、そこもまた彼らしいと思いながら、「それはどうも」と適当に流す。

「まぁ、僕は皆がそこまで結婚したがる理由が分からないけどね」

　桐生社長はぼそ、とつぶやく。その言葉に驚いてつい彼の方に顔を向けると、彼は小さく笑った。

「理由、ですか？」

「うん。だって人生はひとりでも生きていけるし、結婚なんてしなくても一緒にいる異性をつくるなんて簡単だよ。老後が不安なら貯蓄して準備をしておけばいいし、結婚する理由なんてなくない？」

　女性は好き、だけど仕事以上の付き合いにはならないのは、婚約者がいるから。それだけじゃないらしい。否定的な言い方に、私は彼を見つめたまま言った。

「好きな人とずっと一緒にいたいと思うのは、当然だと思いますけど」

　ひとりで生きていたくないとか、老後の不安だとか、そういうことを考えるのもわかる。けれど、結婚っていうのはそれだけじゃないっていうことくらい、安定ばかりを夢見ている私にだって分かる。好きだから、一生をともにしたい。そう思って結婚するのだろう。

「ピュアだねぇ、マユちゃんは」

　けれど、そんな私の言葉を聞いて、桐生社長はせせら笑った。その言い方と笑い方に私はムッとして、それ以上の反論を呑み込んだ。

　一瞬、沈黙が訪れ、車はエンジン音だけを響かせながら東京の街を走っていく。

「僕の家はさ、親が離婚してるんだよね」

「え？　そうだったんですか？」

「うん。僕が小学校にあがるくらいのころかな、母親が不倫して出ていったんだ」

　親の、離婚……。予想もしなかった話に驚いてしまう。

「僕は父親に引き取られたわけだけど、父親が会社経営者ってこともあって、お金が絡んで泥沼離婚になっちゃって。母親が『金よこせ』って父親に詰め寄ってる姿を、何度も見たよ」

　はは、と声は笑い混じりだけど、その横顔をそっと見ると、本当は笑っていないのがわかる。自分の両親が離婚っていうだけでもショックなのに、お金のことで揉めている姿まで見たら、もっとショックだっただろう。

「そういうのを見て、分かったんだ。結婚という誓いをたてても、結局、人はひとりで、心まで繋がるなんてできないって。夫婦というものを支えているのは、生活とお金だけだってこと」

　心まで繋がるなんてできない。

　その言葉から知る。彼が結婚に夢を見ていないということ。そもそも、人からの愛情に期待なんてしていないこと。

「だから結婚も、僕にとっては仕事のうち。そう割り切れば、ダメになっても失望なんてしない」

　はっきりと言い切って、私の目を見て笑う。けれどその目の奥は寂しげで、私の胸は針で刺されたような痛みを覚える。

　その時、ゆっくりと車が止まった。気づくとそこは住宅街で、自分の住む小さなアパートの目の前だった。

「はい、マユちゃんの家着いたよ」

「え？　なんで私の家知って……」

「社長に知らないことはない、ってね」

　意味深に言ってみせるけれど、ただ私の社員データを見ただけなのだと思う。けれどそれには触れずに、私は開けられたドアからゆっくりと降りた。

「じゃあ、お先に失礼します」

「うん、ゆっくり休んでね。また明日」

　社長がそういうと、ドアが閉まった。窓からひらひらと手を振る彼を乗せて、タクシーは住宅街をまっすぐに進んでいった。

　ひとり、薄暗い住宅街に残された私は、ただその場に立ちすくんでいた。

「心まで繋がるなんてできない、か……」

　ぽつりとつぶやいたが、その小さな声は誰の耳に届くこともなく消えていく。

　心に残っているのは、期待することを諦めた、彼の笑い混じりの乾いた声と、寂しげな笑顔。それがなんだか無性に悲しく、私の心をきゅっと締め付けた。










あなたに伝えたいのです




『結婚という誓いをたてても、結局、人はひとりで、心まで繋がるなんてできない』

　そう言いながら彼が笑顔の合間に見せた寂しげな表情が、心の中から消えない。

　私が夢を見すぎているだけで、現実はそうなのかもしれない。だけど、それで結婚を諦めてしまうのはあまりにも悲しい気がする。

　そんなことない、心が繋がることだってできるはず、なんて私に言い切ることはできない。だけど、信じたいよ。「ピュアだ」と笑われても、信じたい。




「桐生社長、おはようございます」

「おはよー、下しも山やまさん。今日もかわいいねぇ、彼氏とうまくいってる？　なにか悩みとかあれば、僕が食事がてら相談にのってあげるよー？」

「やだー、社長が言うとなんかいやらしいですよ～」

　合コンから一夜明けた朝。

　いつもどおり出勤してきた私の目の前には、一階のロビーで女性社員とキャッキャと話しながらへらへらと笑っている彼の姿があった。

　この男は……本当に相変わらずだ。

　昨夜、初めて聞いた話をずっと気にかけていたのに、桐生社長は何事もなかったかのように笑顔だったので、私はその光景を冷ややかに見た。

　昨日のあの表情が気になって、ちょっとは沈んでいるんじゃないかとか、いろいろ心配もしたけど……気にするだけ無駄だったみたい。

「はぁ」と深いため息をついたあと、私は黒いパンプスの音をカツカツとさせながら、彼の背後を通り過ぎる。

「あっ、マユちゃんおはよー」

「おはようございます、先に上に行っていますね」

「待って待って、僕も一緒に行くから」

　私を目ざとく見つけると、桐生社長は早足で追いかけてきて、同じエレベーターに乗り込んだ。ちょうどふたりきりだったので、十二階のボタンをカチッと押す。

「昨日はお世話になりました」

「どういたしまして。何事もなくてなによりです」

　隣りに立って笑いを含んだ声で話しかけてくる桐生社長の方を見ると、今日はダークグレーにストライプの柄が入った高級そうな生地のスーツを着ている。相変わらずスタイルのいいその身体に、真っ白いシャツ、それに鮮やかな青色のネクタイが映えて爽やかだ。いつものやや派手めな柄物のネクタイとはまた違った印象だけど、よく似合っている……。が、ちょうど私の視線と同じ高さにあるネクタイの結び目が、少し曲がっていることに気づいた。

「桐生社長、ネクタイが曲がっていますよ」

「え？　本当？」

　私が指摘すると、桐生社長は適当にネクタイを動かした。けれどネクタイは直るどころか余計に乱れてしまった。

「もう、適当にやらないでください。失礼します」

　子どものようなその不器用さがじれったく、私はつい手を伸ばして彼の襟もとに触れ、ネクタイの位置と形を直した。

　一見、細身だけれど、こうしてよく見ると、骨張った顎や太い喉をしていて、男性っぽい身体つきだなぁ。……って、なに意識しているんだか。

　ひとりで意識したことに照れてしまう。そんな私を見下ろして、桐生社長は口を開いた。

「マユちゃん、そんなに近付いたらチューしちゃうよ？」

「え？」

　そう言うとすばやく、ずいっと顔の距離を詰め、私の額にちゅ、と軽くキスをした。

　不意の薄い唇の感触に、私の心臓はドキッとし、思わず手にしていたネクタイをギュッ!!と思いきり締めてしまった。苦しさからか、彼は「ぐぇっ！」と鳥のような声を出す。

「っ～変態！　セクハラ！」

　ちょうど十二階についたので、開いたドアから降りながら声をあげる。

　な、なんなの！　いきなり！

　突然、唇で触れられたことが恥ずかしくて、心臓がバクバクと音を立てる。たちまち耳が熱くなったから、顔もきっと真っ赤になってしまっているだろう。そんな顔を見られないように、一歩先を歩いて私が社長室へ入ると、桐生社長はネクタイを緩めながらゆっくりとエレベーターを降り、続いて社長室へ入ってきた。

「そういえば今日、昼間、食事会の予定入ってたよね？」

「え、えぇ。十三時から日に本ほん橋ばしの和食店『四し季き菜さい』で、そこのオーナーとです」

　うるさく鳴り続ける心臓に、落ち着け、と言い聞かせながら、平静を装う。手にしていた黒いショルダーバッグから手帳を取り出して答えると、彼は壁にかけてある鏡を見ながらスルスルとネクタイを締め直す。

「じゃあ、その食事会、マユちゃんも同行してくれる？　隣に座ってごはん食べてるだけで構わないから」

「え？　構いませんけど、珍しいですね。いつもなら食事会はひとりで行かれるのに」

「四季菜のオーナーは僕以上に女性好きだからねぇ。男ひとりより女性秘書つきのほうが喜ぶんだよ」

　あぁ、そういう意味ですか。珍しく自分から同行してほしいというからなぜかと思えば、そういうこと。少しのことでも見逃さずビジネスに利用するとは、ちゃっかりしているというか、なんというか。でもまぁ、仕事がうまく運ぶならいいか。

　そう納得をして仕事を始めた。




　バタバタと午前中の仕事を終え、迎えた十三時過ぎの日本橋の和食店の個室には、私と桐生社長、そして向かい合って座るこの店のオーナーがいた。

　白髪交じりの髪で眼鏡をかけたオーナーは、私たちとテーブルに並んだ色とりどりの和食を目の前にして、ニコニコと笑顔を見せている。

「そちらから卸してもらっている食材を使った和食膳です。どうぞ召し上がってください！」

「ありがとうございます、いただきます」

　勧められる料理に、桐生社長が箸をつけたのを横目で確かめてから、私もあとを追うように箸を持つ。

「それにしても桐生社長、また美人を秘書にしましたなぁ！　そんな美人秘書がいて、アンベリールのお嬢さんと縁談話もあるって噂じゃないですか。いや～、うらやましい！」

「いえいえ、まだ話の段階で。自分はまだ半人前の身ですから」

　桐生社長と婚約者の噂は、業界内では知れ渡っているのだろう。桐生社長は笑ってごまかそうとするけれど、心底、うらやましそうなオーナーは、まだその話題を終わらせてくれない。

「半人前だなんてご謙けん遜そんを。そろそろ身を固めてもいい時期なんじゃないですか？　お嬢さんも待ち望んでますでしょう」

「そうですね、まぁ」

　お茶を飲みながら小さくうなずく桐生社長は、笑って答えているようだけれど、目が笑っていない。その反応から、彼はこの話題が嫌なのだと分かる。

　まぁ、そうだよね。彼は積極的に結婚を望んでいるわけじゃないし、乗り気で話せるわけもない。

　そう納得していると、オーナーの視線が急にこちらへ向いた。

「なぁ、秘書さんもそう思うでしょう？」

「えっ、あー」

　私に振られるとは、と一瞬、驚いたものの、ここは話題を変えるチャンスかもしれないと思った。

「私は、社長のご結婚より、自分のほうが深刻なんですよね」

　ぼそ、とつぶやくと、その発言に対して桐生社長は驚いた顔でこちらを見る。

「ん？　そうなのかい？」

「えぇ、独身で彼氏もなく、出会いもないもので。社長のご結婚の話より自分の人生を考えるほうが必死なんです」

「あはは！　そうかそうか！　それならうちの社員を紹介してあげようか！」

　愛想笑いをしながら自じ虐ぎゃく的に言ってみせると、オーナーは笑いながらその話題に乗ってきた。

　よかった、話は逸それたっぽい？　自分の独り身をネタにするなんて普段はしないし、それを笑われるのも複雑だけど……。でも、心から笑えていない彼の笑顔を見るほうが、なんだか苦しい。それなら、その心が少しでもラクになるように努めよう。

　そんな思いで話を続けた。




「本日はありがとうございました、ごちそうさまでした」

「こちらこそ。今後ともよろしくお願いします」

　数時間後、食事会を終えた私たちは、オーナーに挨拶をして店をあとにした。

「来栖くん、すぐ迎えに来れそう？」

「さっき電話をしたんですけど、《仕事が押したので今から会社出ます》とのことで」

「そっか。じゃあ駅前まで行って待ってようか。この辺りじゃ道も細くて車も入りづらいし」

　その言葉にうなずくと、私はすぐ来栖くんへ電話をして、駅前で待っていることを伝え、桐生社長と並んで道を歩いた。この辺りのほとんどのお店は、営業開始が夕方からだから、今はまだ閉まっている。通りにひと気はなく静かだ。

　ほんの少しの沈黙のあと、突然、桐生社長が私の頭をわしわしと撫なでてきた。

「なんですか？　いきなり」

「気を遣わせたなと思って。さっき、ありがとね」

　私が話題を逸らした時のことを言っているのだろう。小さく笑っているその顔は、いつものような軽さを感じられない。

　この前と同じだ。結婚とか、そういった話題になると、とたんに愛想笑いも下手くそになる。それくらい、心に引っかかっているのだろう。

　そう思っても、気の利いた言葉も返せずに、彼について歩き続ける。そして細い道を抜け、駅前の大きめの通りに出ると、そこは大勢の人が行き交っていた。

「おとうさん、おかあさん、手つなごうよーっ」

　幼い声が聞こえてなにげなく目を向けると、五歳くらいの男の子が、両親らしき男女と手を繋いで歩いていた。

　仲よく笑う、幸せそうな家族。それに一瞬目を向けてから、ちらりと隣を見ると、桐生社長はその親子から目を背けて歩き続けている。まるで、その光景と向き合うことを拒んでいるかのように。

　桐生社長の家族も、幼いころは、仲がよかったかもしれない。今ではこうして会社を動かいしている桐生社長も、もとはひとりの子供で、あの子供のように両親の愛に抱きしめられた時もあって。だからこそ余計に両親の離婚はショックだったのだろう。

『お金が絡んで泥沼離婚になっちゃって』

　結婚に期待などしないと言った。夢見る私を笑った。だけどもしかして本当は……。

「桐生社長、私の個人的な話をしてもよろしいでしょうか」

「え？　うん、どうぞ？」

　突然、そう話を切り出すと、彼は歩きながら不思議そうに私を見た。

　桐生社長に話しても、どうしようもないことだろう。だけど、それでも、聞いてほしいと思うことがある。

「私の父、自称起業家なんです」

「へー。ん？　自称？」

「えぇ。あれこれ事業を始めるんですけど、まったくと言っていいほど続かなくて。だから、〝自称〟」

　淡々と話す私に、桐生社長は笑っていいのか分からないといった様子で、少し複雑そうな笑みを見せる

「もとは会社員だったんですけどね、私が三歳のころに辞めて、ラーメン屋を開いて潰れて、それから飲み屋・レストラン・洋服屋・リサイクルショップと……」

「おぉ、範囲が広いねぇ」

「えぇ。才能があるのかないのか分からないんですけど、いつも出だしは好調で。でも結局は潰れて、の繰り返しで、私も母も、いつも振り回されていたんです」

　もともとマイペースな父だった。

『父さん、明日からレストラン始めるから！』

　そう言った次の日には出店する物件を決めて、従業員を募集して……と行動だけは早く、気づけばお店を開いていた。最初は目新しさなどで人は集まってくる。けれどそれは続くことなく、数年後には結局、そのお店をたたむことになる。

　幸い、父の実家が裕福だとかで、なにかと面倒を見てくれていたから、私たち一家は路頭に迷うこともなく、大きな借金を背負うこともなかったけれど……。それでも、そんな父の頼りなさが、私はあまり好きじゃなかった。

「やりたいことに恐れず挑むのはかっこいいと思うけどなぁ」

「えぇ、父も言ってました。『夢を追うのが男のロマンだ』って。でもそれに付き合わされる家族はたまったもんじゃないですから」

　父が仕事を変えるたび、友達には『お父さんまたお仕事変えたの？』と笑われ、親戚からもバカにされた。そのたびに嫌な気持ちになるのは私や母だった。

「いつまでも安定せずにあれこれ仕事に手を出す父を見て、私の夢は〝安定した人と結婚すること〟になりました」

「あぁ、それでだったんだね」

「だけど母はなんだかんだ言いながらいつも父を支えていて、時にはケンカをしても、結局母が『仕方ないわね』って許して。ふたりはいつも笑ってました」

　母は、私以上に苦労をしていたはず。父が仕事を変えるたびに、一緒に店を切り盛りしたり、うまくいかないときはパートで家計を支えたりしていたから。

　だけどそれでも、母は父を見捨てたりしなかった。決して裕福じゃなくても、安定しなくても、幸せそうに笑っていた。私はそんなふたりを見て、父のような結婚相手は絶対に嫌だけど、そこまで相手を支えることができる母を、少し尊敬したりもした。

「今はふたりでカフェをやっているんですけどね、それもどうなるんだか。だけどまぁ、ふたりが幸せそうだから、それはそれでいいと思っています」

　相変わらずマイペースな父と、その背中を叩きながらついていっている母。そんなふたりの姿を思い出すと、自然笑みがこぼれた。

　その顔を見て、桐生社長は驚いたように問いかけてきた。

「ご両親の話を、どうして僕に？」

「そういう家庭もあるんだってこと、知ってもらいたくて」

「え？」

　こんな、あまり周りに話せるようなことじゃない話を、わざわざあなたに話した理由。それは、知ってもらいたいから。伝えたいと思うから。

「桐生社長が、自分のご両親を見てショックだった気持ちも分かります。しょせん、って、結婚や家族というものに失望してしまう気持ちも、分かります。けど、だからと言ってあなたが諦めるのは違うと思うんです」

　気持ちが離れてしまい、お互い責め合う両親を見て、悲しかっただろう。いつか自分が誰かを信じても同じことになるかもしれない、それなら最初から期待しなければいいと、そう諦めてしまえば楽だろう。だけど、それは違うと思う。

「桐生社長は、桐生社長です。お父様ともお母様とも違う人間です。だから、幸せを夢見ることを諦めたらもったいないです」

「もったいない？」

「えぇ。本当はマジメで努力家なあなたと、ともに生きたいと願う人もいるはずですから」

　好きな人を信じて結婚したいとか、幸せな家庭をつくりたいとか、桐生社長だってそんな夢を見たっていいと思う。その夢を一緒に叶えたいと思う人は、きっといるはずだ。それは、婚約者の彼女なのか、ほかの誰かなのかは分からない。だけど、どこかにきっと、あなたの笑顔の下にあるまっすぐな瞳に惹かれる人が、いるはずだから。

「少なくとも私は、あなたのそういうところは尊敬しています。普段の行いは最低ですけど」

　ぼそ、とかわいげなくつぶやくと、それまで驚いたように聞いていた桐生社長は、「最低って」と小さく笑う。

　作った笑顔じゃない、無意識の、いつもどおりの明るい笑顔に、つられるように、自分の頬も緩むのを感じた。

「マユちゃんもそうやって笑えるんだね。そんな笑顔、初めて見たかも」

「そりゃあ人間ですから。笑うくらいします」

　ただ普段、怒ったり無表情でいることが多いだけで、と心の中で付け足す。その私の頬に、桐生社長はそっと右手を添えた。

「ありがと、マユちゃん」

　そう言って、桐生社長は柔らかな微笑みを浮かべた。その細めた目、愛おしむように頬を撫でる指が、私の胸をときめかせた。

　これまでより強く心が揺れているのは、彼の本心に近付けたからかもしれない。

　少しだけでも、伝えられたのかな。諦めていたその心に、私の心が思っていることのほんの一部でも。そうだったら、うれしい。

　彼を思うそんな心が、また微笑みとなってこぼれた。










所望なんてしていません




『ありがと、マユちゃん』

　そう言いながら彼が見せてくれた優しい笑みは、いつものからかうようなものとは違い、あたたかさがあふれていた。

　その表情を見て、私の心は音をたてて揺れた。それは〝ときめく〟と表現するのが一番近いものだった。全身を熱くするその感覚には、少し悔しさも混じっていた。




「はい、桐生です。あぁ、どうも。いつもお世話になっております」

　風が次第に冷たさを増してきたある日の正午すぎ、仕事の合間に私は社長室で花瓶に花をいけていた。一方、桐生社長はデスクの前に座り、スマートフォンで電話をしている。

　相手は取引先なのだろう。口では丁寧な挨拶をしながらも、視線はデスクの上に置いてあるタブレットに向いている。

　女性との電話だったら、どんな作業も手を止めて会話に励んでいるはずなのに。

　そう思ってちら、とタブレットの画面をのぞくと、表示されていたのはパズルゲームだった。

　ゲームをしながら取引先と電話なんて。ゲームをするなと叱るべきか、器用ですねと感心するべきか。

　どちらにせよ呆れて、タブレットのホーム画面を押して強引にゲームを中断させ、機器ごと奪うと、桐生社長は声を出さずに「あー！」という口をして悲しそうに手を伸ばして立ち上がった。けれどその間も、彼は「えぇ、はい」と普通に会話を続けている。本当に器用な人だ。

　ったく、もう……。

　チャラチャラしているだけじゃない。本当はいろいろ考えているし、心の底に孤独も感じている……。実はとても、繊細な人なんじゃないかって、思う。彼に対するそんな気持ちの変化は、自分にとっても意外だ。でも、ときめくなんて。ありえない。

　先日の、ドキッとした気持ちを否定するように、自分にそう言い聞かせていると、桐生社長が電話を終え、スマートフォンをポケットにしまった。

「マユちゃん、取引先が来るの、予定より少し遅くなりそうだから、今のうちにお昼どうぞ」

「え？　いいんですか？」

「うん。今、休憩に入っておかないと、お昼を食べそびれちゃうかもしれないし」

　時計を見ると十二時半だ。確かに、このままだともっと遅くなりそうだし……休憩に入れるうちに入っておこう。

「分かりました」とうなずくと、私はさっき取り上げたタブレットを桐生社長へ返そうと手渡した。

　その瞬間、桐生社長は私の腰を抱き寄せ顔を近づける。

「わっ！」

　突然のことに、ついぼっと頬が赤くなる。そんな私の顔を見て、彼はおかしそうに笑った。

「いっぱい食べてもっと肉付きよくしておいで。男はムチムチで肉感的な女性にそそられるからねぇ」

　その唇から出たひと言は、どう聞いても余計なことで……。

「っ～、セクハラ!!」

「いった!!」

　彼の革靴の上からヒールでぐりっと足を踏み、痛みに顔を歪めた隙に身体を離す。そしてズカズカと歩いて隣の秘書室へ行き、手荷物を取ると、その場を後にした。

　ったく、あの男は!!　なんでいちいち触るかな！

　悪かったな、肉感的とは無縁な体型で。どうせガリガリですよ、とふて腐れながらエレベーターのボタンをバシッと叩く。

　けれど、洋服ごしに腰に触れた手の感触を思い出すと、また胸がドキ、と鳴った。

　ああもう、むかつく。忘れてた、アイツはいきなりキスをするような軽い男。うかつに近づかない！




　昼食をとりにやってきたのは、会社のすぐ隣にあるセルフサービスのカフェ。そのお店は一階と二階に席があり、外にテラス席もある。それなりに座席数はあるけれど、現在、お昼の真っただ中ということもあり、どこのテーブルも人でいっぱいだ。

「わー、混んでる」

　注文したパスタとホットコーヒーをのせたトレーを持ち、私はキョロキョロと辺りを見回した。買ったはいいけど、座る場所がない。

　失敗した。テイクアウトにして、秘書室で食べればよかったかも……。

　いつもはもっと遅い時間に来るか、ほかのお店に行くことが多いから、たまにはと思って来たらこれだ。

　そう後悔して、二階席を探しに行こうとした。

「あ、真弓さん」

「え？　あ、三木さん」

　名前を呼ばれて振り向くと、テラス席の一番端のふたり掛けのテーブルに、眼鏡をかけた三木さんが座っていた。彼もお昼を食べていたところなのだろう。テーブルには私が頼んだものと同じパスタが、食べかけで置かれている。

「お疲れさまです、休憩ですか？」

「えぇ。けど席がなくて困っちゃって」

「ここ、お昼時はすごいんですよね。あ、相席でよければここどうぞ」

　三木さんはそう言って、空いているほうの椅子を指差した。こうも混んでいては仕方ないと、お言葉に甘えて座ると、小さなテーブルの上はふたり分のトレーでいっぱいになった。

「ありがとうございます、助かりました。こんなに混んでるとは思わなくて」

「どういたしまして」

　小さく頭を下げる私に、三木さんはニコリと笑顔を返してくれた。

「桐生社長の秘書はどうですか？　慣れました？」

「そうですね。慣れてもあの男の相手は疲れますけどね」

「あぁ、分かります……」

　彼も同じ苦労を、いや、私以上の苦労を味わっているだけあって、ひと言の重みが違うなぁ……。

　笑えずに私がコーヒーに口をつけると、三木さんも苦笑いをしながらフォークにパスタを絡める。

「あの、三木さんは桐生社長と大学時代からの仲だって聞いたんですけど……あの人って、昔からああなんですか？」

「そうですね。桐生社長は自分のふたつ年上なんですけど、同じサークルで。学生時代から、よくいえばマイペース、悪くいえば気分屋というか。あ、もちろん女の子にもモテてましたよ」

　思い出したように振った話題に、三木さんはすんなりと答えてくれる。

　へぇ、サークルの先輩後輩だったんだ。桐生社長に振り回される三木さんの姿も、女の子に囲まれる桐生社長の姿も簡単に想像がつく……。

「自分がこの会社に入ったのも、『君みたいな優秀な人が秘書課にほしいんだよねぇ』と声をかけられたからで。そんなノリで社員を雇う社長なんて聞いたことないですよね」

　そうだったんだ。確かに、学生時代からの仲とは言え、そんな軽々しさで採用する社長なんていないだろう。けれど、桐生社長ならやりかねないし、それほどまでに三木さんを信頼していたのだろうとも思う。

　桐生社長との距離が近い彼になら、と少し気を許し、私は口を開いた。

「私、社長がよく分からないんです」

　ぼそ、とつぶやくと三木さんは、「というのは？」と不思議そうに首をかしげた。

「チャラチャラしているようでいてマジメだし、ヘラヘラしているようでいて時々、寂しそうでもあって……そういう顔を一瞬、見せたと思ったらすぐ隠すし。分かりづらいです」

　知れば知るほど、よく分からない。どこまで本気なのか分からない。なのに、秘められたその胸の内を、もっと知りたいと思う自分もいる。

　そんな私の心の内を見透かしたかのように、三木さんはふっと笑ってうなずいた。

「そうですね。昔から本心を隠すのだけはうまい人ですから。でも真弓さんの見ている桐生社長が、本当の桐生社長だと思いますよ」

　私が見ている桐生社長が？　その言葉の意味も分かるような分からないような……。

　複雑な気持ちで私もフォークを持ち、パスタを巻き取って口へ運ぶ。

「マイペースな人ですからね。時々、本気で呆れちゃいますけど、実はやること一つひとつにもちゃんと社長なりの信念があるんですよ」

「意味？」

「えぇ。例えば秘書を女性にするのだって……あ」

　言いかけたところで、三木さんは「しまった」というように、右手で口をおさえて黙った。

「秘書を女性にするのだって、なんですか？」

「えっ、あっいえ！　なんでもないです！　やっぱり今の忘れてください！」

　そんな明らかに隠すような言い方をされては、こちらも気になってしまう。口をつぐんだ三木さんを、私は強く問いただすことはせずとも、愛想のない顔のままじーっと見続けた。その無言の圧力に負けたのか、三木さんは次第に顔に汗をにじませ、やがて折れたように「はぁ」と息を吐き出した。

「桐生社長からは『ほかの人には絶対言わないように』って言われていたので、内緒にしててほしいんですけど」

　そして声をひそめて、私に顔を近づけ言葉を続ける。

「桐生社長が女性秘書にこだわっているのは、女性主体の会社だってことを対外的に強調するためなんですよね」

「え？　そうなんですか？」

「えぇ。うちの会社って女性社員が多いじゃないですか。産休育休、その後のケアが充実しているのはもちろん、人事の面でも男女平等に評価しているんです」

　言われてみれば……。ほかの会社と比べて、事務はもちろん、営業部や広報部、どの部署も女性が多い。それに主任や課長など管理職の女性も多いし、出産後の復職率も高い。以前、先輩が『子供がいても会社がいろいろ融通を利かせてくれるから助かる』と話していたことを思い出した。

「けど……どうして、ですか」

「『女性の知識と情報なしでは、食品業界は把握できない。そのためには少しでも女性が働きやすい会社になるべきだ』というのが桐生社長のモットーらしいですよ。いつの時代も、トレンドを作るのも追うのも女性。家族や子供のために食品を気にかけるのも女性、ですから」

　小声で言って笑う三木さんに、なるほどと納得してしまう。

　確かに、スイーツだって、レストランだって、流行りを作ったり追いかけたりするのは女性が圧倒的に得意だ。さらに母親の立場になれば、今度はおいしいものということに加え、安全なものを、と気にかけるだろう。そんな女性たちのことを理解できるのも、同じ女性。だからこそ、桐生社長は女性社員のことも大切にしてくれている。

『やること一つひとつにもちゃんと信念があるんですよ』

　さっきの三木さんの言葉も腑ふに落ちた。

「そういうこと、きちんと公言すればいいのに」

「自分もそう言ったんですけどね。がんばりを知られるのが恥ずかしいそうで」

　せっかくのマジメさをを隠してしまうのは、桐生社長の照れ？

　そんなところも意外で、桐生社長の新しい一面を知る。

「照れ屋なんて意外ですね」

　おかしくて笑ってしまう私に、三木さんも「意外ですよねぇ」と笑ってみせた。

「なーにふたりで仲よくしてるのかな」

　その時、突然、聞こえてきたのは、聞きなれた低い声。三木さんとふたりで顔を上げると、そこには社長室にいるはずの桐生社長が笑顔で立っていた。

「社長！　いつの間に!?」

「会社のすぐ隣だもん、社長が現れてもおかしくないでしょ。ていうか三木、セクハラ。マユちゃんにくっつきすぎ」

　社長の手が思いきり三木さんの顔を押しのけて引き離した。

「セクハラって……あなたに言われたくないんですが」

「僕はいいの！　社長だから！」

「はいはい、セクハラ社長サマ」

　子供のような言い分を、三木さんは呆れたように流すと、ため息をひとつついた。

　そんなふたりのやりとりに割り込むように「あの、それで桐生社長、どうされたんですか」と問うと、桐生社長は本題を思い出したように私へ視線を向けた。

「あ、そうだ。取引先が予想外に早く来るみたいでさ。食事中に悪いけど、今すぐ戻ってくれる？」

「分かりました」

　わざわざ呼びに来なくても電話してくれればいいのに、と自分のポケットを探ってみて、仕事用のスマートフォンを秘書室のデスクに置いてきてしまっことに気づいた。近くにいるだろうと、ここまで探しに来てくれたのだろう。

　三木さんとの話に夢中で、ほとんど手をつけていないパスタを、もったいないけど下げようと手に持つと、三木さんが「あ」と引き留めた。

「それ、自分がお店の人に頼んでテイクアウト用に包んでもらいますよ。それで、あとで社長室に持っていきます」

「えっ、いいんですか？」

「えぇ。もったいないですし、真弓さんもお腹が空いちゃうでしょう？」

　ニコ、と笑いながら気配りをしてくれる三木さんに甘えることにして、私は彼へトレーを任せた。

　優しいなぁ。年上の余裕と言うか、母親のようと言うか。

　感心しながら、私は桐生社長とお店を出て、会社へと戻った。

　上階に向かうべくエレベーターのボタンを押すと、六の数字から一階ずつ点滅して、降りてくるのがわかる。

「珍しいね、三木とごはんを食べるなんて」

「偶然です。席が空いてなかったので三木さんが座らせてくれたんです」

「へぇー。で、なんの話をしてたの？　ずいぶん楽しそうだったけど」

　楽しそうって……。今、それを探っているあなたの話ですよ、とは言えず、言葉を呑み込んだ。

「内緒です。個人情報ですから」

「へー？　笑顔になっちゃうようないい話、三木とふたりだけの秘密にするんだ？」

「そうですね」

　嫌味っぽく言ってくるのを流すようにうなずき、ちょうど開いたエレベーターに先に桐生社長を乗せてから自分も乗り込んだ。

　言い方がまるで子供……。

　ふたりきりの狭いエレベーターの中、心の中では呆れながら、私は十二のボタンを押す。すると突然、そこに大きな手が重ねられた。

「桐生社長？　なんです、か……」

　私の手よりひとまわり大きな彼の手。驚いて振り向くと、すぐ後ろに私を見つめる桐生社長の顔があった。

　距離が近い、そう心の中でつぶやいた瞬間、その顔がさらに距離を詰めてきて、唇を私の唇に重ねた。

「んっ」

　突然のことに戸惑って声を出したものの、それごと呑み込んでしまうかのように彼はキスをする。

　なんでまた、いきなり。

　けれど、二度目となれば私も多少は学習するもので、左手で彼の顔を押しのけた。

「やめてください……今度こそセクハラで訴えますよ!?」

　力ずくで拒もうと、さらにその顔をぐっと押すと、桐生社長は無言のまま、私の指と指の隙間からこちらを見ている。

　まっすぐに向けられた瞳に、自分だけが映っている。それを見て、胸がまたドキ、と音を立てた。そのかすかな隙を見逃すことなく、桐生社長は私の左手を掴んで下ろすと、また距離を詰めてキスを続けた。

　薄い唇の感触と、絡められてくる舌。次第に混じり合う唾液。激しくも丁寧なそのキスは、〝溶けそうなほど甘い〟という表現がとてもよく似合った。

　もっと強く、拒まなきゃ。

　頭の中ではわかっているのに、できない。抵抗しようともがいていた手から徐々に力が抜けていくのを彼も気づいたのだろう。私の左手を離し、そっと頭を抱き寄せた。

「……ふ……」

　やがてゆっくりと唇は離れた。

　熱い息を吐き出しながら見ると、目の前には、のぼせたような顔をしている私を映す茶色い瞳がある。

　なにをするの、最低。そう以前と同じ言葉をぶつけようとするけれど、うまく言葉が出てこない。そんな私の様子を見て、桐生社長は満足げな笑みを浮かべた。

「僕以外にシッポ振った罰」

「シッポ？」

　って、なんのこと？

　意味が分からずにいると、エレベーターはポン、と音を立てちょうど十二階に着いたことを知らせた。

「けど、前ほど拒まなかったね。もしかして、気持ちよかった？」

「なっ！」

　気持ちよかった？　なんて。

　どこか図星を突かれた気もして、また顔がかぁっと赤くなる。そんな私の反応を見て、桐生社長はいっそう楽しそうに笑うと、また顔を近付けてきた。

「ご所望なら、続きもしようか？」

　耳もとでボソ、と低い声でささやかれて、ますます顔は赤くなる。

　そのタイミングでドアが開き、彼は身体を離すと上機嫌に降りていった。

「っ～、なんなの……」

　いきなり、またキスをするなんて。最低、最悪。わけが分からない。

　そう思うけれど、耳の奥にはじんじんとさっきの低い声が響いている。胸がドキドキしている。

「ちょっとは見直したと思ったのに」

　マジメな人で、照れ屋な人で、そして、こうして心を揺さぶる人。

　あんな軽い男のキスにドキドキしている。そんな自分も、わけが分からない。










あなたを見せてください




　狭いエレベーターの中で交わした、彼との二度目のキス。それは、溶けそうなほど甘いキスだった。

　どうして、突然キスなんて？

　そう思う半面、その唇を拒めなかった自分が憎い。

『もしかして、気持ちよかった？』

　なんて、そんなわけない。ありえない。きっと、ない。




　エレベーターでのキスから、土日の休日を挟み、明けた月曜日。私はひとり、会社のもより駅のトイレの鏡の前で、自分の顔とにらめっこをして、出勤前のひとときを過ごしていた。

　鏡に映るのは、薄く色のついたリップを塗った自分の唇。

　また、キスをしてしまった。いや、正確には〝された〟が正しいけど。付き合ってもいない相手と、二度もキスをするなんて……しかもあんなチャラチャラした男と！

　私、そんなに隙があるんだろうか。口ではあれこれ固いことを言っているようでいて、実はチョロい女なんだろうか。

「ない、ないないない、そうじゃない、違う、違うんだから」

　ひとり言をブツブツとつぶやき、自分に言い聞かせる。

　けど、あの男はどうしていつも一方的にキスをして、次の瞬間には何事もなかったような顔をしているの!?　この前も社長室に戻った時には、すでにいつもどおりだったし。こっちばかり、動揺させられている。

「ああもう！　悔しい！」

　ひとり叫ぶように声を出し、鏡に映った自分の顔をキッとにらんで気合いを入れる。

　私は秘書。社長秘書。キスのひとつやふたつでひるまないんだから。前にも根性を叩き直すって決めたじゃない。

　よし、と気持ちを切り替えると、私はトイレを出て、会社を目指した。

　そもそも、桐生社長はどういう意図で私にキスをするんだろう。誰とでもするから私にも？　それとも、好意を……いや、それはないな。

　直接、聞いたところではぐらかされそうだし、「きまぐれ」と言われても腹が立つ。万が一「私のことが好き」と言われても、冗談にしか聞こえないだろう。あの男が触れてくる理由なんて、考えるだけ無駄と分かっているのに、つい考えてしまう。




「おはようございます。あれ？」

　会社に着き、いつものように社長室のドアを開けようとしたけれど、開かない。

「鍵、閉まってる。桐生社長、いないのかな」

　たいてい私より先に桐生社長が出勤してきているから、鍵は開いていることが多いだけど閉まっているということは、まだ社長は来ていないということ？

　スペアのカードキーで鍵を開け、社長室へ入った。がらんとして、人の気配がない。桐生社長のカバンもジャケットもない。

　今日は朝から会議の予定だから、モーニングには行かないと思うんだけど。珍しく遅刻かな？　あ、もしかしたらメールが来てるかも。

　そういえば、仕事用のスマートフォンが、金曜の夕方にあった会議の時にマナーモードに設定してからそのままだったことを思い出し、ショルダーバッグから取り出して見てみる。

　すると案の定、桐生社長からのメールが入っていた。

「なになに【私用のため休みます、ごめんね～】」

　って。はぁ？　なにをいきなり言っているんだか！

　幸い、今日の朝の会議は定例の報告程度の内容だし、午後も社外の人と会う約束はないから、業務に大きく支障は出ないだろう。けれど社長という立場の人間が、そもそも一社会人が、こんな軽いメール一通で休むってどういうこと!?　しかも私用って。まさか女性関係じゃないでしょうね。

　あの男のことだし、女性とひと晩いてそのまま休んじゃえ、とか、さすがにそこまでダメな人ではないだろうけど……でも、「ない」と断言できないところが悲しい。

　女性と裸でベッドに入っている桐生社長の姿を想像して「ふっ」と乾いた笑いがこぼれる。

　ったく、せめて電話で私用とやらの内容を聞き出してやる。

　私はいったん廊下へ出て、スマートフォンに桐生社長の電話番号を表示した。

「あ、いたいた。真弓さん、おはようございます」

「三木さん」

　すると、バタバタと足音を立てて廊下の端から駆けてきたのは、三木さんだった。私の近くへ来ると、彼は「おはようございます」と挨拶をした。

「聞きました？　桐生社長、今日休みって」

「えぇ。なんでも私用だとかで急な休みで。いいご身分ですね」

　チクチクと刺すような言い方をしながら、スマートフォンを握る手に力を込める私を見て、三木さんは「やっぱり」と言いたげに渋い顔をする。

「それがですね、さっき自分にも連絡があって。『熱が出たから今日は休む』って」

　え？　熱？

　三木さんが言うことと、私宛の社長からのメールの内容がなぜ違うのか分からない。

「私のほうには私用って、軽い感じのメールが入ってたんですけど」

「でしょうね。桐生社長のことだから、真弓さんにはそう言って隠しているんじゃないかと思って確認しに来たんです」

　三木さんには言えて、私には隠した？

　ますます意味が分からずにいると、三木さんは困ったような顔を見せた。

「多分、言いたくないんですよ。熱で寝込むような頼りない社長だって思われるのが恥ずかしいとか、そんな理由で。あの人、そういうプライドだけは一丁前ですから」

　頼りない、なんて思わないのに。全く変なプライドだ。でも休むくらいの発熱ってことは、よほど具合が悪いのだろう。そんな時くらい秘書に頼らないでどうするんだか。むしろ、〝私用〟なんてごまかさないで、頼ってくれるほうがうれしいのに。

　呆れてしまって、ため息がひとつ出た。

「あの、桐生社長のご自宅の住所、聞いてもいいですか？」

「え？」

「桐生社長がいらっしゃらないなら、私の仕事も早く終わると思うので、お見舞いに行こうと思って」

　別に彼に対する個人的な心配の気持ちではない。秘書として、社長の様子を確認しに行こうって、それだけの気持ち。

　照れ隠しにそう言った私の心の内をなんとなく理解したのか、三木さんは小さく笑ってうなずく。

「じゃあせっかくだから、食事や薬を持っていってもらってもいいですか？　ちょうど『家になにもないから持ってきて』って、社長からも頼まれていたんです」

「分かりました」

　三木さんはスーツのポケットから取り出した手帳にすらすらと住所を書き、ついでにマンションのロック解除のナンバーまで教えてくれた。

　家になにもないって、ますます大丈夫なんだろうか。まぁ、あの人らしいといえばらしいけれど。いろいろ買って、持っていってあげるか。

　そう決めて、とりあえずは桐生社長がいない分もがんばらねばと、仕事へ取りかかった。




　そして、迎えた午後十五時すぎ。休憩もとらずに仕事を片付けた私は、会社を出てスーパーに行って買い物をし、電車に乗って三木さんから教わった住所へと向かった。

「ここ、だ……」

　手もとの住所のメモとスマートフォンに表示された地図、そして目の前の『シーサイドレジデンス』と書かれたマンション名。この建物が、桐生社長の自宅のあるマンションだと分かり、私は唖然とした。

　そこは緑豊かな広い敷地の中に構えられた、四階建ての低層マンションだった。全部で三十戸ほどだろうか、けれど横幅のあるどっしりとした建物全体の大きさから、一戸一戸の専有面積が広いのだろうと想像がついた。モダンな色合いの外壁は、周囲の住宅街や公園に自然に溶け込んでいるが、その存在感は圧倒的だ。自分の住む木造三階建てアパートとのあまりの違いに、やはり桐生社長は自分とは違う世界の人なのだと改めて思い知る。

　三木さんから聞いたロック解除ナンバーを入力し、エントランスへ入っていくと、白い床が美しく輝いていて、高級感がたっぷりだ。

　家賃、いくらくらいするんだろう。きっと私にとってはとんでもない金額だろうけど、彼は気にせず住めるんだろうな……。

「えーと、桐生社長の部屋は四階の四〇五号室、と」

　エレベーターを四階で降りると、廊下にはひとりの姿もなく静かだ。まるで高級ホテルのようにキレイに磨かれた廊下を歩いていると、コツコツと自分のヒールの音だけが響いた。そして『四〇五』と書かれた部屋の前で足を止める。

　ここだ。よし。

　茶色いドアの横にある白いインターホンを押すと、ピンポンと短いベルが鳴り、バタン、ガチャガチャと音が聞こえた。

「はいはーい、三木やっと来た。あれ？」

　不用心なことに、インターホンでこちらの顔をまともに確認もしなかったのだろう。開いたドアから顔をのぞかせた桐生社長は、私を見て目を丸くした。

「ま、マユちゃん!?　なんで……」

「三木さんに代わって来ました。失礼しますね」

　ドアを閉められてしまう前にと、遠慮なくズカズカと玄関へ上がり込んだが、彼は驚いてされるがままだ。

　青いパーカーに黒いスウェットパンツという部屋着姿は少し新鮮だけれど、それ以上に気になるのは、熱があるというのに冷却シートのひとつもしていないということ。

　なにもないって、本当だったんだ。一応、買ってきて正解だったな、と廊下に買い物袋を下ろした。

「い、いいよ。大丈夫、むしろ、うつしちゃいそうだし帰っていいよ！」

「そうはいきません。どうせごはんも食べてないんでしょう？」

「けど……あ！　なら部屋に上がったら襲うから！　男の部屋に上がるってことは了承してるとみなして押し倒すから！」

「襲われたくなかったら帰れ」ということなのだろう。子供のように騒ぐ彼を横目に見ながら靴を脱いだ私は、廊下の壁にドン！と手をつきその身体を追い込んだ。

「そんなフラフラな身体で襲えるとでも？　逆に襲われたくなかったらおとなしくしててください」

「は、はい。すみません」

　いつもは桐生社長に一方的に手を出されている私だけれど、体調の悪い彼と健康な私となれば立場も逆転する。強気で「ふんっ」と鼻息を荒くし、壁から手を離して、その顔をよく見ると、ほんのり赤い。

「まずはごはんを食べて、冷却シート貼って寝てください。熱は何度あるんですか？」

「えーと……」

　彼が言いかけた時、その身体はふらーっとこちらに向かって倒れてきた。

「わっ!?　桐生社長!?」

「目が、目がまわる……」

「はぁ!?　って、すごい熱じゃないですか!!」

　慌てて身体を支えて額に手を当てると、かなりの高熱がある。

　こんな状態でさっきは普通に話していたの!?　かなり無理していたんじゃ……とりあえず、ベッドに寝かしつけよう！

　自分より二十センチ以上大きな身体を必死に引っ張り、広い廊下を歩いていく。当然、間取りも分からないものだから、勝手に見て悪いと思いながらも手前からドアを一つひとつ開け、寝室を探した。

　手前から脱衣所、その奥にバスルーム。隣のドアはトイレ、その隣はウォークインクローゼットに物置。さらに隣のドアを開けると、十畳ほどの寝室があった。

「っ……ふう！」

　部屋の窓際に置かれた大きなベッドに桐生社長を寝かせ、毛布と掛け布団をかける。そしてその茶色い前髪をそっとどかすと、冷却シートを額に貼り付けた。

「つめ、た……きもちー……」

　冷たさに緩む彼の表情に、少し安心する。

「ごはんを用意してきますから、食べたら薬、飲んでください。台所、借りますね」

　そう言いながらなにげなく室内を見渡すと、壁際には大きな縦長の本棚が置かれており、ぎっしりと食品や経済関連の本が並んでいる。背表紙が古びていて、彼が何度もその本を読んでいるのだろうということが分かる。

　やっぱり、努力の人なんだ。見せないだけで、ひとりの場所にはこうしてちゃんと努力の跡が残っている。

　寝室を出て向かいのドアを開けると、そこは広々としたリビングダイニングだった。二十一畳はあるだろうか。ひとり暮らしには充分すぎるほどで、大きめのテレビにふたり用のダイニングテーブル、ふたりがけの黒いソファが置かれている。大きな窓からは敷地内の公園や庭が見える。

　おお、すごい……。

　恐る恐る足を踏み入れ、ダイニングテーブルの横を通って、奥にあるキッチンに向かった。シンクは水滴ひとつなく、ＩＨクッキングヒーターやフライパン、鍋にいたるまで汚れはなくピカピカだ。使っている様子がない。

　食べるのは好きでも、作るのは得意じゃないのか、面倒なのか……。こんなに立派なものがいろいろ揃っていてもったいない。

　そう呆れながら、おかゆ作りに取りかかった。




「……ん……」

　それから数時間経って、窓の外がすっかり暗くなったころ。ベッドの横で本棚にあった本を勝手に読んでいると、小さな声が聞こえた。ベッドに目を向けると、桐生社長が薄目を開けていた。

「あ、お目覚めですか？　体調はどうですか」

「なんで、僕ベッドに……マユちゃんも、ここに？」

「私が運んで、それから看病していたんです。ちょっと失礼しますね」

　倒れたあたりから記憶がないのか、状況がよく把握できていないらしく〝？〟を浮かべている彼の額に手を当てて、感覚で熱を測る。

「さっきより熱は下がっているし、汗もかいていますね。これなら明日にはずいぶんよくなるかと」

「うん、さっきより全然ラク……」

　よかった、と安心して、その場は一瞬、和やかな空気になったが、「それにしても」と私は横目で彼を見た。

「なんで三木さんには本当のこと言って、私には嘘つくんですか。結局バレるのに」

「熱で休むなんて言いたくないじゃん。かっこ悪い」

「秘書相手にかっこつけてどうするんですか、まったく」

　病人にも容赦なく怒ると、彼は「すみません」と苦笑いをした。こういうところは、まるで子供のようだ。

　そんな桐生社長の頬を、私はそっと撫でる。

「それに、こんなことでかっこ悪いとか思いませんから。つらい時はちゃんと甘えてください」

　余裕がなくても、情けなくても、そんな顔だって見せてほしい。頼ってほしい。支えたい、力になりたいと、願っているから。

「じゃあ、書類仕事がつらいので、今度からそれを減らしてもらえると……」

「それは甘えさせません」

　って、またすぐ調子に乗る！

　頬から手を離してビシッと断ると、「手厳しいなぁ」と社長は笑顔を見せる。まだ本調子ではなさそうなものの、いつもと同じその笑顔につられて、私も笑顔になった。

　すると、桐生社長は横になったまま伸ばした手で、今度は私の頬にそっと触れる。指先からじんわりと伝わってくるのは、いつもより高い体温。

「……マユちゃん、最近、よく笑うようになったよね」

「そうですか？」

「うん。ちょっと前までは毎日こう、キリッとしてツンとしてるか、怒ってるか呆れてるか……まさしく氷の女王、って感じだったけど」

　言いながら、無愛想な私の顔を真似してみせるので、バカにされている気がしてムッとする。それを見て、彼はまたおかしそうに笑った。

「マユちゃんが笑ってくれると、うれしいよ」

「うれしい」と言いながら、指先は愛おしむように私の頬を撫でた。

「僕の中でさ、総務にいたときのマユちゃんって、よく分からない人だったんだよね」

「え？」

　分からない、人？

　まさかそんなことを言われるとは思わず、首をかしげる。

「報告書とかそういう文章って、人の性格とか癖とか出るから、作った人がどんな人なのかが意外と伝わってきやすいものだと思うんだけどさ、マユちゃんの文章っていつも隙がなくて完璧だったんだよね」

「隙が、ない……」

「正確で簡潔、誤字脱字もなく分かりやすい。当たり前っちゃ当たり前なんだけど、何枚何十枚見てもそんな感じだから、三木にも一回『この社員サイボーグじゃないよね？』とか聞いちゃったくらい」

　サイボーグって。失礼な言い方だ。あはは、と笑う彼をジロッと見た。

「でも一回、たまたま総務のフロアに顔を出した時に、マユちゃんのデスクが目に入ってね。なにげなく見たら、何度も書き直しした跡がある下書きのメモがたくさんあって」

「えぇ。手書きで文章をまとめてから、それを修正してパソコンに入力してるんです。言ってしまえば、準備なしでは報告書一枚も仕上げられないんです」

　紙に何度も何度も手書きしてまとめて、それからようやくパソコンに向かう。なんて面倒なことをしているのかと自分でも思う。けれど、そうやって丁寧に考えないとまとまらないのだ。そんな自分のやり方を情けないと笑うような言い方をすると、彼の目が優しく微笑む。

「うん。マユちゃんの完璧さは、実はあらかじめ考えに考えた上で成り立っているってことに、その時、初めて気づいたんだ。だからこそ、予想外のことが起きた時の顔が見てみたかった」

「その結果が最初のアレで、私が蹴ってしまったわけですけど」

「ね。でもいいんだよ。怒って、呆れて笑って、そんな顔が見たかったから」

　私の、いろんな顔が見たかった？

　その言葉から、ようやく分かった。いつも私が反応をするたびにうれしそうに笑っていたのは、彼が私の表情をもっと見たいと思ってくれていた証だったんだ。

「けど不思議だよね。マユちゃんのいろんな顔を見たかったのに、気づけば自分の表情も引き出されてる」

　それはきっと、少しずつ彼が私に見せてくれるようになった、寂しげな表情のことを言っているのだろう。いつもは軽やかな笑顔の下に隠している、彼の本当の顔を知って、私はまたひとつ彼に近付けた気がしている。

　そして、それだけのことが、こんなにもうれしいなんて。こんな感情を彼に抱くようになったのは、私にとって一番大きな変化だ。

「ありがとね、マユちゃん」

　彼がささやいた言葉が、私の胸の奥へとじんわりと染み込んでいく。そのあたたかさに、また自然に笑顔になった。

「桐生社長は、最近はお礼を言ってばかりですね」

　お礼を言われるようなことなんて、私はしていないのに。だけど、心から言っているらしいその言葉は、やっぱりうれしくて、愛しささえ感じてしまう。

「さて、と。おかゆ作ってあるんです。温めて持ってきますね」

　そんな気持ちを知られるのが恥ずかしくて、逃げるように立ち上がると、桐生社長も身体を起こす。

「あ、マユちゃん」

「はい？」

　呼ばれて振り向くと、ちょいちょいと彼が手招きするので、なんだろうと屈んで顔を近付けた。

　すると突然、彼の腕が背中に回って、私をぎゅっと抱きしめた。

「わっ……な、なんですか」

「なんとなく。抱きしめたくなったから」

「なんとなくって……」

　いつもなら、「離してください！」と無理にでも身体を引き剥はがしただろう。けれど今はどうしてか、熱っぽいその身体を押し返すことはできなくて、おとなしく抱きしめられたままその胸に頭をあずけた。

　ドク、ドク……と聞こえる、桐生社長の心臓の音。きっと私の心臓も同じくらい、ううん、もっと早く、音を立てているはずだ。

　私に彼の心臓の音が聞こえているように、彼にも私の音が聞こえているのだろうか。そう思うと、恥ずかしくてどんな顔をしていいか分からなくなる。

　恥ずかしい。けど、離れられない。このままでいたい。

　抱きしめられている腕に応えるように、私も彼を抱きしめたい。けれど、それをぐっとこらえるため、拳こぶしを固く握った。

　触れていたい、もっともっと近くで、彼を感じていたい。

　そう思ってしまうのは、どうしてだろう。分からない、けれど、確かなものは、この早い鼓動と、心の中に広がっていく愛しさだけ。










それがなんだか悔しいのです




「おっはよー、マユちゃん！　今日もかわいいねぇ」

　桐生社長が熱で寝込み、私が看病をした日の翌朝。いつものように社長室へ出勤してきた私を、グレーのスーツに身を包み、髪の毛もきちんとセットした完璧な身なりの彼が、元気な声とウィンクで出迎えた。

「はぁ」

　その元気のよさとは対照的に、私はげんなりとした顔になった。

「って、あれ？　どしたの？」

「いえ。うるさいくらいお元気になられてなによりです」

「うん、マユちゃんの愛情おかゆのおかげだよねぇ」

〝うるさいくらい〟を強調して言ったものの、その嫌味は通じていないらしい。桐生社長はへらへらと笑って私の肩を抱こうとする。その手をスッとうまくかわして、私は社長室の奥へと入っていく。

「マユさーん？　なんか僕のかわし方、ずいぶんうまくなった気がするんですけどー？」

「お褒めいただき光栄です」

「褒めてないよ！」

　顔も見ずにデスクの上の書類に手を伸ばす私に、つれない、とでもいうように口を尖らせているのが、背中を向けたままでも想像がつく。

「桐生社長、おはようございます、ちょっとご確認いただきたいものが」

　すると、社長室のドアのほうから、三木さんの声がした。その声に呼ばれ、彼はドアへと向かっていった。書類に意識を向けているふりをしながら、その背中をチラリと見て小さく息を吐く。

　本当、相変わらずな男。こっちは、昨日のことを思い出してこんなにドキドキしているというのに。だって、そう。あんな風に抱きしめられれば、ドキドキだってする。キスをされるより、心が近くにある気がして、意識してしまう。

　けれど、桐生社長は相変わらず。軽い笑顔で、普通に触れてこようとして……。ああもう、意識しているこちらがバカみたいだ。

「はぁ」

　またひとつ小さなため息をついて、とりあえず仕事を始めようとバッグから黒い表紙の手帳を取り出す。今日は、桐生社長には昨日の分の仕事もがんばってもらって、明日からは一泊で仙台へ出張だ。

　新幹線の切符もとったし、ホテルの部屋も予約した。あとは明日使う資料をまとめて……。けど、あの人と一日中一緒で一泊の出張なんて、大丈夫だろうか。いろんな面で、不安だ。

　って、不安に思っても仕方ない！　私は私の仕事を務めるだけ！

「よし」

　気合を入れ直し、パン！と手帳を閉じた。

　意識してしまうのはしょうがない。だけど、仕事は仕事。私の務めは、桐生社長の秘書。そこだけは、忘れてはいけない。




　それから慌ただしく仕事を終え、自分のアパートに帰って一泊分の簡単な支度をして、とバタバタのうちに迎えた出張の当日。私と桐生社長は仙台へ向かう新幹線に乗っていた。通路側の座席に座り、すぐ隣りをちら、と見れば、窓際席に座っている桐生社長は、いたって真面目な顔でタブレットをいじっている。

　よりによって、なんで隣同士にしちゃったんだか……いや、混んでいたから仕方ないんだけどさ。

　本当は前後に分かれて席を取りたかったけれど、予約が少し遅れてしまって無理だった。混み合っていた証拠に、他の座席もほとんど埋まってしまっている。だから仕方ない、そう思うものの、普段、隣に座ることなんてないものだから、嫌でも意識してしまい……。かすかに触れる肩が、少しくすぐったい。

　まぁ、本人は気にしてないんだろうけどさ。

　タブレットでのんきにパズルゲームをしている彼は、意識している感じはまったくない。すると、桐生社長はタブレットへ目を向けたまま口を開いた。

「マユちゃん、仙台に着いたらどこの取引先から回るか決めてある？」

「えぇ。とりあえず、契約先の農家さんから回って、市内の飲食店へ……最後の取引先への訪問が終わるのが二十時の予定なので、けっこうハードスケジュールです」

「わーお。まぁ、めったに来られないし、仕方ないけどねぇ」

　そう、今日の出張の目的は、食材を生産する契約農家や卸先である飲食店などの取引先を回ること。定期的に営業部の社員たちも回ってはいるけれど、社長である自分が挨拶に行くのも務めだと、桐生社長はこうして各地を訪ねているのだそう。

　今日訪問する先をまとめたリストを手渡すと、桐生社長はさっと目を通して言った。

「あーあ、折角マユちゃんとふたりでお出かけなのに、仕事なんてついてないなぁ」

「仕事じゃなきゃ出かけませんけど」

「えー？　あ、ちなみにホテルの部屋って一緒だったり……」

　そこまで言いかけた桐生社長を「するわけがないでしょう」と言うようにキッとにらむと、彼は苦笑いしながらその後の言葉を呑み込んだ。

　仕事は仕事、そう思って来たけれど……不安だ。

　こんな人とふたりで大丈夫だろうかと、私は小さくため息をついた。




　そうこうするうちに、東京を出てから約一時間半で仙台に到着した。私と桐生社長は、荷物を駅前にある宿泊先のホテルに預け、休む間もなくバタバタと移動し、昨日からこの近辺を営業で回っている営業部の男性社員と合流した。

　街の中心地から少し離れたエリアをいくつか回るため、事前に予約しておいた貸切タクシーに乗り込み、数十分かけてやってきたのは、無農薬野菜を生産している農家。

「お世話になっております、セントラル・フーズの桐生と申します」

「秘書の真弓と申します」

「おー！　どうも！　いつもお世話になってますー！」

　にこやかに迎えてくれる農家さんに挨拶をして、営業担当の話を聞きながら現場を見せてもらい……話をして切り上げる。その足で、次は食材を卸している飲食店をたずね、また挨拶をして……と夜まで繰り返すこと数軒。

「お疲れさまー！　かんぱーい！」

「お疲れさまでした……」

　すべての取引先回りを終えたその夜。ホテル近くの居酒屋で、桐生社長が明るく持ち上げたグラスに、私はぐったりとした顔でグラスを合わせた。

　つ、疲れた……！

　歩き続け、タクシーで移動し続け、挨拶をして話をして。ひたすらその繰り返しだったものだから、足も腰も疲労で限界だ。一日付き添ってくれた男性社員は、明日もこれに近いスケジュールだそうで、『お先に失礼します』と帰っていった。

　営業担当は本当に大変だ。すごいなぁ。

　感心しながらも私は疲れ切っていたけれど、桐生社長は相変わらず余裕の笑みでグラスの中のお酒を飲んでいる。

　私以上に相手と話して笑っていたのに……それでもまだ元気だなんて。タフな人だ。

「マユちゃん、かなりお疲れだねぇ。ほら、お肉食べな！　体力つけな！」

　目の前の牛タンが乗った皿を桐生社長が差し出してくるので、私はそれを箸でつまんでもぐもぐと食べる。さすが仙台、牛タンがおいしい。少し硬めな歯ごたえと、噛むとしみ出てくる肉汁の味がいい。

「んー、おいしい」

「うんうん、出張の楽しみといえば各地の名産だよねぇ」

　しみじみとおいしさを噛みしめていると、桐生社長は笑いながらそう言い、自分も牛タンをひと口食べ、小さなグラスに注がれた日本酒を飲んだ。

「桐生社長、日本酒も飲めるんですね」

「うん。お酒なら基本なんでも。まぁ、あくまで食事をおいしく食べるためにだから、少しだけね」

　そう言いながら、彼の視線は私のグラスの中のオレンジ色のカクテル、スクリュードライバーを見た。

「マユちゃんは、意外と舌がお子様なんだねぇ」

　オレンジジュースのような見た目のカクテルに、このかわいげのない顔が不似合いだと言われたような気がして、私はムッとした。

「別に、私だって日本酒くらい飲もうと思えば飲めますけど」

「無理しなくていいんだよ？　カクテルしか飲めないなんてかわいいじゃない」

　強がってみせたのに、それを見透かしたように笑われてしまった。

　そのうえ〝かわいい〟なんて……。

　不意のひと言にドキッとした心をごまかすように、私はグラスの中身をぐいっと飲んだ。そしてグラスを空にすると、「すみません」と店員に声をかける。

「こっちと同じお酒、私にも」

「え!?　大丈夫なの？　これ、ちょっと強いよ？」

「大丈夫です、ご心配なく」

　彼にお子様だと笑われたことと、かわいいと言われて動揺した単純な自分。そのどちらも悔しくて、ふて腐れたようにそう言い、私はすぐに運ばれてきたお酒を飲んだ。

　悔しい。いつも、私ばかり意識してる。

　簡単に距離を詰めてきて、喜ばせるようなことを言ってみせる彼。そんな彼の言葉に、単純に喜んでいる。気持ちを見透かされている、そしてからかわれていると分かっていても、ドキドキと、心臓がうるさいくらいに鳴る。

　頬が熱くて、どうしていいか分からなくなってしまうよ。




「ありがとうございました～」

　店員の明るい声に見送られ、食事を終えた私と桐生社長は店をあとにした。

　あとはホテルを目指すだけ……のはず、が。私は道の端でうずくまり、その隣では桐生社長が呆れていた。

「うぅ……気持ち悪い……」

　からかわれたことから、意地を張って飲んだ日本酒。けれど、やはり自分には合わなかったようで、数杯飲んだだけでこの有様だ。店を出たとたん、私は気持ち悪くなって歩けなくなり、うずくまってしまっていた。

「ほら、言わんこっちゃない。意地張って、慣れないお酒飲むから」

「悪かったですね！　ただの意地っ張りで……うっ」

「はいはい、興奮しない。落ち着いて落ち着いて」

　呆れたように笑われたことが悔しくて反論しようとしたものの、吐き気が込み上げてきたので下をむくと、彼は私の背中をよしよしとさすった。

　うう、情けない。こんなふうに動けなくなるような無茶な飲み方なんて、いつもならしないのに。不覚だ。彼の前では、いつも自分のペースが乱れてしまう。

　仕事も食事も終えたことだし、ここはもう少し、ひとりで休もう。

「すみません、少し休んでから行くので先、戻っていてください」

　下を向いたまま言うと、頭上から「はぁ」と小さなため息が聞こえた。

「君ねぇ。こんな夜道に女の子ひとり置いていけるわけないでしょ」

「でも」

「動けないなら運んであげるよ。お姫様」

　キザなセリフを笑い混じりで言ったかと思うと、突然、私の背中と足もとに腕を回し、慣れた手つきで私の身体を持ち上げた。

「わっ!?」

　そして私が驚いているのを気に留めず、お姫様だっこで歩き出した。

　えっ……!?

　戸惑いながらも、抱き上げられたまま動くことができない。

　ちら、と見上げると、すぐ目の前には整った顔がある。たくましい身体。しっかりと支えてくれる腕、よろけることなく歩いていく足。彼の香りに包まれて、以前、抱き上げられた時よりもさらに強く、心臓がドキ、と鳴る。

　またこうやって軽々しく触れて、私の心を乱す。けど、あなたのその心は、どうせいつもと変わらないんでしょ？　意識してるのは、私だけ。

　そう思うとまた胸が苦しくなり、しがみつくように彼の胸もとへ頭を押し付けた。




　そのまま駅前のビジネスホテルに戻った。そこでは私と桐生社長、それぞれひと部屋ずつ取ってあった。そのうちの八〇二号室……そう、私用の部屋のベッドに、桐生社長は私をそっと下ろした。

「はい、マユちゃん。到着」

　薄暗い灯りがともる中、少し硬いベッドに身体が横たえられた。彼がするりと腕を離そうとした時、私は思わずその袖をぎゅっと掴んだ。

「マユちゃん？　どうかした？」

　不思議そうにこちらを見る顔は、やっぱりいつもと変わらない。そして彼の茶色い瞳には、うつろな目をした自分の顔が映っていた。

「どうして、いつもと変わらないんですか」

「え？」

「どうして、触れておいてなんとも思ってくれないんですか」

　どうして、こんなこと聞いているんだろう。どうして、意識してしまうんだろう。

　だって私は、こんな男のことなんて嫌いなはず。いきなりキスしてきたり、触れてきたり、最低な男で。なのにその表情を変えない顔を見ていると、なんだか切なくて、悔しい。

「私ばっかり、乱されてる」

　静かな部屋にその言葉が響いた。それを聞いた桐生社長は、黙って下を向いた。

「なんでそんな、かわいいこと言っちゃうかな」

「え？」

　ぼそ、とつぶやくと同時に、その頬がほんのりと赤く染まるのが見えた。

　なん、で……？

「桐生社長？　また熱ですか？」

　少し驚きながら、横になったまま手を伸ばし、彼の頬に手を添える。

　熱い、そう感じた瞬間、桐生社長は、その私の手を掴むと、上に覆いかぶさるようにして、私を見つめてくる。

　部屋の小さな灯りが逆光となり、彼がますます色っぽく見える。

「マユちゃんさ、分かってる？　ベッドの上で男にそんなこと言ったら、なにされるか分からないよ？　ましてや、僕みたいに無理矢理キスするような男には」

　彼はふっと笑って冗談のようにそう言ったけれど、私を見る瞳だけは真剣だった。

　そうだ、彼はそういう人だ。出会ってすぐ無理矢理キスをするような人で、へらへらと笑ってばかりいる。そんな人。

　だけど、それでも今、こうして彼とふたりでいられる理由は……。

「分かってます。あなたは、チャラチャラしていて最低で、意地悪くて……本当はマジメで、誠実な人だって」

　あなたの最低な面も、いい面も、どちらも知っているから。

「あなたの優しさを知っているから、私は今、ここにいられます。今、こうしてベッドの上にいても、怖いとか嫌だとか、思えません」

　甘い信頼だと思われるだろうか。でも、今ここで酔った相手になにかをするような人ではないと思う。

　優しい、人だから。

　その思いをまっすぐ見つめて伝えると、桐生社長は少し驚いた顔をして、そのあと、困ったような笑みをこぼした。

「マユちゃんには、本当に敵わないなぁ」

　そして私の頬へそっとキスをして、指先で優しく額を撫でた。

「僕、思うんだけどさ、きっとマユちゃん、マジメな男とは結婚できないよ」

「なんでですか」

「マユちゃんには最低なくらい世話の焼ける男が似合ってるから。僕みたいな」

　僕みたいな？

　その意味を問いかけようとしたら、ぎゅっと身体を抱きしめられてしまった。そしてその胸に顔をうずめていると、それ以上のことは言えなくなってしまう。

　全身を包み込む彼の香りを感じているうち、甘やかな愛しさが胸にあふれてきた。

　ずっとこのまま、身も心も抱きしめていてほしい。そう願うこの気持ちをなんと呼ぶのか、きっと私は分かっている。

　いつも私の気持ちのすべてを見透かしてしまう彼には、気づかれているのかもしれない。悔しくて、自分では認めたくはない、だけど、知らぬふりはできないほど、この胸を埋め尽くしていく、彼への気持ちが。










意味なんてありません




　彼の香りに包まれ、眠りに落ちた。

『まるで、僕みたいな』

　力強い腕の中、その言葉だけが遠くから響いている。冗談にも、本気にも聞こえる彼の声。

　それって、どういう意味ですか。またいつものからかい？　それとも、少しは彼の思いが込められている？　分からない、だから知りたい。だけど、知りたくない気持ちもある。こうして抱きしめられてもまだ、彼の心は分からないまま……。




　ぱち、と目を覚ますと、見慣れない白い天井があった。

　ここは確か出張先のホテルで、昨夜は……。そこまで考えて、はっと思い出し勢いよく身体を起こした。

　辺りを見渡すと、朝日に照らされた部屋の中には私のほか誰もおらず、静けさだけが漂っている。自分の服も、白いトップスに黒いスカート、ストッキング……と、寝たときのままだ。

　やっぱり、なにもなかった。

　安堵して小さく息を吐くと、アルコールの匂いがほのかに漂った。

「マズイ、臭い残ってる」

　口臭ケアのガムでも買っていこう……。

　寝ぐせで乱れた髪を手ぐしで直していると、かちゃりとバスルームのドアが開いた。

　ん？　誰かいる？

「あ、マユちゃんおはよー」

　ちらりと視線をドアの方へ向けると、桐生社長が現れた。それも上半身裸で。

「な、なんて格好してるんですか！　変態！」

「変態って……。顔洗うのに上の服を脱いだだけなんだけどなぁ」

　驚いて声をあげると、桐生社長は濡れた顔と前髪をタオルで拭きながら笑った。

　そして、つい目がいくのは、ほどよく筋肉のついたその身体。外食が多く、その量も多いはずの生活なのに、ウエストは締まっていて、腹筋は割れている。

　スーツの時の華奢な印象とは違う、しっかりと筋肉のついた身体を見ると、日頃からきちんと鍛えているのがわかる。

　それにしても、相変わらずいつもどおり。変わらぬ笑顔で、仮にも異性とふたりきりの部屋で、平気で半裸になったりするものだから、昨日の言葉の意味が余計に分からなくなる。

　それに、昨日はキスのひとつもなかった。頬に少し、触れただけ。秘書になった最初の日にはいきなりキスしてきたくせに、こういう時はしてこない。ただ抱きしめてきただけ。でもそれはどんな行為よりも優しく、愛しさに満ちていた。

「おーい、マユちゃーん？　聞いてる？」

　すると突然、目の前でひらひらと手のひらが揺れた。はっと我に返ると、ベッドに座ったままの私に視線を合わせるように屈んだ桐生社長が、私を呼んでいた。

「へ？　なにがですか？」

「だから、早く支度して下でモーニング食べに行こうって」

　ぜ、全然聞いてなかった……。

「は、はい」と明らかに聞いていなかった返事をすると、桐生社長は屈んだままベッドに手をつき顔を近づけてきた。ギシ、というベッドが軽く揺れた音を聞いて、彼はまたふっと笑った。

「シャワー浴びる？　せっかくだし、僕が洗ってあげようか」

　そうからかうように言うので、すぐ横にあった枕をその顔に押し付けると、彼は「ぶっ」と苦しそうな声を出した。

「バカなこと言ってないでください、変態」

「はーい」

　冷たく返すと、桐生社長は苦笑いしながら顔を離し「部屋で支度してくるね」と言って部屋をあとにした。

「ったく、もう」

　バタン、とドアが閉じられたあと、呆れた声を漏らしながら、私は再度ベッドに寝転がった。ごろんと身体の向きを左に変えると、自分のものともホテルのものとも違う香りがし、彼が一晩中ここにいてくれたのだと分かった。

「残り香」

　それを「くん」と小さく嗅いで、これじゃあどっちが変態だか分からないな、なんて心の中でつぶやいて、またシーツに顔をうずめた。




　それから、私はシャワーを浴びて支度をし直し、桐生社長と合流して、朝食を食べ、ホテルを出た。そして東京行きの新幹線に乗って仙台を発った。相変わらず混雑していた帰りの新幹線でも、座席は隣同士だった。

　行きの時も意識してしまったけれど、昨夜のことを思い出すと、今のほうが余計ドキドキしてしまう……！

　このドキドキをさとられてしまわないよう、仕事でもして気を紛まぎらわせようと、私はノートパソコンを取り出し文書作成を始めた。

　これをやっておけば会社に戻ってからの作業もはかどるし……。

「なに、マユちゃん移動中も仕事するの？」

　そんな私のパソコンの画面をのぞき込むようにして、桐生社長が声をかけてきた。

「え、えぇ。戻ってからの仕事がはかどるように」

「へぇ、えらいねぇ」

　そう言いながら、彼は「ふぁ」と大きなあくびをこぼした。そしてそんな気の抜けた表情すらも、素敵に見えてしまうから、余計に困る。

「寝不足ですか？」

「うん、昨日の夜はずっとマユちゃんの寝顔を見てたから」

　え!?　ね、寝顔を!?

　まさかずっと見られていたとは思わず、ボッと顔を赤くして桐生社長を見ると、本当なのか冗談なのか分からない様子で、彼はクスクスと笑った。

「ちょっと口開いてて、かわいかったよ」

「なっ！」

　口開いてたとか、かわいいとか……！

　頬がいっそう、かああと赤くなるのがわかった。そんな私に、彼は寄りかかってきて、肩に頭を乗せた。

「ひと眠りしたいから、肩貸して」

　耳のそばで低い声が響いた。それからほどなくして、「すー」と小さな寝息が聞こえてきた。

　全然、仕事にならないんですけど。

　肩にずしりと感じる重みにばかり気持ちがいってしまって、集中できない。

　よりかかってくる頭、かすかに頬に触れる毛先、昨日と同じ彼の香り。すべてにうれしさを感じて、ときめいている。

　これはきっと、信頼しているとか慕っているとか、そういったもの以上の気持ち。

　彼のことが愛しいと、強く感じている。




　桐生社長への好意を自覚したとたん、彼の本心がますます気になってきた。

　彼はどうしてキスをしたり、抱きしめてきたりするんだろう。「好き」と言われたわけではない。ということは、やっぱりからかわれている？　彼なりのスキンシップでしかないのに、それをいちいち本気で受け止めているとしたら、バカな女だと思われる？　それはそれで、嫌だ。

　冗談なのか、本気なのか、彼の心がなにひとつ分からない。自分がどうしていいかも、分からない。

　ピリリリ、と突然、鳴った音に、はっとする。我に返ると、そこはいつもどおり自分ひとりの秘書室で、目の前のデスクに置かれた電話機が着信を知らせていた。

　ぼーっと、してた。いけないいけない、仕事中なんだからしっかりしなくちゃ。

　仙台出張から戻って一週間。私は最近ぼんやりとしていることが多いと、自分でも思う。その理由は、もちろんというかなんというか……桐生社長のせい。

　ちら、と見た社長室側の壁。そこからかすかに聞こえてくる声は、桐生社長とたずねてきた取引先の人のもの。

　現在、桐生社長は打ち合わせの真っ最中。『秘書室で控えてて』と言われた私は、ひとり事務仕事でもしようと席に着いたわけだけれど……気づけば考えてしまうのは、彼のことばかり。しかもあれこれと考え始めると、考え過ぎてつい悩んでしまう。

「はっ！　電話！」

　そういえば電話が鳴っていたんだった！

　慌ててデスクの上の電話を手に取った。

「はい、真弓です」

《あ、お疲れさまです。総務の井いの上うえです。今、受付から連絡がありまして、桐生社長にお客様とのことなんですが……》

　お客様？　取引先かな？

　平日の昼間の訪問なのでそう思い「今向かいます」と電話を切る。

　どこの会社の人だろう、予定では、今日アポイントが入っていたのは、今来ている取引先だけのはずだし。とりあえず、自分が行って話を聞こう。それから応接室で少し待ってもらって……。

　そう考えながら、私は秘書室を出て、エレベーターで一階へ下り、エントランスにある受付に向かった。




「お待たせ致しました」

　そう言ってから見ると、立っていたのはひとりの女性だった。小柄で華奢な身体を、品のよい白いコートで包んだその女性は、ロングヘアを揺らしてこちらを見た。切りそろえた前髪の下の目がパッチリとしていてかわいらしく、肌も白く透明感があってキレイだ。

　あれ、この人どこかで見た気が……。

　一瞬考えて、すぐに思い出した。

　そうだ、この人……アンベリールの社長の娘で、桐生社長の婚約者だ。

　そのかわいらしさは、最初に見たときから強く印象に残っていた。

「あっ……すみません、お忙しい中いきなり」

　かわいらしい声に我に返り、挨拶もまだだったことを思い出して、頭を下げた。

「いえ、とんでもない。申し遅れました、桐生社長の秘書の真弓と申します」

「あっ、あなたが『マユちゃん』さんですね！　祐輔さんからお話は聞いています」

　マユちゃんさん、って。なんだか気の抜けた響きだなと思うと同時に、桐生社長が私のことを彼女に話していたことを知る。

　どうせ『無愛想な秘書がいる』とか、その程度の世間話なんだろうけど。大きな取引先の娘で婚約者。そんな彼女の前であれば、あの男も猫だってかぶるだろうし。

　私のそんな思いにまったく気づく様子もなく、彼女はニコニコとかわいらしい笑顔を見せて頭を下げた。

「こちらこそ、申し遅れました。竜りゅう宮ぐう花音かのんと申します。いつも父をはじめ、アンベリールがお世話になっております」

　ゆっくりとした口調と柔らかな声……そこから気品が漂う。

「私も父の会社で食材の卸関係の仕事を学んでいまして。それで、今日はちょうど近くまで来たついでに、祐輔さんに仕事の相談をと思ったのですけど。お電話しても出られなかったので、直接、来てしまいました」

　花音さんは恐縮したように「いきなりすみません」と付け足した。私は、彼女のようにニコニコとはできなくとも、冷たく聞こえないように柔らかな言葉遣いを心がけて言った。

「そうだったんですね。実は桐生社長は今、来客中でして。上の応接室でお待ちいただいてもよろしいですか？」

「いいんですか？　すみません、ありがとうございます」

　ぱあっと表情を明るくする、その顔は正直、同性から見ても魅力的だった。

　見た目も中身もかわいくて品があるなんて……さすが、アンベリールの娘さんだ。そりゃあ桐生社長も、親の決めた婚約とはいえ不服はないだろう。

　私は、花音さんを案内してエレベーターに乗り、社長室のある十二階の一番手前にある応接室へ彼女を通す。そして隣の給湯室で手早くコーヒーを淹れると、待っている花音さんの前にカップを置いた。

「コーヒーでよろしいですか？」

「はい、ありがとうございます。いただきます」

　彼女は笑ってうなずくと、そのまま視線をじっと私へ向ける。

「あの、なにか？」

「あっ、いえ……その、祐輔さんがおっしゃっていたとおり、キレイな方だなと思いまして。つい見とれてしまいました」

　って、そんなかわいい顔でなにを言うの!?　素？　嫌味？……いや、嫌味を言うような人には見えない。中身もいい人なんだなぁ。非の打ち所がないって、こういう人のことを言うのだろうか。ていうか、桐生社長はこんなにかわいい人になんの話をしているんだか！

「き、桐生社長は、女性相手なら誰にでもキレイとおっしゃいますから」

「ふふ、確かに。口がうまい方ですものね」

　桐生社長が猫をかぶっていても、本当は調子のいい人だということを見抜いているのだろう。花音さんはカップを手にくすくすと笑う。

「でも、人を傷つけることや悪口は言わないところが、私はとっても好きなんです」

　好き、そう頬を染めて言った、そのひと言に、彼女の本心が見えた気がした。

「なんて、すみません。お恥ずかしいことを」

　そう言って笑いながら、花音さんは照れを隠すように髪を耳にかけた。そんな純粋な瞳で、かわいらしく笑って。どれほど彼を深く思っているのだろう。

「竜宮様は、桐生社長のことがとてもお好きなんですね」

「えぇ。父が決めた結婚相手ですが、私は祐輔さんでよかったと思っています」

　私の問いかけにも、花音さんはためらったりごまかしたりすることはなく、はっきりとうなずく。

「彼が私に対して遠慮して接してくださっているのは分かっています。本当の彼の顔はまた違うことも……なんとなく。でも、少しずつ知っていけたらうれしいです。優しくて誠実な、祐輔さんが好きなんです」

　言い切って、まっすぐな目で私を見る。その強い視線に「どうして私にそんな話を」と浮かびかけた疑問の答えがすぐに出てしまった。

「ですから、その、真弓さんと祐輔さんが……その……」

　不意に言いづらそうに口ごもる、その先の言葉も、簡単に読み取れてしまう。

　本気なんだ。花音さんは本気で桐生社長を思っていて、私と彼の関係を誤解しているのだろう。

　言ってしまいたい。あなたの好きな男は、秘書相手に戯たわむれにキスするような最低な男だと。本当の彼は、軽薄で、嫌な男で、あなたが夢見ているような、いいところばかりの人ではないと。

　そんな話をしたら、彼女の心も冷めるかもしれない。「そんな人と結婚などできない」と、婚約話がなくなるかもしれない。

　……なんて、一瞬、浅はかな夢を見てしまった。だけど、目の前には、不安げな目で私を見る花音さんがいる。その真剣でせっぱつまった表情を見て、言葉を呑み込んだ。そう、そんなことをしても意味がないって分かっているから。

「大丈夫ですよ。私と桐生社長はただの上司と部下です。それ以外の関係なんて、ありません」

　はっきりと否定して、私はドアへ向かった。

「桐生社長がいらっしゃるまで、少々お待ち下さい。失礼いたしました」

　そして深く礼をすると、花音さんをひとり残して応接室をあとにした。

　バタン、と閉じたドアにもたれかかり、深いため息をつく。それは、しっかりと『社長とは仕事だけの関係だ』と言い切ることができたことへの安あん堵どや、それ以外言いようがないという憂ゆう鬱うつ。そんなごちゃごちゃな気持ちが混じったため息だった。

　桐生社長は、そろそろ来客との話は終わっただろうか。

　様子をうかがいに行こうと身体の向きを社長室のほうと変えた。すると、

「マユちゃん」

　目の前に桐生社長が立っていた。

　突然のことに、驚きと気まずさで心臓がドキッと跳ねる。

「き……桐生社長。いらっしゃったんですか。お客様はどうされたんですか？」

「今、ちょうど帰っていったところ」

　私が応接室にいる間に、エレベーターまで見送ったのだろう。彼は閉まったエレベーターを見て言った。

「竜宮様がいらっしゃっていて、応接室でお待ちです。私は秘書課に用がありますので、十一階にいます。なにかありましたら電話でお呼びください」

　顔を見ると、苦しさで胸が押しつぶされそうになる。だから、いったんこの場から逃げようと、それだけ言って、桐生社長の横を通り過ぎようとした。すると彼は、そんな私の腕を引っ張って足止めし、すぐ近くの給湯室へ引っ張っていく。

「ちょっと……桐生社長、私の話、聞いてました？」

「聞いてたよ。花音の話も、マユちゃんの言葉も、全部」

「え……？」

　聞いて、いた？

　その言葉に一瞬、驚いたけれど、聞き耳をたてていたからこそ、このタイミングで声をかけてきたのだろうとすぐに納得した。

　そっか、聞いていたんだ。花音さんの彼への思いも、私のはっきりとした否定も。

「なら、早く行ってください。お待たせしては失礼ですよ。大切な、婚約者なんですから」

　狭い給湯室の中、気まずさに下を向いている私に、桐生社長は腕を掴んだまま言う。

「大切な婚約者、ね。なかなか嫌味っぽい言い方だねぇ」

「嫌味なんて言ってません。ただの事実です」

　目を逸らしたまま冷たく言い切ると、彼が私の腕を掴んでいた手を離した。そしてその手で私の顎をクイッと持ち上げ、距離を縮めたかと思うと、キスをした。

「んっ……」

　……！

　彼の唐突な行動に驚き、すぐにはねのけようとするものの、彼はその胸を叩いている私の両腕を掴むと壁に押しつける。そして自由がきかなくなった私に、さらにキスを続けた。

　むさぼるような、荒々しいキス。その唇は、必死になにかを伝えようとするように私の唇に吸いつき、舌を絡め、また口付ける。

　なんで、キスなんてするの。なんで、やめて。だって。

「っ……」

　気持ちを声に出せない代わりに、私は彼の唇をガリッと噛んだ。痛みにほんの少し力が緩んだ隙に、手をふりほどいて彼との距離をとった。

「イタッ……びっくりした、まさか噛まれるとはね」

　唇ににじんだ血を指先でぬぐいながら、彼は私をまっすぐ見つめる。

「僕は、花音の気持ちに応えるつもりはないよ」

「なにを言っているんですか」

「花音の気持ちをわかってて、最低かもしれないけど、適当に結婚して会社のためになればいいと思ってた。けど今は違う。僕には、マユちゃんしか見えてない」

　目を逸らして逃げたいのに、そうできずにいるのは、彼の思いが本物だと伝わってくるから。からかいや、その場しのぎなんかではない。熱い思いが、その瞳に映っているから。

　だけど、彼と彼女の〝結婚〟には、大きな大きな意味がある。それは、うちの会社の今後を左右するほどの。

　それに比べて、私はただの秘書、ただの会社員。彼の手をとったところで、私がしてあげられることなんてない。だからこそ、私がするべきことはひとつ。それは、花音さんに余計なことを言うことでも、彼の言葉に甘えることでもない。

「……はぁ」

　私は呆れたようにため息を漏らしてみせた。

「いい加減にしてください。バカなことばかり言わないで。最初に言ったはずです。あなたみたいな最低な男は嫌いだと」

「嫌いな男に、何度も抱きしめられてキスされてたの？　少なくとも僕には、マユちゃんも僕と似た心を持ってくれているように感じられていたんだけど」

　そう問いかけてくる顔に、いつものような笑みはない。余計な感情はいっさい取り払って、社長はまっすぐに私に向かい合ってくる。だから、私も余計な感情は見せずに向かい合う。

「うぬぼれないでください。あなたは社長で私は秘書、それだけで絶対的な関係は生まれているんです」

　冷たく、突き放すように、ありのままの事実を言った。

「あなたが社長だから、逆らえないから、キスを受け入れただけ。ほかのこともすべて、あなたが社長じゃなければ従わなかったことです」

　あなたは社長で、私は雇われている立場。だから逆らえないし、従うしかない。キスだって、抱きしめられることだって、望んだわけじゃない。社長相手だから、我慢していただけ。

「仕事がありますので、失礼します」

　感情を出さずにそう言うと、私はその場を後にした。

　そう。だから、私はそういう人間だから。こちらを見ることなんてせずに、彼女を見つめていてください。適当に結婚したって、いつか愛が生まれるかもしれない。こんなところで間違ったことを選ぶより、有望な未来を選ぶべきです。

　私がするべきことは、一線を引くこと。そして、彼を現実に引き戻すこと。からかいから始まった、恋の錯覚に溺れてしまわないように。

『でも人を傷つけることや悪口を言わないところが、私はとっても好きなんです』

　知っている。彼は、口がうまくて調子がよくて、だけど優しくてあたたかい人。抱きしめる腕の強さも、唇の薄さも、熱いキスの感触も、会社を思う情熱も……すべて知っているからこそ、甘えてはいけない。今ここで突き放さなければいけない。彼には彼に、見合った道を歩いてほしい。

　エレベーターを待つこともできず、ひと気のない階段を早足で下りながら、涙をこらえる。

　泣くな、泣くな。涙をこぼしてはいけない。ひと筋でも、頬を伝わないように。

「あれ、真弓さん？」

　すると突然、踊り場のところで声をかけられた。驚いて足を止め、顔を上げると、そこにこちらに上ってくる形で、三木さんがバインダーを手にして立っていた。

「三木、さん……」

「珍しいですね、階段で会うなんて。あ、もしかして真弓さんも運動不足解消にですか？　俺もたまに……」

　そんな話をしながら、三木さんは笑いかけてくれる。私もいつもと変わらぬ顔で答えなければと思うのに、うまく言葉が出てこない。

「あれ、真弓……さん？」

　そんな私の様子が、なにかおかしいと察したのだろう。三木さんは不思議そうな顔をしてこちらに一歩近づいた。

「大丈夫ですか？　なにか、ありましたか？」

　優しくたずねてくれる、その穏やかな声を聞いて、ずっとこらえていた気持ちが限界に達した。声を発しようとしたと同時に、目からポロポロと涙がこぼれ出した。

「すみ、ませ……私っ……」

　いつものように、冷静にしゃべることができないばかりか、言いたいことすらまとまらない。次から次へと涙がこぼれて、そんな自分の情けない顔を見られたくなくて、私はうつむいた。

「……真弓さん」

　すると、三木さんは空いていた左手で私の頭をそっと抱き寄せた。きっと、泣き顔を見られたくないと思う私の気持ちを汲んでくれたのだと思う。

　優しい、なぁ。

　三木さんの優しさに触れながらも、心に思い浮かぶのは、桐生社長のことばかり。

　きっと、桐生社長の前で泣いたら、彼も同じように抱きしめてくれただろう。彼も、優しい人だから。だけど、それではいけないから。涙をこらえて、〝秘書として〟の言葉を伝えたんだ。私、間違ってなかったよね。間違ってなかったはず。

　そう自分で自分に言い聞かせるけれど、涙は一向に止まらない。胸の奥が苦しい。三木さんの腕の中で泣き声を押し殺す。

　口の中にはまだ、彼の血の味が残っていた。










君に伝えたいんです




　社長室の壁際に置かれた、大きな水槽。色とりどりの熱帯魚たちは、この限られた世界をすいすいと泳ぐ。景色の変わらぬ箱の中を、一生懸命泳いで、与えられた餌を食べて生きる。それはまるで少し前までの、窮きゅう屈くつな世界に生きていた自分のようだ。

「失礼します」

　平日の朝、九時すぎ。日課である水槽の魚への餌やりをしていると、ドアが開く音とともに彼女のよく通る声が室内に響いた。目を向けると、そこには黒いジャケットに膝丈のタイトなスカート、といかにも生きマジメで、隙のないスタイルの彼女。マユちゃんこと真弓絵理は、今日も笑顔ひとつ見せずに書類を手にして歩いてくる。

「おはよ、マユちゃん。今日の予定は？」

「すべてこちらにまとめてあります。私は今日、秘書課の会議にかかりきりになってしまいますので」

　マユちゃんはそう言うと、打ち合わせや外出など、今日のスケジュールがまとめられた紙を一枚手渡してきた。それから「こちらの書類もご確認お願いします」と、クリアファイルにまとめた書類の束も渡された。

「秘書課におりますので、なにかありましたらお呼びください。失礼します」

　そして背筋を伸ばして一礼すると、足もとのエナメルのパンプスをつやめかせて、社長室をあとにした。時間にして、たった一分。会話が短いにも、ほどがある。

　最近、秘書がそっけない。もともとクールで、にこやかさとは無縁な彼女だ。けれど最近は輪をかけてそっけなく、目を合わせることもなく、最低限の会話だけをして僕の前を去っていく。

　あそこまで冷たく拒絶されると、さすがの僕もからかえない。原因は、わかっているけど。

「はぁ」とため息をつくと、不意にスーツの胸ポケットから《コケコッコー！》とスマートフォンの着信音が鳴った。

　電話……誰だろう。

　取り出して画面を見てみると、【着信：竜宮花音】の文字があった。一瞬ためらったが、通話ボタンをタップして電話に出た。

「はい、桐生です」

《あ……おはようございます、花音です》

「おはよう、花音。どうしたの？　珍しいね、電話なんて」

　いつも用件はメールで伝えてくることが多い花音に問いかけると、《えぇ、たまには》と細くかわいらしい声が返ってくる。

《祐輔さん、今夜、お時間はありますか？　よろしければお食事でもどうですか？》

「食事？　うん、いいよ。どこか行きたいところはある？」

　うなずくと、電話の向こうで花音がぱあっと表情を明るくしているのが想像できた。

《いえ、いつものように祐輔さんにお任せします》

「わかった。じゃあ、十九時半にそっちまで迎えに行くから」

　そう言って電話を切ると、切り替わったホーム画面の日付から、彼女からしっかりと線を引かれたあの日から一週間が経っていることに気づいた。

　気まずいのも一週間目、だ。




　桐生祐輔、三十二歳。食品関係のグループ会社を統率する父親から、子会社のひとつ、株式会社セントラル・フーズを任され、社長として経営している。母親に似た顔、父親に似た経営者としての頭、そのことについてはなにひとつ不満なく生きてきて、実際、仕事も順調だ。そんな日々の中で、頭の中を占めていることがひとつある。

「あれ？」

　さっき彼女から渡された書類の束に目を通すと、【全十五枚】と書かれたその用紙が十四枚しかないことに気づく。

　一枚足りないや。抜けてしまったのだろうか。マユちゃんにしては珍しいな。今日は会議で忙しいって言っていたし、自分で取りに行こう。

　そう決めると、僕は社長室を出て秘書課へと向かった。エレベーターで一階下に下りたところにある秘書課。ドアを小さめに開けて中をのぞき込むと、まだ会議は始まっていないらしく、各部署の秘書たちが、室内に散らばって話をしている。

　僕自身はなんてことない気持ちでも、社長が現れた、となると、皆がざわついてしまう。だからできれば、誰の目にもつかずにマユちゃんを呼び出したいんだけど……。と思うものの、マユちゃんは、秘書課の一番奥の方にいる。

　目につかず、は無理か。

　そう諦めて彼女を呼ぼうとした。けれど、よく見るとマユちゃんは三木と話をしている。内容は聞こえないけれど、なにかを言った三木に、マユちゃんは少し困った顔をして、うなずく。そして、柔らかな笑みをこぼした。

　……笑って、る。

　自分以外の、男の前で。その光景に胸が詰まった。

「見て見て、真弓さんが笑ってる」

「わ、本当だ。珍しい」

　聞こえてきた声は、フロアの入り口辺りにいた二名の女性社員のもの。彼女たちは、背後にいる僕に気づくことなく話を続ける。

「真弓さんもああやって笑ったりするんだねー」

「相手が三木さんだからじゃない？　付き合ってるって噂だし」

　……ん？　付き合って、いる？　マユちゃんと三木が？

　初めて耳にするその話に、驚いた僕は、つい聞き耳を立てる。

「えっ、そうなの？　初めて聞いた！」

「この前、仕事中に、階段のところで三木さんが真弓さんのこと抱きしめてるの見た人がいるんだって。しかも、真弓さん泣いてたらしくてさぁ」

「えぇ!?　あの氷の女王が!?　やっぱ彼氏の前で見せる顔は違うんだね～」

　三木が、マユちゃんを抱きしめてた？　しかもマユちゃんが泣いていたなんて……。

　自分は見たことがない彼女の表情を、ほかの男が見ている。そのことに強いイラ立ちを覚える。

　三木の前では、泣くんだ。涙以外にも、僕に見せない顔を三木には見せているんだろうか。チリ、と音を立てるこの胸の内を知らずに。

「マユちゃん」、そう呼ぼうとしたのを呑み込んで、僕は音を立てないように廊下へと戻った。




　世間は僕を〝御曹司〟と呼ぶ。けれど、決して恵まれたことばかりではなかった。

　忙しい父と、子供にあまり関心のなかった母。幼いころの記憶で、はっきりと残っているのは、ある日の夜、家を出ようとした母のコートの裾を握って引き留めたこと。けれど母は、そんな僕の手を振りほどいて、背を向けて家を出ていった。

　その時、幼心に知った。家族と言えど、無条件に愛を注げるわけではないのだと。

　家政婦さんもいたし、父に育てられる日々に不満はなかった。むしろ、充分すぎるほどの教育を受けさせてもらい、豊かな生活をさせてもらえたことに感謝している。

　けれど両親が離婚後、父相手に『金をよこせ』と、無心に来る母の姿をたびたび、目にした。僕のことなど見ていない、置いていった子供より自分のための金のほうが大事、そんな母だと感じたせいか、物心ついたころから僕は、自分以外の人間が信用できなくなっていた。

　それは今でもそう。仕事相手や友人として、他人を信頼することはできる。けれど、それ以上に近い存在として、誰かに、心を開くことができない。

　だって、信じたっていつか手は離される。終わってしまう。永遠の愛などないから。いつかまたあんな悲しい思いをするくらいなら、最初から、心を開いた関係なんて築かなければいい。




　社会人になって五年ほどが経った二十七歳の時。父から、当時、経営が傾き始めていたこの会社を任せられた。

『立て直せるかどうかは、社長のお前次第だ』

　その父の言葉に火をつけられたように、ありったけの情熱で仕事に打ち込んだ。

　まずは、経験の浅い自分なりに情報網を張ろう。会社の体質を変えて、世の中は自分たち食品会社になにを求めているのか、どんなものを流通させたらいいのかを常に把握しよう。

　そう思って、考えたことをひとつひとつこなしていくうちに、いつしか会社はよい方向へと伸びていった。

〝成長中の食品会社の若き社長〟、そう呼ばれることが増えていくと、それに比例するように、いっそう異性から声をかけられることが増えた。

　けれど、どうしても女性を相手にすると冷静になってしまう。たいていは自分の見た目や立場に目がくらんで、中身なんて見ちゃいない。中身を見て真剣に付き合ってくれようとする人もいたけれど、それでも僕は、その人の気持ちに応えたいとは思えなかった。どうせ今だけ。そう思えて、そもそも興味すらわかなかった。

　そんなだったから、父から『会社のために彼女と結婚してほしい』と花音を紹介された時も、特に抵抗なく受け入れられた。誰といてもこの心は変わらない。それならいっそ、結婚も仕事として割り切れば、それなりにうまくいくだろう。そう思って、花音とも会うようになった。

　そんなある時、仕事中、偶然目に入ったのは、ひとりの女性のクールな横顔だった。

『お疲れさまです。これ、総務から秘書課あての書類です』

　通りがかった秘書課にいた彼女は、笑顔ひとつ見せずに、ほかの社員と会話を交わしていた。

　美人。だけど冷たそう。

　それが正直な第一印象。

『ねぇねぇ、あの子誰？　あのクールそうな美人』

『え？　あぁ、総務の真弓さんですか？　確か〝氷の女王〟って呼ばれているんですよね、ピッタリって感じ』

　当時の秘書の言葉で知った、〝総務の真弓さん〟と〝氷の女王〟というあだ名。

　すごいあだ名だなぁ……けど、なんか分かるかも。

　そう思った時から、これまで特別気にしていなかった彼女の名前が、なにかと目に入るようになった。

【報告書、総務部・真弓絵理】

　報告書一枚を見ても、文書の内容は完璧で、誤字脱字もひとつもない。凛り々りしい彼女のイメージどおりの出来だった。おまけにその書類に貼り付けられた付箋に書かれた文字も、丁寧でキレイだった。

　すごいな。うちの社員にこんな人がいたとは。今まで気づかなかったけど、ほかの仕事の出来も見て、結果次第ではもっと上の立場に勧めてもいいかもしれない。

　そんなことを考えていたある日の夜。業務の都合で遅くなった帰りに、三木に用があって秘書課があるフロアに立ち寄った。けれど案の定、三木をはじめほとんどの社員は帰宅していて、秘書課には誰もいなかった。

　仕方ない、諦めるかと引き返そうとした時、同じフロアの一角だけ、電灯がついていることに気づいた。

　総務……誰か残っているのかな？

　こそっとのぞき込んでみると、ひとり黙々とデスクに向かう彼女の姿があった。ボールペンを手に、デスクの上の用紙になにかをガリガリと書いては、頭をひねりながらぐりぐりと塗りつぶし、書いては悩みを繰り返す。

　書類、直してる？

　ひとりで頭を悩ませ、何度も何度も推すい敲こうして……その姿は、ただただ意外に思えた。

　書類から感じる彼女は、いつも完璧だった。けれどその完璧さは、遅くまで残り、ひとり頭を抱えて悩む、彼女の努力の上に成り立っているのだと知った。

　意外すぎる。そんな彼女のことを、もっと知りたい。完璧以外の顔が見たいとか、予想外のことが起きたらどんな顔をするのだろうかとか、思ってしまった。

　初めてだった。誰かのことをもっと知りたいと、興味を持ったこと自体が。




　それからほどなくして、秘書として働いていた女性社員が退職をした。次の秘書をどうしようか、そう考えたときにすぐ浮かんできたのが彼女の顔。秘書課の所属ではないけれど、異動すれば問題はない。彼女くらいできる人なら、秘書検定だってすぐとれるだろうし、第一、きちんと働けるなら資格は気にしない。

　そうと決めたら不思議と迷わず足が総務部へ向かっていて……からかった結果、回し蹴りを食らったわけだけれど。でも、あの日あの瞬間、初めてその目に僕の姿がしっかりと映ったことがうれしかった。

『んじゃ、これからよろしくね。新しい秘書さん』

　僕が、僕自身が、君を選んだんだ。……なのに、今ではすっかり距離が遠くなってしまったのがもどかしい。




　その日の午後。社長室のデスクで、ふて腐れたように頬杖をついている僕を見て、用事があるからと会議の合間をぬってやってきた三木は苦笑いをした。

「社長。なんなんですか、その顔」

「なに？　いつもどおりですけどなにか？」

「全然いつもどおりじゃないですよ。『超不機嫌です』って顔に書いてありますよ」

　そりゃあ不機嫌にもなる。あんな噂を耳にしたあとで、その張本人である三木と、こうして顔を合わせているのだから。

　自分のことながら、いい年して子供っぽいと思う。けれど、愛想笑いもできないほど、心に余裕がない。

　そんな僕の不機嫌の理由を知ってか知らずか、三木はそれ以上問うことはせず、「仕事に支障がなければいいですけど」と頬をかく。

　三木は大学の後輩で、卒業後もなにかと顔を合わせていた仲間のひとりだ。少し口うるさいけれど、学生のころから変わらない、マジメで優秀なところが信頼できる。だからこそ、マユちゃんと付き合ってる、なんて噂も「三木ならありえる」と納得してしまうわけだ。

　けど、事実だと認めたくない気持ちのほうが当然大きい。マユちゃん本人には確認できない以上、三木に聞くしかない、と覚悟を決めて、僕は口を開いた。

「今日女の子たちの噂で聞いたんだけど。三木ってマユちゃんと付き合ってるの？」

「へ？」

　唐突な問いかけに、三木はきょとんと目を丸くする。けれど、不機嫌なままの僕の顔を見て、なにかを察したようだった。

「あー……それが不機嫌の理由、ってわけですか」

　まるで子供のようだ、とでも言いたげな三木を「うるさい」とにらむ。

「付き合ってますよ」

「え!?」

「って、言ったらどうしますか？」

　コイツ……。

　一瞬、信じかけて本気で驚いてしまったが、三木が続けた言葉から察するに冗談だったのだろう。いつも僕にからかわれている分、恨みでもあるのだろうか。悔しくてますます不機嫌になる僕を見て、三木は楽しそうに笑う。

「冗談ですよ。けど、真弓さんって案外かわいい人だなとは思います」

「かわいい」、三木が彼女に向けたその言葉が、ひどく癇かんにさわる。彼女のことを自分と同じように見ている人がいるということに、またイラ立ちが込み上げた。

「好きなの？　彼女のこと」

「どうでしょうね。社長相手とはいえ、そこまで言う必要はないですから」

　真剣な顔で問う僕を、三木はふっと笑ってあしらい、ドアの方へ歩き出した。

「けど、うかうかしてると奪っちゃいますから。あとで後悔だけはしないように動いたほうがいいんじゃないですか」

　その言葉を残して、バタンとドアが閉じられた。

　……ムカつく。

　自分より彼女に近い三木も、三木には涙を見せる彼女も、言われっぱなしで反論できない自分も。

「『あとで後悔だけはしないように』って……すでにしてるんだけど」

　ひとりきりの室内でぼそっとつぶやいた。

　後悔、してる。あの日、彼女にしっかりと一線を引かれた時、唇を噛まれても離さなければよかった。どんなに拒まれても、思いを伝えればよかった。そうしていたら、今の関係は、もっと違うものになっていたんだろうか。

　彼女に触れたい、抱きしめたい。こんなにも思いは胸にあふれるのに、距離が遠い。




「祐輔さん？」

　名前を呼ばれ、ふと我に返ると、目の前には僕の顔をのぞき込む大きな目……花音の顔があった。

　いけない、ぼんやりしてた。

　ここは外に面した壁がガラス張りで、外の景色が見渡せるレストラン。昼間の約束どおり、花音とふたり、新宿のホテルの最上階にある、有名なフレンチレストランにやってきていることを思い出した。ピアノの生演奏が響く中、不思議そうな顔で向かいに座る花音が聞いてきたので、僕は苦笑いをしてごまかした。

「ごめん、あまりにもキレイな景色だから見とれてた」

「ふふ、たしかに。キレイですよね」

　それが言い訳だと気づいているのかいないのか、花音は窓の外の夜景を見て笑った。

　花音は、アンベリールという、取引先の中でも大きい高級カフェを展開している会社の娘で、僕の婚約者だ。会社自身体は兄が継ぐからと、彼女自身は会社をより安定させるために、僕と結婚という話となったそうだ。

　もちろん僕の側からも、大きな取引先が身内となればいろいろとやりやすくなる面も出てくるし、また新たな業態に乗り出すことも考えられる。

　お互いにいい条件の〝結婚〟だ。

　彼女自身も、かわいらしい顔立ちに柔らかな話し方、優しい性格、と文句のつけようもないくらい素敵な女性だ。しかも、会っているうちに彼女が僕に心を寄せてくれているのも感じとれる。なんとなく、一緒になるのも悪くないかなとか、愛情なく条件だけで結婚しようとしている僕のことも優しい彼女は許すのだろうとか、ずるいことばかり考えていた。

「あの、祐輔さん」

　すると花音は、それまで手にしていたフォークを置き、改めて僕を見る。

「ん？　なに？」

「私たち、その……こうしてお会いするようになって、来週で一年になりますよね。そろそろ、恋人という関係に進みたいと、私は思うのですが」

　それは、一年前に僕が花音に言ったことだった。

『いきなり結婚じゃなくて、せっかくならお互いのことをよく知ってから、恋人、夫婦になっていかない？』

　そもそも結婚に乗り気ではなかった自分のささやかな抵抗と、その一年の間で彼女が『やっぱり嫌だ』と言い出すことを期待して、言ったことだった。けれど、その期待とは逆の方向に向かったようで……自分のずるさが際立っただけだった。

「父が決めた結婚ですが、私は本気です。祐輔さんの気持ちが私になくても、それでも構いません。私は、あなたが好きです」

　花音は、僕をそうまっすぐに見つめて、言い切った。

　僕もその顔を見つめ返した。

　ふたりの間にピアノの美しい音色だけが響く。

　花音は、気づいている。こうしてふたりで過ごしている間も、僕の心に花音はいないことを。無意識に思い浮かべている顔は、無愛想な〝彼女〟のものだということを。

　いつものように優しさでごまかすことも、逃げることも簡単だ。けれど、きっとそれは違うから。

『本当はマジメで努力家なあなたとともに生きたい、と願う人も、いるはずですから』と、その〝彼女〟は言った。

　そんなの、綺麗ごとだ。ともに生きたいなんて一瞬は思っても、それが永遠に続くわけなんてない。ずっとそう思ってきたし、今も思う。

　だけど、彼女があまりにも真っ直ぐな目で言うから。その言葉を、思いを、信じてみたいと思ったんだ。

　その思いを胸に、僕は今どうするべきか。会社のしがらみや家族との義務に従うのは簡単だ。だけど、大切なのは自分がどうしたいかだ。誰といたいか、誰と話をしたいか。誰のことを思って、誰のことを抱きしめたいか。

「僕の話、聞いてくれる？」

「え？　あ、はい」

　突然そう切り出すと、花音は不思議そうに首をかしげてから、小さくうなずいた。

　僕の、正直な気持ちを話そう。一途な気持ちには、一途に、正直に返すんだ。

「僕の会社にさ、〝氷の女王〟って呼ばれている女性社員がいるんだけど」

「氷の……すごいあだ名ですね」

「本当だよね、でも本人は全然、気にしていないからビックリするよ」

　笑いながら言うと、つられるように花音もクスクスと笑った。

「クールでニコリともしなくて、厳しい人でさ。聞いた話だと、正しいと思ったことは上司や先輩相手にもずばずば言っちゃうから、皆、圧倒されちゃうらしくて」

「ふふ、まっすぐな方なんですね」

「うん。彼女は僕にも容赦がなくてね。出会い頭に回し蹴りをされて、ちょっとちょっかいを出したら怒られたりして」

　思い出すと苦笑いが出る。けれど、そんな出来事すら、彼女との大事なやりとりに思える。

　グラスの中の水をひと口飲んでから、窓の外を見ると、東京の夜の灯りがきらめいている。

「けど、素直な人なんだ。悪いと思ったら謝るし、ありがとうもきちんと伝えてくれる。その場の空気によく気づいて、さりげなく人をかばうのが上手で……。それに、たまに見せてくれる笑顔が、すごくかわいい」

　不器用に謝ったり、不服そうながらもありがとうを伝えてくれる。そんな一つひとつがかわいいと思える。

「素の僕を見ても距離を置いたりせずに、希望をくれたんだ。ニコニコするわけじゃない、けどまっすぐな目で向き合ってくれた」

　そんな彼女だから、いつしか惹かれていたんだ。

「最初は興味本位だった。でも今は違う。彼女のそばにいると安心する。いろんな顔を見たいとか、自分も見せたいとか、〝こうしたい〟っていう欲が止まらなくなる」

　興味、そんな言葉では片付けられない感情を、今は彼女に持っている。そう伝えた僕に、花音は小さく微笑んだ。

「祐輔さんは、その方が好きなんですね」

「好き」、そのひと言に、僕は声を出さずにうなずいた。

「なんとなく、わかっていました。あなたが〝マユちゃん〟の話をする時は、いつも優しい笑でしたから」

　その日にあったことなどの、他愛ない話、短い話からいろいろと察していたのだろう。花音は諦めたように笑いながら、一瞬、泣き出しそうな表情を見せて言った。

「だからこそ、取られたくなかった」

　か細い花音の声が、ピアノの音に混ざって響く。

「ごめんね、花音。君とは結婚できない」

　そう言い切ると、堰せきを切ったように花音の丸い瞳からポロポロと涙がこぼれ出した。可憐な泣き顔。だけど心に焼き付いているのは、目の前にある花音の顔ではなく、この間の、背伸びをした、強いふりをした君の顔。

　正直な気持ちを伝えたところで、君はきっと拒むだろう。

『あなたが社長だから、逆らえないから、キスをしただけ』

　会社のことや、僕のこと、花音のことを考えて、自分がするべきことを選ぶ。それが君らしさでもある。

　だけどそれでも、本当の気持ちを伝えよう。

　いたずらでもからかいでもなく、いつしか心から惹かれていた。あたたかく優しい、君のことが好きなんだ。

　最初のキスの意味は、興味。

　二度目のキスの意味は、嫉妬。

　この前のキスは、伝え切れない思い。

　キスにだって一つひとつに意味がある。僕が君にすることに、意味のないことなんてない。この選択が、たとえ社長として間違っているとしても、それでも僕は君を選びたいんだ。




　食事を終え、花音と別れた僕は、ひとりホテルの前の通りに立っていた。

『今日はありがとうございました。これからは、取引先の人間のひとりとして、お付き合いしてくださいね』

　涙を拭い、そう笑って言った花音は、最後まで優しい人だと思った。

　あとは、どうマユちゃんに伝えるか。普通に言っても、聞いてくれなさそうだもんなぁ。

　そんなことを考えながら、なにげなくスーツの内ポケットからスマートフォンを取り出すと、そこには【新着メール一通】の文字が表示されていた。

「あれ、三木からだ」

　もう一時間ほど前に来ていたのに、気づいていなかった。

「なになに……!?」

　その内容に思わず目を見開いた。そして、こうしてはいられないと、急いでその場から駆け出していた。




【今夜は真弓さんをお借りします】

　そのひと言とともに、ご丁寧に今いる場所の地図までつけられている。そのメールから察せられるのは、三木がなんらかの思いを持って、今、彼女といるということ。

『うかうかしてると奪っちゃいますから』

　昼間の三木の言葉を思い出した。三木が彼女に触れらたりしたら、なんて想像するだけで、嫌で嫌でたまらなくて、足を止めることなく走る。タクシーだって、待っていられない。

　彼女に自分の気持ちをどう伝えよう、そう思うばかりで、まだ何も決まってなんていない。だけど、今、考えている暇はない。ただひたすらに、その腕を引き留めたいだけ。

　その一心で、夜の街を駆け抜けた。










正しいことってなんですか




　いつもと変わらぬ、平日の朝。照明が反射して輝く床を歩いていると、ヒールの音がコツコツと廊下に響き渡る。茶色い大きなドアの前で足を止めると、金色のドアノブに自分の顔が映り込んだ。寝不足の目もとを隠すように、しっかりとファンデーションを塗った顔。気を抜くと表情が沈みそうになるのをこらえ、顔をキュッと引き締めて、ドアノブを握った。

「失礼します」

　硬い声で言いながら社長室へ入ると、そこにはいつもと変わらず、水槽の前に立つ桐生社長の姿がある。彼は水槽の魚に餌をやる手を止めて私を見た。

「おはよ、マユちゃん。今日の予定は？」

　ニコ、と向けられる笑顔に、愛想なく返す。

「すべてこちらにまとめてあります。私は今日、秘書課の会議にかかりきりになってしまいますので」

　いつもならあれこれと言葉にして伝えるけれど、ここ数日はこの調子だ。そっけなく言うと、スケジュールをまとめた紙と「こちらの書類もご確認お願いします」と、クリアファイルにまとめた書類の束も渡した。

「秘書課におりますので、なにかありましたらお呼びください。失礼します」

　彼がなにかを言う隙を与えないよう、会話を終わらせて礼をすると、スタスタと社長室をあとにした。時間にしてたった一分。かえって気まずくなるほど、彼と接する時間が短くなった。

『あなたが社長だから、逆らえないからキスをしただけ』

　自分から、彼との間に線を引くようにそう言った。なのに、そのことを思い出してはへこんでいる。

　あの日から、一週間。私は、露ろ骨こつすぎるほど桐生社長と距離をおくようになり、仕事以外の会話はしなくなった。仕事の話ですら、さっきのように必要最小限。そんな空気を察してか、彼も以前のようにベタベタと触れてくることはなくなった。

　当然、か。

『社長だから』なんて、あんな言い方をされたら誰だって、近付こうとは思わないだろう。正しい言葉を選んだはずだと思う。なのに胸の痛みが止まらない。おまけに、三木さんの前で大泣きするという大失態まで演じてしまうし。

　もともと優しい三木さんは、あの日、私が泣きやむまで抱きしめてくれていた。あの時もそのあとも、無理に理由を聞いたりせず、何事もなかったかのように接してくれていることだけが救いだけど……。

　この際、三木さんには悪いけど、事情を話して異動させてもらおうかな。個人的な感情でそんな頼みをするのは心苦しいし、社会人としてどうかとも思う。けれど、もともと『次の人が決まるまで』って話だったし、次の人さえ見つかればいいんじゃないだろうか。

「あ」

　そんなことを考えながらエレベーターを待っていると、ふと思い出した。さっき桐生社長に渡した書類は、全十五枚と書いてあるけど、一枚はあとで追加されるってことを伝えておくのを忘れていた。

　ひと言伝えるくらいはしておこう、と、私はコツコツとヒールを鳴らしながらふたたび社長室へと向かった。そしてドアをノックしようとした、その時。

「おはよう、花音。どうしたの？　珍しいね、電話くれるなんて」

　聞こえてきたのは彼の声と〝花音〟という名前。

　花音さんと、電話？

　つい気になって、一度辺りを見回して誰もいないことを確認してから、ドアに耳を押し付けて会話の続きを聞いた。

「食事？　うん、いいよ。どこか行きたいところはある？」

　それは、花音さんと食事の約束をする電話だった。ドアの向こうで、桐生社長が笑顔でうなずいている想像がついた。

「わかった。じゃあ、十九時半にそっちまで迎えに行くから」

　自分以外の人に向けられているその優しい声に、ズキ、と胸が痛む。そんな感情から気持ちを逸らすように、ドアから耳を離し、気配を消してその場を離れた。

　なんだかんだ、うまくやっているんじゃない。彼女の気持ちに応えるつもりはない、なんて言いながら。

　そう、だって彼の私への気持ちはただの錯覚。御曹司として育てられて、キレイな人や品のある女性に囲まれてばかりいたから、私みたいな普通の女と接して好奇心がわいただけ。

　そもそも、あんな男、私のほうから願い下げだ。私は、安定した職業の人とごく普通に暮らしていきたい。公務員や景気に左右されないような大手企業の会社員、そんな人と変わらぬ毎日を過ごしていければいい。心の平穏がなによりの幸せだ。社長なんて、一見、お金もあるし社会的な立場も高いけど、いいことばかりじゃないだろう。忙しいし、なにかあれば会社が倒産、一気に転落して、その全責任を背負うことになる。そんな危ない橋を渡るような人と恋愛や結婚なんて、考えられない。

　なのに、どうしてだろう。

『僕には、マユちゃんしか見えてない』

　その言葉が本心であってほしかった。そう願っている自分がいる。




「おはようございます、真弓さん」

　やってきた秘書課のフロアで名前を呼ばれて振り向くと、背後に三木さんが立っていた。ニコリと笑う彼に、「おはようございます」と小さく答える。

「これ、経理部からの書類。社長に渡してもらってもいいですか？」

「あ、はい、分かりました」

〝社長〟という言葉を聞いて、自然と気持ちが沈む。はっきり顔に出してはいないつもりだけれど、そんな些さ細さいな私の変化を三木さんは見逃さなかった。

「大丈夫、ですか？」

「え？」

「元気がないように見えるので」

　先日、私が泣いていたこともあり、そう問いかけているのであろう三木さんに、「そうですか？」とごまかそうとして、ためらった。この前、泣いた理由を話したり、異動の相談をしたりするいい機会かもしれない。

「あの、折り入ってご相談があるんですが」

「相談、ですか？」

　そう突然切り出すと、三木さんは不思議そうに聞き返し、少し考えて「あ、なら」と言った。

「今夜、空いていますか？　ついでに食事でもどうかなと」

「食事、ですか？」

「えぇ。おいしいものでも食べながら話しましょう。自分がおごりますから」

　相談が重い内容だと察してか、三木さんは優しく笑うと私の肩をぽんぽんと叩いた。

　気遣ってくれているんだ。やっぱり優しい人だなぁ。

「じゃあ、銀座でお寿司が食べたいです」

「真弓さん!?」

　ぼそ、と意地悪いことを言ってみせると、それまで頼もしい笑顔を見せていた三木さんが一瞬にして不安げになる。そんな彼がおかしくて、クスッと笑ってしまった。

　気にかけてくれる人がいるのは、心強い。その優しさに、甘えてみよう。気持ちを打ち明けてみよう。




　それから、会議や書類の作成など一日の仕事をこなし、迎えた夜の二十時すぎ。仕事を終えた私と三木さんは、新しん宿じゅくのとあるダイニングバーにいた。薄暗い店内は白と黒のモノトーン調で統一されていて、スタイリッシュでオシャレだ。ほんのりと灯った照明の下で、四人掛けの丸テーブルを挟み、私たちは向かい合って座っていた。

「オシャレなお店ですね。よく来られるんですか？」

「時々、ですね。真弓さん、なに飲みます？」

　三木さんはそう言って、テーブルの上の縦長い形のメニューを広げて私に見せた。

　それに目を通して、すぐにドリンクのメニューを決める。

「私はカシスウーロンで」

　それにうなずくと、三木さんは店員を呼び、カシスウーロンと自分の分のジントニックを注文した。

　ほどなくして運ばれてきた飲み物のグラスを持ち、コン、と音を立て合わせる。

「で？　どうしたんですか？」

　グラスの中身をひと口飲むと、黒縁の眼鏡越しの目が、こちらを見つめている。

「その、私、秘書を辞めさせていただこうかと」

　突然の言葉に、三木さんは一瞬、驚いたような顔をした。が、いつもなら「なんで？　どうして？」と慌てて続けそうなものなのに、彼は「やっぱり」と言いたげな渋い顔をした。

「それは、この前の涙と、ここ最近、桐生社長とぎこちないのと、関係ありますか？」

　え？〝桐生社長と〟って、もしかして、気づかれていた？

「気づいていたんですか？」

「なんとなく、ですけど。真弓さんはもちろん、社長もなにも言わないし、どうしたものかと思っていたんです」

　桐生社長との付き合いも長いから、少しの変化もすぐに気づいたのだろう。三木さんは苦笑いし、私はグラスを両手でぎゅっと握った。

「どうもこうも。すべてはあの人が軽々しいのが悪いんです」

　そう、ぎこちないのもこの気まずさも、すべては彼のせい。

「私に気を持たせるような言い方をしたり、キスをしたり抱きしめたりして……。花音さんというかわいくて素敵な婚約者がいながら、自分の立場も忘れて」

　彼には婚約者がいる。会社のため、仕事のために、選ぶべき人がいて、築くべき未来がある。それは本人も納得して選んだ道なのだから、よそ見なんてしちゃいけない。

「今日も花音さんとデートみたいですし、さっさと結婚でもして落ち着けばいいんです。あんな男」

　本当は違う気持ちなのに、強がった言葉でごまかす。

　この心に諦めがつくように、さっさと結婚して、幸せになればいい。結婚も仕事のうち、なんて言いながらも、彼女とならきっと、幸せな日々を過ごせるだろうから。

「そうですね。自分も社長には早く落ち着いていただきたいです」

　私の言葉に同調するように、彼はうなずく。けれど、また困ったように笑って問いかけてくる。

「でも、どうして泣いているんですか？」

「え？」

　泣いて、いる？

　そのとき、テーブルの上に雫がポタッと落ちた。自分の頬に触れると、そこは濡れていて、知らず知らずのうちに泣いていたことに気づいた。

「なん、で……」

　どうして、泣いているんだろう。私、間違ったことなんて言っていない。正しい選択をして、秘書として正しくいる。だけどこの涙がきっと、本音の証。隠しきれない本当の気持ちは、深い後悔だった。

　わかっている。花音さんのほうが、家柄はもちろん、見た目も中身も彼にふさわしい。私みたいなただの会社員ではつり合わない。

　だけどそれでも、彼の隣にいたいの。あなたが社長だから、なんて言葉で嘘をつきたくないの。キスも、触れ合う肌も、一つひとつが愛しいから。

　軽薄で余裕のある笑顔の下にある、本当は臆病で優しい心。そんなあなたを知っているから、この思いをごまかすことや隠すことができない。

　桐生社長のことが、好きなんだ。

　そんな気持ちが押し寄せてきて、両手で涙をぬぐうと、三木さんはグラスをテーブルに置いて、私をまっすぐ見つめた。

「秘書課の責任者として働く者がこれを言っていいのか分かりませんが……自分は、秘書としての正しい選択が、人として正しい選択とは限らないと思います」

「え……？」

「真弓さんは、会社や社長のためを思って身を引いたのかもしれません。けど、真弓さんがひとりの女性として桐生祐輔という男性を思うのなら、秘書としての正しさなんていらないと思うんです」

　私がひとりの女性として、桐生社長ではなく、〝桐生祐輔〟を思うのなら。

　正しさなんて、いらない。

「大事なことはたったひとつ、あなたが社長をどう思っているかですよ」

　三木さんの言葉は、ズシンと心に沈む。

　大切なのは、私の彼への思い。彼への愛しさひとつだけ。

　小さくうなずくと、三木さんは濡れたままの頬を拭おうと私の顔へ手を伸ばす。

「っ……触るな!!」

　その瞬間、突然テーブルをバン！と叩く音と、大きな声が響いた。同時に、誰かの手が三木さんの手を掴んだ。

「え……？」

　驚いて顔を上げると、そこにいたのは桐生社長だった。

「桐生、社長……？」

　私に目もくれず、彼は三木さんの腕を掴んだままその顔をにらんでいた。走ってきたのだろうか、肩で息をしている彼の額は汗でびっしょりと濡れ、茶色い髪は激しく乱れている。雑に緩められたえんじ色のネクタイから、余裕のなさがうかがえた。

「ど、どうして、社長が……」

　問いかけると、三木さんが桐生社長から腕をほどきながら笑顔で答える。

「自分が誘ったんですよ。真弓さんといるからご一緒にどうですか、と」

「なにが誘った、だ！【今夜は真弓さんをお借りします】なんてメールに地図までつけて！　この腹黒秘書!!」

　いつもは笑ってからかう桐生社長に、三木さんが目をつり上げて怒るのが見慣れた光景だ。けれど今日は逆転したふたりの様子に、目を丸くしてしまう。

　つまりは、三木さんは私の相談の内容をほぼ予測していて、その上で桐生社長をからかうようなメールで呼び出していたというわけで……。実は何枚も上手なのか、それほど私たちをよく見ている証拠なのか。すべて彼の手のひらの上だったことを知って、ぽかんとした。

「けど、よほど必死だったんですね。汗かいてますよ？」

　いつもの仕返しと言わんばかりに笑って言う三木さんに、桐生社長は恥ずかしそうに悔しそうに「っ～……」と言葉にならない声を発した。

　そして今度は私の腕を掴むと、グイッと引っ張った。

「わっ、社長!?」

「マユちゃん、行こう」

「でも、三木さんが……」

　話を聞いてもらっただけで、ここに置いていくのは、とためらう。けれど、そんな私にも桐生社長は足を止めることなく歩き出してしまう。一方、三木さんは「はい、どうぞ」というようにひらひらと手を振り見送った。




　なんで、いきなり桐生社長が？

　汗だくで走ってきて、いつものような余裕なんて微塵もなくて。その姿に戸惑うことしかできない。彼に連れられるがまま、人の行き交うにぎやかな通りまで出てきていた。さっきまでいた店の静けさとは真逆なその中を、早足に歩く桐生社長に必死についていくけれど、歩幅が違いすぎて息が上がる。

「ちょっと、桐生社長……待って」

　息を切らした私の声に、彼ははっと我に返って足を止め、私を見た。

「ご、ごめんマユちゃん、大丈夫？」

　向かい合って、やや乱れた私の髪を整えた指先が、そのまま目もとにそっと触れる。

「まつげ、濡れてる」

「え？　あ、さっき、泣いたから」

　どうして泣いたのかを聞かれたくなくて、話題を逸らす。

「私のことより、花音さんはどうされたんですか。今日、デートだったんじゃないんですか？」

　問いかけると、彼は私の頬を撫でるように手を添えた。その目はまっすぐに、私ひとりを映している。

「花音とは、ちゃんと話してきたよ。好きな人がいるから結婚できないって」

「え!?　なにを、言って……」

「確かに僕は社長という立場だから、会社のことを一番に考えるべきだ。けど、自分の気持ちに嘘はつけない」

　花音さんに話してきた、なんて。私への思いなんて、ただの錯覚。一時的なものにすぎない。それを本気にして、結婚まで断ってしまうなんて。バカじゃないの？　社長としての自覚あるの？

　そう、思うのに。

「マユちゃんのことが、好きだ。ほかの誰の意見も関係ない。僕自身の心が君を選んだんだ」

　その言葉がうれしかった。はっきり「好き」と言い切られて、ポロポロと涙がこぼれた。それを見られたくなくてうつむいたけど、出てきたのはまた素直じゃない言葉だった。

「また、そんな誰にでも言ってそうなこと言って」

「信じてくれなくてもいいよ。信じてくれるまで、何度だって言うから」

　そう言って、桐生社長は指先で優しく涙を拭ってくれた。

「僕はいつだって、こうして君の涙をぬぐえる存在でいたい。笑顔だって、怒った顔だって、全部を独り占めしたい。好きだよ。君が、大好きだ」

　繰り返される、愛の言葉。逸らされることのないまっすぐな目が、揺らぐことのないその声が、真実だと教えてくれる。

　ああもう、悩んでいた自分がバカみたい。彼の気持ちは、錯覚なんかじゃないんだ。

　そう分かったことが、ただただうれしくて、胸の中がいっそう彼への愛しさでいっぱいになる。けれど。

「しつこい男は嫌われますよ」

「うっ！」

「それにこんな公衆の面前で恥ずかしいこと言って、バカみたいです。本当、社長としてどうかと思います」

　涙で濡れた顔のまま、淡々と厳しい言い方をする私に、先ほどまでの堂々とした姿はどこへやら。彼は「す、すみません……」と、しゅんとする。

　いきなり現れたかと思うと、こんなところで「好き」だなんて、ついていけない。どうしていいか分からない。だけどひとつだけ、はっきりとわかったことがある。

「だけど、そんなあなたが、嫌いじゃないです」

　それは、自分が抱いたこの気持ち。秘書としてではなくひとりの人間として、社長ではない彼を深く思う気持ち。

「むしろ好きだと思えてしまうから、困ります」

　あなたが好きだという気持ちを、私は微笑みながらはっきりと言葉に表した。すると桐生社長も柔らかな笑顔を見せたあと、両腕で私を抱きしめた。周囲の人の目も気にせず、強く、強く。そして、

「じゃあ、もっともっと困ってよ。僕のことだけ考えて」

　そう言って、彼はそっとキスをした。

　これまでで一番優しいそのキスから、深い愛情が伝わってくる気がした。




　それから私たちは恋人として……というよりは、相変わらず〝社長と秘書〟としての毎日。そして今日も、朝一番の社長室のデスクの上には、どんと積まれた書類の山がある。

「マユちゃーん？　これはいったい……」

「最近、社長が外出ばかりされていたので、たまりにたまった書類仕事です。すべて目を通してサインをしてくださいね」

　容赦なくきっぱりと私が言うと、桐生社長は諦めたように「はーい……」と苦笑いして肩を落とす。

　花音さんとの結婚話はなくなったものの、彼女のフォローのおかげでアンベリールとの取引関係は変わることなく安定し、それならばと桐生社長のお父さんも納得したのだという。

　そんなわけで、ひと安心しつつ、私と彼は恋人同士となったわけだけれど。相変わらず、社長という立場の彼は、みんなに愛想を振りまき、ほかの女性と食事にも行く。そして秘書という立場の私は、それを見守りながら、時にこうして厳しく接する。

「あ、そうだ」

「はい？」

　不意に手招きされて、なんだろうと近づく。そして隣に立つと、突然、腕をぐいっと引っ張られ、頬に小さく口づけられた。

「仕事終わったら、今夜はデートしようね。絵理」

「絵理」と名前でささやかれる。それが、私たちの関係が進んでいる証だ。

「……はい」

　微笑んでうなずくと、彼も笑顔でうなずいた。

　愛しい瞬間が、積み重なっていくのを感じる。

　ずっと安定を求めていた。だけど、知ったんだ。好きな人となら、どんな困難も越えていける。越えてみせると思えるのだということ。そして、そんな思いを抱けるほど大切な人と出会えたことは、安定した毎日よりずっとずっと幸せだということ。

　いつだって笑顔で抱きしめてくれるあなたとなら、どんな時だって。

　微笑み合うふたりのこれからを見守るように、水槽の中の魚たちがゆらりと泳いだ。





End.


















番外編










僕に全部ください




『むしろ好きだと思えてしまうから、困ります』

　不器用な彼女に、思いを伝えて、彼女の思いを聞いて、その日から僕たちの関係は〝社長と秘書〟から〝恋人〟となった。

　これは、その日から三カ月ほどが経とうとしているある日のこと。

「ただいまー、戻ったよー」

　いつものように、市場調査という名目のもと女性と昼食に出かけ、戻ってきた僕はそう声をかけながら社長室に入った。すると出迎えてくれるのは、いつもと変わらず愛想のない彼女。

「おかえりなさいませ」

　短いひと言とともに、こちらへ向けられたその瞳は、涼しげというよりは冷ややかなものだ。

「お、マユちゃん、ごはんちゃんと食べた？　また仕事ばっかりしてない？」

「お気遣いどうも。先ほど食べてきました」

「それはよかった。やっぱり女の子はもうちょっと肉づきがいいほうが……」

　そう言いながら、背筋を伸ばし立つ彼女の腰へ手を回す。が、その手をギュッとつねられて、痛みでパッと腰から離した。

「そういった言動はセクハラです」

「セクハラって……僕たち恋人同士だった気がするんですけどー？」

「今、この時間は社長と秘書です。オンとオフはきちんと切り替えるようお伝えしてあるはずですが」

　笑顔ひとつ見せずきっぱりと言われてしまい、僕はしょげながら席につく。

　付き合ってから、三カ月。〝氷の女王〟と呼ばれているだけあって、彼女は徹底してオンとオフを区切っている。

　仕事が終わるとはそれなりに恋人らしいムードにもなる。けれど、お互い毎日仕事に追われる身。僕にいたっては接待や食事会も多く、会える時間をまめに作れるわけでもない。そう思うと、仕事中とはいえ、ふたりきりの時くらいはもうちょっと甘い空気になってもいいと思う。

「ていうかさ、思うんだけど」

「なにをですか？」

「それ！　それだよ、それ！」

　座ったまま彼女を指差す僕を見て、マユちゃんは意味が分からないといった顔で首を傾げる。

「なんで恋人相手にまだ敬語なのさ！　仕事中だけならともかく、普段まで！　おまけに呼び方も〝桐生社長〟のままだし！」

「慣れている敬語のほうが話しやすいので。呼び方も、そのほうが呼びやすいですし」

「呼びやすさを重視しない！」

　口を尖らせた僕を見て、彼女は反論するように言う。

「そんなことを言ったら桐生社長もそうじゃないですか。〝マユちゃん〟呼びですし」

「僕はいつでも名前で呼ぶ準備はできてるよ？　絵理」

　絵理、と呼ぶと、彼女の頬がボッと赤くなる。

「けど、呼ぶたびにいちいち赤くなるんだもん。困っちゃうよねぇ、かわいいけど」

「う、うるさいですよ！」

　あははと僕が笑うと、彼女は頬を赤くしたまま、拗すねたように顔を背ける。そんな姿を見ると、余計に顔がニヤニヤとだらしなく緩んでしまう。

　名前で呼ばれるの、慣れないんだろうな。かわいいねぇ。

　そんな彼女の反応に愛しさを感じる。敬語も呼び名もそのままなのは、恋人としてはちょっと寂しいけど、まぁよしとしよう。

　するとその時、突然、隣の秘書室からピリリリ……と電話が鳴る音が聞こえた。

「電話……」

　マユちゃんは急ぎ足で秘書室に向かい電話に出る。そんな彼女を開けたままのドアから見ていると、「えぇ、はい、少々お待ちを」と一度、電話を耳もとから離しこちらを見た。

「社長、受付から電話で、取引先の『ビストロ・エメ』の社長がいらしてるとのことですが、お通ししてよろしいですか？」

「ビストロ・エメ？　うん、どうぞ」

　ふたつ返事でうなずくと、彼女はまた電話に出て話をまとめる。その間に僕は緩んだネクタイを直し、脱いでいたジャケットを着て、やや気を抜きつつあった身なりをピッと整えた。

　ビストロ・エメ……確か、社長が体調不良で退任して、若い息子が継いだんだっけ。その挨拶がてら回っているのだろうか。一時期は経営が危ないって噂もあったけど、息子に代替わりして持ち直したって聞いた気がする。

　そんなことを考えている僕の横で、電話を終えたマユちゃんはなにやら渋い顔をしている。

「ん？　どうかした？」

「え？　あ……その、いえ、なんでも」

　彼女にしては珍しく、歯切れの悪い返事。

　なにかあったのかな。聞きたいけど、なにもかも聞きたがる男って面倒臭いとか思われる？

　けど気になる、でも……とひとり考えていると、しばらくしてからコンコン、とドアがノックされた。

「はい、どうぞ」

　言いながらイスから立ち上がると、開いたドアから入ってきたのは、ここまで案内してきたのであろう総務部の女性社員、そして続いて現れたのは、黒髪でスーツ姿のやや小柄な男性だった。見た感じは僕と同じくらいの歳だろうか。二重の目をニコリと笑うように細めると、愛嬌のある表情になる。

　部屋を出て行く女性社員に丁寧に一礼をすると、彼はこちらを見た。

「いつもお世話になっております、ビストロ・エメの代表取締役、椎しい葉ばと申しま……」

　と挨拶しかけたと思えば、僕の隣に視線をとめ、驚いたように目を丸くした。

「絵、理……？」

　って、え、知り合い？

　呼ばれた本人であるマユちゃんを見れば、普段は澄ました顔をしている彼女が、気まずそうな顔をしている。

「ひ、久しぶり……尊たける」

　尊？　って、え、やっぱり知り合い？

　それには僕も驚き、聞かずにはいられない。

「え？　マユちゃん……彼のこと、知ってるの？」

「えーっと、知っているというか、なんといいますか……」

　マユちゃんは僕からも目を逸らし、ごにょごにょと言葉を濁にごす。そして少し考えてから、ひとつため息をついて言った。

「元カレ、です」

　へぇ、元カレかぁ。そりゃあ知り合いどころか、よく知ってる相手なわけだ。うんうん。そっか、元カレかぁ。そっか、うん、う、ん……うん？

「も、元カレ!?」




「改めまして、ビストロ・エメ代表取締役、椎葉尊と申します」

　気を取り直し、一度、席に着いた。テーブルを挟み向かい合って座る彼……椎葉社長は、改めて挨拶をし直すと、座ったまま深々と頭を下げた。

「いやぁ、噂に聞いていた通り、桐生社長はイケメンですね。同性でも見とれますよ」

「いえ、とんでもない」

　椎葉さんは人懐こそうな笑顔で話す。それに応えるように笑顔で返すけれど、頭の中は、元カレとはどういうことなのか、いつどうして付き合って、いつなぜ別れたのか、すべてこと細かに聞き出したい衝動でいっぱいだ。

「それにしても驚きました。絵理、いえ、真弓さんが社長の秘書をされていたなんて」

「こちらも驚いていますよ。まさか彼女が椎葉社長とお付き合いがあったとは」

　自然なフリでその話題を出すと、椎葉さんは少し照れたように笑って頭をかく。

「以前、友人の紹介で知り合って、三カ月ほどお付き合いしていたのですが……『いろいろ考えたけど、やっぱり安定感のない人とは続けていけない』と、フラれてしまいまして。まぁ、当時は父の代で経営も不安定でしたし、仕方ないとは思うのですが」

　三カ月……彼女もいろいろと考えて、その結論を出したのだろうけれど、そのセリフをバッサリと言う姿は簡単に想像がついた。

　けど、前にマユちゃんは男性経験がないって話をしていたし……ということは、彼は三カ月ひたすら我慢!?　し、紳士すぎる……。

　少し同情も含んだ目で見るけれど、そんなこちらの気持ちには気づくはずもなく、椎葉社長は笑顔のまま。そんな中、給湯室から戻ったマユちゃんは、僕たちの前へコーヒーのカップをそっと置く。

「ありがとう。けど本当に久しぶり。何年経っても相変わらずキレイだね、絵理」

「ちょっと、そういう言い方やめて。仕事中でしょ」

「そういう堅いところも相変わらずだ」

　そっけなく返す彼女に、椎葉社長は懐かしむように笑いかける。

　ていうか、マユちゃん普通に喋しゃべってるし、さっきも〝尊〟って呼んでたし。元カレのほうがずっと距離が近いように感じるんですけど。

　そんな不満が顔に出てしまわぬように、ぐっとこらえた。

　ゴホン、とわざとらしい咳払いをひとつすると、椎葉社長は本題を思い出したかのように自分のカバンの中を探る。

「あ、すみません。それで本題なのですが、自分自身のご挨拶も兼ねて、今度、弊社で取引先の皆様やお世話になった方々をお招きして、立食パーティーを行うことになりまして。そのご招待にまいりました」

「立食パーティー、ですか。それはそれは、楽しそうですね」

「当店を使ってのパーティーですので、そんなに大きなものではありませんが。よろしかったらおふたりでいらしてください」

　ふたり、で。その言葉を言うと同時に、椎葉社長はマユちゃんにニコリと微笑んだ。

「ありがとうございます。ではスケジュールを調整し、ぜひ参加させていただきます」

「元カレの会社のパーティーに、彼女を連れていくなんて遠慮したい」そんなおとなげない言葉を呑み込んでうなずき、手渡された招待状を受け取った。




　そして、それから数十分ほど仕事についての話をして、椎葉社長は「ではまた」と、社長室をあとにした。ふたりきりになった室内に、彼女が空になったコーヒーカップをトレーに置く音が響く。

「まさか元カレが社長とはねぇ。知らなかったなぁ」

　かがんでテーブルを拭いているマユちゃんに、僕はソファに座ったまま嫌味っぽい言い方で話しかけた。

「何年も前の話ですし、たまたま合コンで知り合っただけで、当時の彼はあくまで〝傾きかけた会社の社長候補〟でしたし」

「だから関係ないでしょう」とでも言いたげに、眉間にシワを寄せる。僕はそんな彼女の巻かれた髪の毛先を、もて遊ぶように指先に絡めた。

「レストラン経営の社長になった元カレと再会して、気持ちが再燃しちゃう？」

　意地悪い僕のひと言を聞いて、マユちゃんは表情を変えぬまま体勢を整えた。黒いその髪が指の間からするりと抜けていく。

「くだらないこと言ってないで仕事してください」

　そしてトレーを手に、スタスタと部屋を出ていってしまった。

　いつも以上に言い方がそっけないのは、呆れているのか、面倒だと感じているのか。どちらにせよ、穏やかではない感情を含んでいることは明らかだ。

　意地悪しすぎたかも。でもさ、やっぱり僕からすると、元カレが社長として登場とか、彼女と仲よさげだとか、いい気はしないわけで。だからつい、意地悪なことを言って、彼女の愛情を測ろうとしてしまう。

　そこでマユちゃんが、「そんなことない、私にはあなただけ！」なんて言うタイプじゃないっていうのはわかっているんだけどさ……。

　いい歳して、まだまだ子供な自分が恨めしい。

　ひとり残された社長室で、僕はさっき受け取った招待状を改めて見る。

　日付は一週間後……ふたりで、か。

　気は進まないけど、マユちゃんのドレス姿だけは楽しみだなぁ、なんて。頭の中がまた彼女でいっぱいになった。




　そして迎えた、一週間後。

　一日の仕事を終えた夜、僕と彼女は六本木にある大きな通りを歩いていた。

　パーティー用の少し派手めなストライプ柄のスーツを着た僕の隣には、シンプルな黒いワンピースを着たマユちゃんの姿。全身にタイトなラインで、デコルテを覆う黒いレースがほどよくセクシーだ。アップにしている髪型も珍しい。ただ、その顔は、不満そうだけれど。

「マユさーん？　怒ってる？」

「えぇ、怒ってます」

「なにをそんなに怒ってるのさ。よく似合ってるよ？　そのワンピース」

　ムスッとしたままのその顔を見て首をかしげると、マユちゃんは不機嫌な目つきで僕をにらむ。

「だからって、こんな何万円もするものをポンと人に買い与える人がいますか！　もっとお金の使い方を考えてください！」

　そう、その不機嫌の理由は、僕がそのワンピースを買ってあげたから。聞けば彼女は今日、いつものスーツ姿でパーティーに参加しようと思っていたそうで……。




『ダメなんですか？』

『ダメっていうか……もうちょっと着飾るべきだと思う！　ちょっと来て！』

　そんなやりとりをしたあと、仕事終わりに彼女を連れて向かったのは、目的地に行くまでの間にあるブティック。パーティー用のドレスやスーツを扱っている、行きつけの店だ。そこで彼女に似合うワンピースを見繕い、金額だって高すぎるというわけではなかったから即購入してそのままやってきたわけだけど……。彼女からすると、それが不服だったらしい。

「だって、それがマユちゃんに一番似合ってたし。それに恋人にプレゼントをあげたいと思うのは普通のことじゃない？」

「だからって……もう！」

　金額なんて関係ない、と思う僕に対し、関係ある、と思うらしい彼女。うまく噛み合わず、マユちゃんは言いたいことが伝わらない、とでも思ったのか、じれったそうに歩き出してしまう。追いかけるように早足で隣を歩くけれど、彼女の顔は背けられたままだ。

「いいの？　うれしい～！」と喜ぶわけじゃないところも、マユちゃんらしいというかなんというか……。そこもまたかわいいところだけど、こうも怒られると複雑だ。




　そんな気持ちになりながらもやってきたのは、六本木の大きな通りの端。ビルとビルの間にある地下へと続く階段を下りたところに、お店はあった。

〝ビストロ・エメ〟と書かれたプレートが掲げられたドアから入ると、そこはシルバーと黒を基調とした、高級感あふれるレストランバー。

　高すぎず安すぎず、ちょうどいい価格帯の料理に、種類豊富なアルコールを取り揃え、食べる人はもちろん飲む人も満足させるということで、今、人気が急上昇している店だ。そのメニューの改変なども、社長が尊さんに代わってから行われたことだそうで、店は彼が立て直したも同然らしい。

「いらっしゃいませ、こちらで受付をどうぞ」

　すでにパーティーが始まっている店の入り口で、ウェイターに出迎えられ、僕がなにかを指図するより先にマユちゃんは受付をする。こうしてパーティーに来るのは初めてだそうだけれど、事前に三木に聞いたりして勉強してきたのだろう。そういう熱心なところが、秘書としても、彼女はやはり優秀だと感じさせる。

「お待ちしておりました、桐生社長」

　すると僕たちをめざとく見つけて出迎えてくれたのは、椎葉社長。黒いジャケットに青のワイシャツが、先日よりおとなびた印象だ。

「本日はおめでとうございます」

「ありがとうございます。当店の人気フードメニューはもちろん、珍しいドリンクも取り揃えておりますので、どうぞごゆっくり」

　椎葉社長は丁寧に頭を下げて挨拶をし、また来客の対応をするために、せわしなく店の奥へ向かった。

　とりあえず挨拶はしたし、あとはマユちゃんとゆっくり過ごして、頃合いを見て帰るか。

　そう、受付を終えたマユちゃんに話をしようとした。

「あら、桐生社長じゃないですか！　どうも～！」

「え!?　あ、あぁ、どうも……」

　ところが、そんな計画は突然、話しかけてきた同業他社の女性社長に阻まれた。

「桐生社長もいらっしゃっていたんですねぇ！　見ましたよ、先日の雑誌！　まるでモデルみたいでしたねぇ！」

「い、いえとんでもない……」

　こちらの思惑など当然知らない女性社長は、あれこれと話を始めてしまう。おまけに「ねぇねぇ、桐生社長がいらっしゃるわよ！」とほかの会社の人まで呼び始めてしまい……そうこうしているうちに、あっという間に女性たちに囲まれてしまった。

「桐生社長、私は邪魔にならないようにあちらにおりますので」

「え!?　マユちゃん!?」

　そんな空気から、自分が邪魔になってしまう、と考えたのだろう。彼女は小声で言うと、スーッと店の片隅へと姿を消してしまう。

　ま、待って！　ひとりになろうものなら、椎葉社長だけじゃなく、ほかの男にも声をかけられかねない！

　すぐにでも駆け寄って、「隣にいなよ」と引き留めたい。けれど仕事上の付き合いの人々を邪じゃ険けんに扱うことはできないし……。

　焦りながらも愛想笑いを浮かべる僕に、周囲の人々はあれこれと話を続けた。




　そして、それから数十分後。ようやく話を切り上げることができた僕は、人々の輪を抜け店内を歩き回っていた。

　マユちゃん、どこ行ったんだろ……。

　薄暗い店内、料理が置かれたテーブルやたくさんの人。それらに阻まれながら、彼女の姿を探す。

　どうか、マユちゃんがほかの男に絡まれていませんように！

　キョロキョロと辺りを見回すと、壁際に置かれた青白く光る大きな水槽の前に、すらりとした彼女を見つけた。

　よかった、いた。

「マユちゃ……」

　そう名前を呼ぼうとした、けれど。よく見ればこちらに背を向けている彼女の隣には、椎葉社長の姿がある。

　って、一歩遅かったか……！

　グラスを手になにか話をしているふたりの間に、割り込むべきか、否か。様子をうかがうべく、近くの柱の陰に身を隠して、会話に聞き耳をたてる。

「それにしても、そのドレスよく似合ってるね。キレイだよ」

「それはどうも」

　椎葉社長の柔らかな口調に対し、彼女の態度は相変わらず冷たい。けれど、それにも、椎葉社長は慣れているかのように笑った。

「思えばもう、別れて二年くらい経つんだね。早いなぁ」

「そうだね」

「俺さ、絵理に『安定感がないから』ってフラれたのが悔しくて、あれからがんばったんだ。会社もそれなりに立派になったし」

　ちらりと見えた、ブラックライトに照らされた彼の横顔は、真剣そのものだった。その表情ひとつで、言葉の続きが簡単に想像できた。

「だから改めて、もう一度、俺と付き合ってもらえないかな」

　やはり、的中した。別れた元彼女。だけど、彼にやる気を出させる言葉をくれた大切な人。

　彼の告白に、こちらに背中を向けたままの彼女の表情は見えない。けれど、その背筋は、ずっとピンと伸びたまま。

「あのころの私は、安定ばかり求めていて。今思うと、尊に対してのその言葉も失礼だったと思う」

　彼女の顔を見ようと、柱の影から少し顔を出すと、がやがやとした空気の中から、その声がよりよく聞こえてくる。

「でも、この歳になってようやく分かったの。好きな人となら、不安定な日々だって乗り越えられるって」

　そう言って椎葉社長を見上げた横顔には、優しい笑みが浮かんでいる。その表情からなにかを察したらしく、彼は困ったように笑った。

「ってことは、すでにそういう人と出会えているってことかな」

「うん。この先どんなことがあっても、例え彼が大きなミスをして、すべてがダメになってしまっても、それでもそばにいたいと思う」

　それって、もしも僕が、今の地位を失っても、会社がダメになっても、それでもそばにいてくれるってこと？

　椎葉社長は、彼女の言葉に、少し驚いたように言う。

「絵理にそこまで言わせるなんて、すごい男もいるもんだね」

「そうだね、すごい人かも。かまってほしがりで、嫉妬深くて、子供みたいだけど」

　そう言って彼女がクスクスと笑うと、穏やかな空気がその場にただよった。

　褒めているんだか、けなしているんだか。でも、心配したり、嫉妬から意地悪いことを言ったりする必要なんてなかった。彼女の笑顔とさっきのひと言だけで、その気持ちは充分伝わってくるのだから。

「椎葉社長、少しよろしいですか？」

「あぁ。じゃあ、ゆっくりしていって。……真弓さん」

「絵理」、からほんの少し線を引くかのように、彼はそう呼ぶと、軽く手を振りその場をあとにした。マユちゃんはそんな彼に小さく頭を下げ、遠ざかっていく彼を見送った。そして完全に椎葉社長がいなくなったことを確認すると、くるりと僕の方を向いた。

「で、なにしてるんですか。桐生社長」

「えっ!?」

　って、バレてた！

　彼女が冷静に声をかけてきたので、僕は隠れていた場所からゆっくりと姿を現わす。

「き、気づいてたの？」

「えぇ。ここにバッチリ映ってましたから。尊……椎葉社長は気づいてなかったようですけど」

　水槽を指差され、バレていないと思っていた自分が恥ずかしくて、苦笑いをした。

　あれ。でも僕がいるって分かっていて、あんなこと言ってくれたということ？

「さっきの、本心？」

「嘘ですよ」

「嘘なの!?」

　あんなにいいこと言ってたのに!?

　驚いて僕が大きくつっこむと、彼女は「ふっ」と口もとに笑みを浮かべる。

「冗談です。本心ですよ」

　珍しく、くすくすとおかしそうに彼女は笑い、からかわれたことに気づいて僕は余計恥ずかしくなってしまう。彼女は手にしていたグラスにわずかに残っていたシャンパンを飲み干すと、近くのテーブルに置いた。

「せっかくならさっきのセリフ、この前、言ってほしかったなぁ」

　この前、というのはつまり、先日の椎葉社長が会社に来た時を指しているわけだけれど。あの時に言ってくれれば、今日もここまでやきもきせずに、どっしりと構えられたのに。

　すると、こちらを見た彼女はボソっと言った。

「少しは、嫉妬してくれました？」

「へ？」

「仕事とはいえ、女性とふたりで食事してばかりいるあなたに、仕返しです。少しは私の気持ちも思い知ってください」

　つまり、この前なにも言わなかったのは、わざと？　ヤキモチを妬いてくれていたり、まっすぐな気持ちを抱いてくれていたり。もしかして君は、僕が思っている以上に、僕に心を寄せてくれているのかもしれない。

　そう思うと、いっそう込み上げてくる愛しさ。

「……参りました」

　降参するように笑って、伸ばした腕でその身体をそっと抱き寄せる。人目につかないよう、柱の影にかくれてぎゅっと抱きしめた身体は、折れてしまいそうなほど細い。

「社長、一応、仕事中です」

「ちょっとだけ」

　ひと言、注意はするけれど、強くは言わず、おとなしく抱きしめられている。

　一見冷たくて、不器用で。そんなキミが不意に見せるあたたかさが、愛しい。

　ずっと、ひとりでもいいと思っていた。永遠の愛なんてないのだから、最初から誰も信じなければいいと思っていた。

　だけど、今は違う。ひとつ、またひとつと君の心が変わっていくにつれて、僕の心も変化している。

「ねぇ、マユちゃん？」

「はい？」

「永遠なんてないとしても、僕はずっと君が好きだよ」

　いつか途切れてしまうとしても、永遠なんてないとしても、それでも今、ここに君がいる。君を思う、心がある。その思いだけを信じよう。

「だから、桐生絵理になりませんか」

　そうささやくと、彼女は僕の胸に顔をうずめたまま上を向かない。

　けれど、真っ赤になった耳から、今どんな顔をしているかなんて簡単に想像できる。

「付き合って間もないのに、話が早すぎです」

「思い立ったが吉日、って言うでしょ」

　スーツ越しに彼女の熱い体温を感じて、抱きしめる腕に力を込めた。

「前向きに検討します」

「よいお返事をお待ちしてます、僕だけの秘書さん」

　そんな事務的な言葉遣いをして笑い、そっと唇を重ねる。人目を忍んだキスに、愛しさはいっそう込み上げる。

　ずっとずっと、君が好きだよ。

　だから、身も心も、全部僕にください。










私を全部あげます




　私は現在、非常に面倒臭い状況に直面している。

「あの、社長？　桐生社長、聞いてます？」

　いくら呼びかけても、彼は無視。水曜日の午後の社長室で、彼はデスクに頬杖をつき、そっぽを向いてふて腐れているのだ。それをそのまま放置することもできず、私は困った顔で彼の向かいに立った。

　いつでもマイペースで、めったに怒ったりしない彼が、こんなにも不機嫌になる理由。それは、ついさっきの出来事が原因だった。




　私は桐生社長を社長室に残して、下の階の秘書課で書類をまとめる作業をしていた。すると、

「真弓くん、キミ、社長秘書になってからずいぶんキレイになったなぁ」

　たまたま秘書課に用があって来ていた総務部長が言った。

「そうですか？　変わらないと思いますが」

「いや～違うよ。前まではただのマジメな人っていう印象だったけど、今はなんだか色気がある」

「そんなことないですよ～」とはしゃいだ反応など見せないのは分かっているはずなのに、部長は頭のてっぺんからつま先までをまじまじと見て、うんうんとうなずく。

「あ、さてはあの社長が原因だな？　さすがチャラ男社長、マジメな秘書まで変えちゃったか！」

　部長は下品に笑いながら言うと、肘ひじでツンツンと私をつつく。それに私はいっさいの動揺を見せず冷静に答えた。

「そういうのじゃありません。彼氏もいませんし、桐生社長はただの仕事相手でしかありませんから」

「えぇー？　怪しいな～」

　つまらなそうに、でもまだあれこれと聞きたそうな部長を無視し、必要な書類を手にすると秘書課をあとにした。

　桐生社長と付き合っていることを、私は事情を知っている三木さん以外は秘密にしている。というのも、もともと私が抱いていたイメージどおり、〝女好き〟〝チャラい〟と言われている彼。実際は仕事のためなのだけれど、それが社長の本当の姿だと思っている人も多いからだ。

　そんな中で、秘書を恋人にした、となれば、当然、周囲は「やっぱり部下に手を出した」という目で彼を見るだろう。社長がそういう目で見られるのは、秘書としても不本意だし、恋人としても、嫌だ。

　それならば黙っているのが一番、ということで、ごまかしているわけだけれど。

「ただの仕事相手、ねぇ」

「え!?　わっ、桐生社長!?」

　秘書課を出ると、すぐ声が聞こえたので振り向くと、そこには腕を組んで壁によりかかっている桐生社長がいた。私と部長の話を聞いていたのだろう。不機嫌そうな顔で私を見ている。

「ど、どうされたんですか？　社長室にいるはずじゃ……」

「三木に用があって一旦降りてきたんだけどね。三木には会えないし、絵理から嫌な言葉は聞くし。散々だねぇ」

　笑っているようで目の奥が笑ってない。すたすたと歩き出す彼を、私は慌てて早足で追いかける。

「さっきのは、その……決して本心ではないといいますか」

「分かってるよ。会社では内緒にしておくんでしょ？　社長が秘書に手出ししたんじゃあ社員の心象が複雑になることくらい僕だって分かるし」

「分かってる」、そう言ってはいるものの、表情は裏腹で不満げなままだ。

　そう、もともと、桐生社長は付き合っていることを公にしてもいいと言っていた。けれど私の〝社長としての立場〟云々の説得により、渋々、本当に渋々ながら、秘密にすることを了承したのだった。

　そんな矢先、私がほかの人に社長との付き合いを否定していることを、直接、聞いてしまっては、やはり気分はよくないのだろう。私の歩幅などいっさい気にせず早足で歩いていることからも、不機嫌さがよく伝わってくる。

「僕だって、ちゃんと『彼女はいない』で通しているから。どうぞご心配なく」

　そんな嫌味を言い、それから数時間も、彼は不機嫌なまま。そして今も口をきくことなく顔を背けているのだ。




　分かっているというのは口先だけで、絶対、納得していないのだろう。こんなあからさまに不機嫌さを見せるなんて、なんだか付き合い始めてから子供っぽくなった気がする。そのくらい、気を許してくれているとも言えるけど。それはそれでうれしい気がしなくもないけれど……。でも私はいったい、どうすればいいのやら。

「はぁ。桐生社長、いい加減に機嫌を直しませんか」

「別に。機嫌悪くないし。普通だし」

「その言い方がすでに不機嫌ですよ」

　ズバリと図星を突くと、彼は「うっ」と言って、バツの悪そうな顔をする。けれどそれでもまだ機嫌を直す様子はなく、口を尖らせたままだった。

「そうそう。顔を背けるの、不機嫌な時のクセなんだよなぁ」

「だから不機嫌じゃないって……ん？」

　すると、突然、会話に入り込んできた低い声に、桐生社長は一度は普通に会話を続けようとしたものの、その違和感に言葉を止めた。聞き慣れないその声に、私もドアの方へと目を向けると、開いたままのドアにひとりの中年男性が寄りかかっていた。

　ん？　あれ……誰？　こんな人、うちの会社にいたっけ。

　そう思いながらまじまじと見ると、なんだかよく見慣れた顔……そう、桐生社長そっくりだ。髪型こそオールバックで違うものの、よく似た顔と五十代くらいであろう年齢から、誰なのかすぐ予想がついた。

「あ、あの……桐生社長。あの方、もしかして」

　男性に聞こえないように、桐生社長にコソッと声をかける。けれど彼は、私に答えるより先に、その男性を見て眉間にシワを寄せ、嫌そうな顔をした。

「ちょっと。会社には連絡してから来てって、前にも言ったと思うんだけど」

「いやぁ、息子のがんばりをこっそり見ようと思ってな。そしたらまさか、子供のようにふて腐れていたというわけだが」

　あはは、と笑うその人が〝息子〟と言うのを聞いて、確信した。

　や……やっぱり。この人、桐生社長のお父さんだったんだ……!!

　まさかのお父さんの登場に、さすがの私も緊張で顔がこわばった。けれど、桐生社長のお父さんは気にせず、目尻にシワを寄せニコリと微笑んだ。

「どうも。いつも息子が世話になってるようで」

「い、いえ、こちらこそ……あっ！　どうぞお座りください！　ただ今、お茶をお持ちいたします！」

「あはは、お構いなく」

　挨拶もそこそこに、私は桐生社長のお父さんをソファへと案内すると、慌ててお茶を淹れに社長室を出た。

　い、いきなりお父さんが来るなんて！　あぁ、せめてもっといい服を着てくるんだった。髪もメイクも気合を入れてくるべきだった。

　そう激しく後悔する。けれど、今さらどうこうすることもできない。私は観念して、手早くコーヒーを淹れた。




「改めまして、初めまして。祐輔の父の桐生慶けい司じと申します」

　社長室内のソファに並んで座った私たちに、桐生社長のお父さんはいい笑顔で自己紹介をした。

　私はコーヒーを出したら、とりあえずそのまま逃げてしまいたかった。けれど、桐生社長が「マユちゃんもここにいて」と自分の隣を手で示すものだから、逃げるわけにもいかず、おとなしく座っているのだった。

　桐生社長のお父さん、ということはつまり親会社の社長でもある。そのすらりとした身体を包む質のいいスーツが、役職の高さを感じさせ、余計に緊張してしまう。

　そんなこちらの気持ちを知ってか知らずか、桐生社長は平然とコーヒーをひと口飲んだ。さっきまでの不機嫌な態度は、一時休戦、といったところだろうか。

「父さん、こちら僕の秘書のマユちゃんね」

「あっ……申し遅れました、秘書の真弓絵理と申します」

　言われてから、そういえば自分が名乗っていなかったことを思い出し、慌てて深々と頭を下げる。私を見て、桐生社長のお父さんは納得するようにうなずいた。

「ほう、秘書。ということは、以前話していた？」

「そう。結婚を前提にお付き合いしている彼女。まぁ、まだプロポーズの返事はもらえてないんだけど」

　って、ちょっと！　余計なことまで言わないでよ！

　お父さんにはきっと、花音さんの一件の時に、私の存在について話してあったのだろう。それだけでいいのに余計な言葉を付け足すものだから、お父さんに見えない位置で彼の手の甲をぎゅっとつねった。

「それにしても美人さんだなぁ。祐輔、お前いい趣味してるな」

「ダメな女性にばかり引っかかる父さんに褒められてもねぇ」

　桐生社長……お父さん相手になかなか厳しい。笑えないそのひと言を聞いて私は顔をひきつらせていたけれど、お父さんは「それもそうか！」と笑った。

「で？　今日はなんの用？」

「特にこれと言って用はないんだが、近くまで来たから久しぶりに息子の顔でも見ていこうと思ってな。あ、これおみやげのプリンだ！　祐輔、好きだっただろう」

「子供のころの話でしょ。ったく……」

　そんな親子の会話を聞いていると、どことなく性格も似ていることに気づいた。

　いつもは自分のペースで人を操っている彼が、こうして主導権を握られているなんて。不思議な光景だなぁ。

　そんなことを考えていると、突然、桐生社長のスーツの胸ポケットからは《コーケコッコー！》ともはや聞きなれた着信音がした。ちら、と横目で見ると、画面には【桜さん】の名前が表示されている。

　桜さんといえば、桐生社長がよく一緒に食事に行くリサーチ相手だ。太めの眉をした色っぽい彼女の姿を思い浮かべて、ほんの少しムッとした。そんな私の反応を気に留める様子もなく、桐生社長は「ちょっとごめんね」と電話に出ながら社長室を出る。

「あ、もしもし桜さん？　やっほ～、元気～？」

　なんて、にこやかな声を響かせながら。

　またあの人は。付き合い出してからも、相変わらず女性との食事は欠かさない。でも、それは仕事としてだと分かっているし、いつも私には言葉や愛情で安心をくれる。だけどやっぱり、笑顔にはなれないもので……。だからつい、ふん、とため息まじりの声が出た。

「アイツも相変わらずだなぁ。真弓さんも、秘書としても恋人としても大変だろう」

「えぇ、お父様の前で言うのもどうかとは思いますが、ラクだとは言えませんね」

「あはは！　聞いていたとおりのクールさだ！　いいねぇ！」

　淡々と言ってしまってからハッとしたものの、桐生社長のお父さんはおかしそうに声を出して笑っている。

　しまった。つい、いつもの調子で言ってしまった。彼のお父さんの前だ、さすがに言葉には気を付けなければ、とあわてて自分に言い聞かせる。

「君くらいの人なら、祐輔のこともうまく尻に敷いてくれるだろうな。あ、だがどうしてプロポーズにうなずけないのか、聞いてもいいかい？」

　それはさっき桐生社長が言った「プロポーズの返事はもらえてない」への問いかけ。

　確かに、以前、尊のお店のパーティーで、桐生社長から告げられていた。

『桐生絵理になりませんか』

　彼のその言葉はとてもうれしくて、信じられなくて。自分の中で答えも決まっている。だけど。

「私には、つり合わない気がするというか、彼に対してしてあげられることもないというか……。力不足だと、思うので」

　家柄がいいわけでもない、ごく普通の家庭に育った私は、仕事のことならともかく家族として、妻として彼を支えられるだろうか。

　そう考えた時に、「この人じゃダメだった」と思われてしまう未来も想像できてしまって、すぐにはうなずけずにいたのだ。

「意外とマイナス思考なんだなぁ」

「うっ……」

　桐生社長のお父さんはそう笑いながら、コーヒーを飲んだ。

「俺からすれば、祐輔が〝結婚〟という言葉を出しただけでも、大変なことだと思うけどな」

「え……？」

　大変なこと？　それってどういう意味だろう、と言葉の続きを待つ。すると桐生社長のお父さんは、目を細めて少し悲しげな表情を見せた。

「祐輔には、母親も俺も満足に愛情を注いでやれなかったからな。そのせいでどうも、誠実さに欠けた大人になってしまったというか」

　そういえば以前、桐生社長が家族のことを話してくれた時、彼は『心まで繋がるなんてできない』と言っていた。その感情は自分自身の〝家族〟から生まれてきてしまったものだと。それをお父さんも感じ取っていたのだろう。

「何年か前に、結婚に対してどう思っているかと聞いた時も、『興味ないねぇ』とひと言で終わってしまってな。だからこのままじゃまずいと思って、竜宮さんの娘さんを紹介したわけだったんだが」

　花音さんとの結婚話は、会社のためだけじゃなく、桐生社長のことを思ってでもあったんだ。

「父親として、もっとしっかり見てやるべきだった。祐輔も、母親のことも。いまさら遅いとも思うが、すまなかったと思っている。だが、だからこそそんな祐輔が君のことを話してくれた時、とてもうれしかったよ」

　そう言って、桐生社長のお父さんは優しく笑う。

「私の、ことを？」

「『大切な人がいるから、花音には結婚を断った。自分勝手だと分かっているけど、許してほしい』と頭を下げられたんだ」

　大切な人……なんて、私の、ことを？

　その言葉を口にする桐生社長を想像して、胸の中がうれしさでいっぱいになる。

「さっきもそう。結婚を前提に、なんてしっかりと君を紹介してくれるとは思わなかった。祐輔が変わったのも君のおかげだ。だから、力不足だなんて言わずに自信を持ってほしい」

　私の、おかげ。そう言ってこちらを見つめる目はまっすぐで真剣だった。

「手のかかる息子だと思うが、よろしくお願いします」

そう言って、桐生社長のお父さんは深く頭を下げた。その礼には、息子を思う父親としての愛情があふれていた。

　確かに彼が幼いころは、仕事ばかりだったかもしれない。彼も愛情を感じられなかったかもしれない。だけど、お父さんの心には愛情が確かにあって、今でも絶えず続いていることが感じられた。

「……はい……」

　そのあたたかな思いを受け止め、微笑んでうなずくと、お父さんもやさしい表情になっていた。

　するとその時、電話を終えたらしい桐生社長が廊下から室内へ戻ってきた。

「お、祐輔。女性と食事の約束でも取り付けたか？」

　お父さんが、さっきまでのしんみりとした空気を感じさせない、からかうような調子で話しかけると、彼は笑ってうなずく。

「仕事だけどね。それより、マユちゃんに余計な話してないだろうね？」

「してない、してない。なぁ、マユちゃん？」

「ちょっと。彼女になれなれしくしないでくれる？」

　って、なんで私より先に怒るのか……。

　へらっと笑ってみせるお父さんを、桐生社長はキッとにらんだ。

　なれなれしくって、自分も最初からそう呼んでいた気がするけれど。自分専用の呼び名、という気持ちがあるのだろうか。こういうところは意外と子供だよね。

　笑いが漏れそうになるのをこらえながら、ふたりのやりとりを聞いていると、桐生社長のお父さんはふと腕時計に目を留めた。

「あ、そろそろ行かないとな。次の仕事が待ってる」

「そんな忙しい中、わざわざ寄らなくてよかったのに」

「息子の顔はもちろん、未来のお嫁さんの顔も見ておきたかったんだよ」

「未来のお嫁さん」という言葉にポッと頬が赤くなった私を見て、お父さんはふっと笑いながら席を立つ。

「じゃあまた。今度はゆっくり食事でも行きましょう」

「あ……はい、ぜひ」

　そしてにこやかに微笑んだまま、桐生社長のお父さんは社長室をあとにした。

　ふたりきりになった社長室で、私は飲みかけのコーヒーが入ったカップを片付けようとトレーにのせていた。そんな私を見ながら、ソファに寄りかかって立っていた桐生社長は、脱力したようにため息をついた。

「はぁ……本当、なんなんだろ。あの人」

「お父様、桐生社長によく似てらっしゃる方ですね。見た目も中身も」

「似てない。僕はあそこまで掴み所のない人じゃないし」

　いやいや……あなたも充分、掴み所のない人ですけど。似ていると言われることに照れているのか、同族嫌悪というやつなのか。社長の顔は不満げだ。

「でも桐生社長、プリンお好きなんですね。初めて知りました」

「子供のころの話。昔好きだったものを今でも好きだと思ってるんだから困るよ」

　子供扱いされることが恥ずかしいのだろう。拗ねたようなその口ぶりに、私はつい笑ってしまった。

「それも愛情ですよ。私、お父さんはあなたのことが大好きなんだと思います。少し不器用だっただけで……昔から今まで、ずっと愛情を注いでこられたと思うんです」

　幼いころの好きなものを今でも覚えていたり。喜んでほしくてそれを持ってきたり。短い時間でも顔を見せたり、息子を思って笑みをみせたり。少し不器用なだけで、その胸に愛情はたくさんあふれている。

　そう言うと、突然、彼が近づいてきて正面から私を抱きしめた。

「わ……な、なんですか」

「なんか、無性に抱きしめたくなった」

　長い腕でぎゅっと包み込んでくれているようでいて、甘えているようにも感じられる彼。私はその背中に腕を回して抱きしめ返す。

「子供のころは父親も敵のような気持ちだったけどさ。今思うと、あの人も、仕事をすることで僕や僕との生活や、いろんなことを守ってくれていたんだよね。自分が多少無理をしてでも愛する人を大切にしたい、っていう気持ち、僕も最近ようやく分かった気がする」

　愛情の伝え方は、人それぞれだ。私の父のように、安定感はなくてもいつもそばで笑ってくれる人もいれば、彼のお父さんのように、自分が家庭にあまり関われなくても、仕事に励むことで生活の安定を手に入れてくれる人もいる。

　どちらも正解だけど、それが家族には伝わりづらい時もある。だけど今、彼にはお父さんの愛情がきちんと伝わっている。

「愛なんて信じなかったし、今だけと思って誰とも向き合わずにきた。けど、マユちゃんと出会って、愛を伝えたいとか信じたいとか、なによりも守りたいとか、そう思えるようになったんだ」

　守りたい。彼が伝えてくるその思いに、私の胸はうれしさでいっぱいになる。

「だから、さっきは自分のことを否定された気がして不機嫌になったわけだけど」

「うっ……」

　突如、不機嫌だった理由に話題を戻され、その発端を作った私は心苦しさを感じる。

「だから、悪かったと思ってますってば」

　苦笑いをすると、桐生社長はまた拗ねたような顔を見せながら腕の力を少し緩めて、私の額に自分の額をこつんと合わせた。

「知ってる？　経理部の高たか木ぎくん、絵理に気があるらしいよ」

「へ？」

「それに営業部の湯ゆ川かわくんも、絵理のこといいなって言ってたらしいし、君きみ島じまくんは向井さんに『合コンに真弓さんを誘って』って頼んでいるんだって」

　え？　経理部の人に、営業部の人……気がある？　合コン？

　ひとりひとり、顔を思い出そうと思えばうっすら浮かんではくるけれど、なぜそんな話をするのか分からず、首をかしげた。

　困惑している私を目に映して、彼は深いため息をついた。

「それくらい彼女がモテるって聞いてるのに、恋人として守ることもできない自分が、もどかしい」

　その言葉が今日の不機嫌の理由であることをようやく理解した。私が周りから言われていることを気にしていて、だからいつも以上に、この関係を隠していることにイラ立っていたんだ。

　バカな人。キザなセリフも甘い言葉も、いつだって平然と言ってみせるくせに、肝心な言葉はなかなか言えないなんて。でも、子供っぽいところも、普段は見せない不器用なところも、恋人という関係だからこそ見られる姿だ。

「前にも言ったじゃないですか。私はあなたのことを、社員の皆に『やっぱり部下に手を出す軽い男だったんだ』と思われるのが嫌なんです」

「僕は別に、絵理が僕のものだってきちんと示せるなら、どう思われようと構わない」

　私が彼のものだと、人前では当然、示せない。けれど彼の心の中まで、私が彼のものであることを示せていないと思わせているのなら。

「祐輔さん」

「え……？」

　不意に名前を呼ぶと、驚いたように丸くなる目。その瞬間、隙ありと言わんばかりに、私は彼に顔を近付け、自分からそっとキスをした。

　唇の先が触れるだけの、小さなキス。だけど私からの初めての、精一杯の勇気だ。

　そしてそのままの距離で、彼の顔をじっとまっすぐに見つめる。

「私は、あなたのことが好きです。だから、周りにあなたのことを悪く言われたくないんです」

　好きです。こんなにもあなたのことばかりを考えてしまうほど。だから、心配しなくていいんだよ。私にはあなたしか見えていないから。

　そう伝えたくて唇で触れ、言葉を発した。それに祐輔さんはまた驚いた顔をした。私は頬を赤くしながら、抱きしめる腕にいっそう力を込めた。

　力強くたくましい腕に身をあずけると、その手は愛しそうに私の頭を抱き寄せる。

「僕だって、絵理が好きだよ。大好きだ。だからこそ、ほかの男に触れさせたくなんてないし、できるなら見せたくもない。ずっと抱きしめて、腕の中に隠しておきたい」

「それはちょっと困ります」

「それくらい好きなんだから、仕方ない」

　そう言って私の額、頬、といたるところにキスを落とした。

「けどまぁ、絵理がそこまでしてくれるくらい好きでいてくれるなら、もう少し我慢もしてみようかな」

　そして私をすぐ後ろのソファに座らせると、いつもの余裕たっぷりの笑みを浮かべてみせた。

「どうせ結婚しちゃえば、嫌でも関係を公にしなきゃいけないわけだし」

「え？」

「結婚した、となれば周囲も僕のことを『秘書に手は出したけど真剣だったんだ』とわかってくれるだろうし……うんうん、ハッピーエンドだねぇ」

〝結婚〟の言葉に赤くなる私の顔を見て、彼はいっそうおかしそうに笑う。

「それにさっきの父さんとの会話を聞く限りでは、プロポーズを受けてくれたって感じだしね」

「えっ……え!?　聞いてたんですか!?」

「聞こえちゃったんだから仕方ないよねぇ」

　そうとは知らず、ますます頬を赤くすると、彼はおかしそうに笑った。そして私の左手をそっととり、薬指になにかをはめた。冷んやりとした感触に自分の左手を見ると、小ぶりなダイヤがきらりと輝く銀色の指輪がはめられていた。

「こ、れ……」

　突然の贈り物に目を丸くしていると、彼はニコリと笑みを見せたまま、

「改めて、僕と結婚してください」

　と言った。

　いつも余裕の笑みを浮かべている彼と、翻ほん弄ろうされてばかりいる自分。からかわれているようで少し悔しいけれど、これがいつもの光景だから、安心すら感じてしまう。

　最初から答えは決まっていた。望んでいた安定などない日々でも、きっとあなたとなら大丈夫。どんな時もあなたと手を取っていける。だけどほんの少し自信が持てなくて、返事ができずにいたんだ。でも。

『力不足だなんて言わずに自信を持ってほしい』

　その言葉に背中を押されるように、私は小さく口を開いた。

「そこまで言うなら、なってあげます。桐生絵理に」

　自分らしいといえばらしい、かわいげのない不器用な返事。けれど彼はその言葉を聞いて、うれしそうに微笑んだ。

「一生かけて、大切にするよ」

　そう言って、祐輔さんはそっと唇にキスをした。

　優しく触れて、一度離れて、もう一度重ねてくる唇が、彼の愛情をしっかりと伝えてくれる。それに応えるように、彼のスーツのジャケットをぎゅっと握ると、彼は座ったまま私の身体を強く抱き寄せた。

　ここが社長室であることも忘れて、一心に愛を伝え合う。彼からの甘いキスに、身も心も溶けてしまいそうになる。そして、心の底から思った。あなたになら、私のすべてをあげてもいいって。

　どの思いも、今までの自分には知ることができなかった。彼とだからこそ、知ることができた。そう思ったら、いっそう幸せが込み上げて。

「どうしたの？いきなり笑ったりして」

「いえ、別に」

　私が微笑むのを不思議そうな顔をしながら見て、彼はまた口づけてくれる。それを幸せだと思う。

　彼と過ごすこの先の未来も、幸せがずっと続きますように。

　その願いに応えるかのように、薬指の指輪がきらりと輝いた。


End.












あとがき




　こんにちは、夏雪なつめと申します。

　この度は本作をお手にとっていただき、ありがとうございます。




　気ままな社長とツンデレ秘書の恋、いかがでしたでしょうか？

　この作品は、以前ベリーズカフェで書いた短編小説から始まったお話です。社長と秘書がエレベーターの中でキスをする、というだけの、三〇〇〇文字程度のとても短いお話だったのですが、このふたりをもっと書きたいな、と思い書き上げたのが本作品です。

　ちなみに私は桐生のようなモテ系ヒーローが大好きなので、最初から最後までとっても楽しんで書くことができました。私自身もお気に入りのこの作品を、まさか書籍にしていただけるとは思わず……本当にうれしいです！




　余談ですが、本編に出てきた運転手の来栖がメインの中編小説が、この本が発売される翌月、マカロン文庫にて発売となります。電子書籍での発売ですが、こちらもぜひよろしくお願いいたします。……すみません、余談というより宣伝ですね（笑）。




　最後になりましたが、今回、このお話がたくさんの方のおかげで一冊の本になりましたことに、心より感謝を申し上げます。

　未熟な私にお力添えくださった、担当の増子様、編集協力のアキヤマ様。いつもお世話になっておりますベリーズカフェ編集部の方々。表紙に素敵な絵理と桐生を描いてくださった、青井レミ様。そしていつも応援してくださる皆様。

　本当に本当に、ありがとうございました。




　これからも〝執筆を楽しむ〟をモットーに書いていけたらと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　またいつか、お会いできることを祈って。





夏なつ雪ゆきなつめ


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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